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勇者になれなかった俺は

しぶしぶ就職を決意しました。６








左京　潤







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　「プロローグ」




『ハァイ！　今週も始まりました王都マジヴィ情報局ーっ！　勇者制度復活から一周年を記念しまして、当番組では新時代を担になう勇者さんたちを紹しよう介かいしていきまスー！』




　──『シリーズ　勇者制度復活から一年』

　大型マジックヴィジョンの画面右上に表示されたタイトルの下で、マイクを手にした売れっ子巨きよ乳にゆう女子アナがハイテンションな声をあげる。

『さてさて本日ご紹介しますのはっ、昨年行われた第一回新制勇者試験をダントツの成績でトップ合格っ！　叙じよ任にん直後からめざましい活かつ躍やくを見せっ、あっという間に貢こう献けん度どＡランクの上級勇者入りを果たしたうえにっ、辺境の王国を救った功績をたたえられて史上最年少でエヴァレッド十字勲くん章しようを受けることになったウワサの天才勇者っ！　ワタクシたち王都マジヴィは今回っ、今をときめく勇者サマの独どく占せんインタビューに成功しましたーっ！』

　──『話題の新人勇者登場まであと５秒！』

　画面右側に表示された数字がちかちかと点てん滅めつしながらカウントを刻み、カウントゼロと同時に腕うでを伸のばした女子アナが高らかに叫さけんだ。




『みなさまっ、こちらが《斬ざん撃げきの勇者》こと、ラウル・チェイサーさんでス──っ！』




　女子アナの手の動きに合わせるようにしてさっと横へ流れる映像。

　次の瞬しゆん間かん、マジヴィの中央に、勇者の鎧よろいをまとった黒くろ髪かみの少年が映し出される。

『はい、よろしくお願いします！』

　自信たっぷりの表情で会え釈しやくする少年。その胸のあたりに白しろ抜ぬきのテロップが重なった。

　──『《斬撃の勇者》　ラウル・チェイサー』

『ラウルさん、このたびは叙じよ勲くん決定おめでとうございまスーっ！　ワタクシ、ラウルさんの大ファンでっ、ラウルさんのご活躍、いつもすっごく楽しみにしてるんですよーっ!?』

『いやあ、ありがとうございます』

『なんでも、先日のパソピア王国の戦いでは、ベテラン勇者が束になっても敵かなわなかったダークドラゴンをたったひとりで倒たおしてしまったとかっ……！』

『いや、あいつ手負いだったし、俺はたまたまトドメ刺さしただけで……だから、べつに俺だけの手て柄がらってワケじゃなくて、俺の前にあいつと戦った勇者みんなの手柄ですよ』

『まったまたご謙けん遜そんをっ！　ダークドラゴンの牙きばと《闇の息ダークブレス》をかいくぐり、他ほかの勇者が近づくことさえ出来なかった急所の首をたった一刀で切り落としたそうじゃないですかーっ！　さっすがラウルさんの二つ名の所以ゆえん、ラウル・スラッシュですねえ！　あ、あとっ、今回の戦い、早くもドラマ化が決定してるそうでっ……！』

『はい、お陰かげ様で。……でも、あれって俺役の俳優さん、ちょっとカッコよすぎて』

『いえいえっ、ラウルさんピッタリの配役ですようっ！』

　手放しで少年を褒ほめつつ、ふと、女子アナが話題を変える。

『でもでもっ、そんなラウルさんも、ここまで来るにはいろいろとご苦労されたそうで……なんでも、ラウルさんが勇者予備校を首席で卒業した直後に旧勇者制度が廃はい止しされ、勇者になれなかったラウルさんは小さなマジックショップで働いていたとかっ……』

『ははっ……でも、ま、今になってみればいい経験です。上司や仲間にも恵めぐまれましたし、いろいろと学ぶことが多くて……《斬撃の勇者》なんて呼ばれてますけど、俺、じつはレジチェックのスピードじゃ誰だれにも負けないんですよ？』

　冗じよう談だんめかして答える少年に、くすくすと笑い返す女子アナ。

　画面の中のマジヴィのスタジオに、和なごやかな雰ふん囲い気きが流れ……。




　──不意に控ひかえ室の中に響ひびく、コンコンというノックの音。

　マジヴィを見ていた少年が顔を上げたとたん、鈍にび色いろのドアノブががちゃりと回った。

「あー、良かったー。ぎりぎり間に合ったわー」

「ラウルっ！！！」

「副店長っ！　フィノっっっ！！！」

　──ドアの向こうから顔を覗のぞかせつつ、ひょいと片手をあげて挨あい拶さつしてみせる瘦そう身しんの赤毛男と、そのかたわらで蒼あおい瞳ひとみを輝かがやかせる小こ粒つぶな銀ぎん髪ぱつ少女……フォーマルスーツに身を包んだマジックショップ・レオン王都店のバイザー副店長と、薄うす紅べに色のドレスでおめかしした魔ま王おうの血を引くバイトのフィノ。

　かつての同どう僚りようたちの懐なつかしい顔に、つい、腰こしを浮うかせてしまうラウル・チェイサー。しかし、少年が立ち上がるよりも早く、ドレスの裾すそを膨ふくらませて副店長の横を飛び出したフィノが、跳はねるようにしてラウルに抱だきついた。

「っっっ!?」

「ラウルぅっ、会いたかったぞっっっ！！！！！」

　思わず目を見張るラウルの背中に腕をまわし、ぎゅうっと全身で抱きつくフィノ。大礼服に身を包んだラウルの胸に頰ほおをこすりつけ、少女は幸せそうに呟つぶやく。

「んーっ……ラウルの匂においがするうっ……」

「フィノっ……」

　……なんだかくすぐったいような、困ったような、嬉うれしいような気持ち。ひとしきりしたいようにさせたあと、ラウルは目の前の銀色頭をぽんと撫なでてやった。

「……お前も、元気そうだな」

「へへっ」

　ラウルの胸に顔を埋うずめたまま上じよう機き嫌げんで応こたえ……不意にがばっと顔を上げるなり、フィノがラウルの顔を覗き込んでくる。

「ラウル、叙勲おめでとっ！　これから王様の前ですごい勲章もらうんだろっ!?」

「まあな」

「やっぱり、ラウルはすごいなっ……！」

　感心したように頷うなずいて、しかし、フィノは残念そうに首を振ふる。

「でも、先を越こされた気持ちだな。オレ様だって、ラウルに勲章あげたかったのに……」

「……って、なんの勲章だよ」

「ふははっ！　ラウルの腕なら、魔人四天王の筆頭すら夢じゃないぞっ!?」

「いや、気持ちはありがたいけどその称しよう号ごう持て余すからっっっ！！！！！」

「ふふふっ、冗談だっ」

　ラウルのツッコミにイタズラっぽい表情を浮かべつつ、少女はうれしそうに目を細め、

「なんたって、ラウルは、勇者なんだからなっ……？」

　ラウルの服をぎゅっと握にぎったまま、心の底から誇ほこらしげに呟くフィノ。親愛に満ちた少女のまなざしに、ラウルの胸の鼓こ動どうが自然と高鳴って……。

「……ったく、仲が良いいねえ」

　……視界の端はしから、あきれたように呟くバイザー副店長の声。

　はっと我に返ったラウルがあわててフィノを押しのけ、取り繕つくろうように口を開いた。

「ふ、副店長もお久しぶりですっっっ！」

「あー……ていうかラウル君、おれ、もう、副店長じゃないんだけどー……？」

「ラウルっ、副店長は店長になったんだぞっ？」

「あ、すみませんっ……」

　慌あわてて謝りつつ、しかし、ラウルはついつい笑ってしまう。

「……でも、俺の中では、副店長はやっぱ、副店長っていうか」

「まー、フィノ君に至っちゃ未いまだにおれのこと、『ふくてんちょー店長っ！　お客さんが呼んでるぞっ！』とか呼ぶけどなー……」

「なんせオレ様、副店長のこと『ふくてんちょう』って名前だと思ってたからな！」

「いや、まあ、いーんだけどなー……」

　苦笑いを浮かべつつ赤毛頭を搔かき、ふと、副店長……もとい、バイザー店長が、つけっぱなしになっていた部屋の片かた隅すみのマジヴィへと目を向けた。




『ではではっ、こちらっ、ラウルさんの生おい立ちとこれまでの功績の数々をフリップにまとめましたのでっ、どーぞ、ご覧くださいーっ！』




「ほーっ……」

　……顎あごをさすりつつマジヴィをのぞき込み、にやりと目を細めるバイザー店長。

「ラウル君ってば、叙勲式の控え室で自分のインタビュー番組なんか見ちゃってー……」

「ほんとだっ、ラウルがマジヴィに出てるっ！　すごいっっっ！」

「って、い、いやっ、こ、これはそのっ、た、たまたまやってたんでっ……」

「しっかし、この人気女子アナのナマ巨乳をこんな距きよ離りから見られるなんて、ラウル君は一度、爆ばく発はつした方がいいなー……」

「ていうかっっっ！！！」

　女子アナの胸むなもとを凝ぎよう視ししながら独りごちるバイザー店長の言葉に声を荒あらげ、ラウルがあわてて話題を変えた。

「フィノっ、お前、仕事の方はどうなんだっ？」

「ああっ！」

　ラウルに話を振られたとたん、ぱっとマジヴィから顔を上げて。ラウルを見上げた少女がえへんと咳せき払ばらいをしつつ、思いきり胸を張る。

「ふははっ、聞いて驚おどろくな！　オレ様、もうすぐ副店長になるんだぞっっっ!?」

「……って、フィノ。お前な、冗談言うなら、もう少しうまいことを……」

「──いや、それが、マジな話でなー？」

　……あきれたように呟くラウルの言葉をさえぎって、バイザー店長が口を開き、

「実際、フィノ君はたいしたもんだよ。お客さんにも人気あるし、つい昨日も大口の物件注文取り付けて……正直、売上げだけならもう、おれよりも上なくらいだ」

「……って、ウソだろっ!?」

「ふははっ、店長を目指すラウルとの勝負は、このオレ様の勝ちのようだなっ！」

　思わず絶句するラウルの前で、勝ち誇ったように高笑いするフィノ。

　けれども、やがて表情をゆるめた少女が、ラウルの袖そでをぎゅっと摑つかんで微笑ほほえんだ。

「でも、ラウル、勇者になれてほんと、よかったなっ……」

「……ま、なんつーか、ほんと、いろいろあったなー……」

　うれしそうにラウルを見上げるフィノの後ろで、バイザー店長が感かん慨がい深ぶかげに息を吐はく。

「新しい魔王が出てきて、新しい勇者制度が始まって、有給取って試験受けたラウル君とアイリ君が合格して、うちの店辞やめて……ほんと、なにもかも、つい昨日のことみてーだぜ……しっかし、勇者になったラウル君がまさか、ここまで活かつ躍やくするとはねえ……」

「ラウルみたいなのを、『水でできたスライム』って言うんだよなっ!?」

「……フィノ、それを言うなら『水を得たスライム』、だろ？」

「しかも、今度は、エヴァレッド十字勲くん章しようだなんて……」

　すっかり感心したように呟き、バイザー店長がふと、声をひそめた。

「……ぶっちゃけコレの方も、そーとーいっぱい貰もらってんだろー？」

「って、お金の話ですかっ!?」

「ラウル君、勇者も忙いそがしいだろーけど、たまには懐かしいうちの店にも来てくれよー？　こないだ最新型のいーいマジヴィが入ってさー、４Ｋ解像度で、なんかもう本物より高画質なんじゃねーのってレベルなんだわ。十台まとめ買いで安くしとくからさー……」

「……いや、マジヴィ十台とか、何に使うんですか」

「ラウルっ！　ラウルっ！　ふくてんちょー店長が前に言ってたけど、同じ型番のマジヴィを二台並べて寄り目で見ると３Ｄになるって……」

「ならねーよっ！！！！！　お前それ騙だまされてるからっ！！！！？」

　思わずツッコむラウルの前で、バイザー店長が面おも白しろそうに笑う。

「まー、本部に行っちまったセアラ店長は出張で来れなかったけど、ラウル君の晴れ舞ぶ台たいにこーやって、王都店のみんなで集まることができたのは、なにより……」




「……ちょっと、誰か忘れてませんか？」




　──不意に、控え室に響く凜りんとした声。

　三人の視線がいっせいに扉とびらの方へ向けられ……現れた人ひと影かげを目にしたとたん、ラウルとフィノが声を揃そろえて叫さけんだ。

「「アイリっ！」」

　鮮あざやかな蜂はち蜜みつ色の髪かみと、藍あい色の瞳。儀ぎ礼れい用の鎧よろい姿のスレンダーな美少女はつかつかと部屋に歩み入るなりバイザー店長を睨にらみつけ、不満げにくちびるを尖とがらせる。

「『王都店のみんなが』だなんて、私を仲間はずれにしないで下さい、副店長」

「あー、アイリ君、久しぶり……」

　ひょいと手を上げて挨拶しつつ、バイザー店長が遠えん慮りよがちに口を開き、

「ていうかおれ、いまはもう副店長じゃなく、店長なんだけど……」

「あっ、すみません。でも、副店長はやっぱり、副店長がしっくりくるっていうか……」

「……いや、うん……まあ、そーだよな……」

　にべもないアイリの言葉に、なんだか少し傷ついたように肩かたを落とすバイザー店長。

　背筋を伸のばしてすらりと立つアイリを見やり、ラウルが気安く口を開いた。

「よう、遅おそかったな、『オールＡ』」

「だって、マスコミがしつこくって……」

　ラウルの言葉に蜂蜜色の髪を搔きあげ、『オールＡ』……《魔ま弾だんの勇者》アイリが、困ったようにため息をつく。

「……まったく、あなたとの熱愛報道だなんて失礼しちゃうわ。たしかに私たちは新制勇者制度の第一期生で注目の的だし、マジックショップ・レオン王都店の元同僚だし、勇者予備校でも同級生だったし、クエストで組む機会も多いけど、あなたが有名になったせいで変に勘かんぐられて、こっちはいい迷めい惑わくなのよ。……まったく、私は新人らしく慎つつましやかに堅けん実じつにやってるっていうのに、あなたってばほんと、カッコつけたがりなんだから」

「って、俺だって、べつに目立ちたくてやってるわけじゃっ……！」

「……ていうか、いっそ、さっさとほんとに彼女作っちゃえばいいじゃない。ほら、こないだ出てた『恋こい人びとにしたい勇者ランキング』、あなた一位獲とってたでしょ？　正直、信じられないけど……まあ、なんていうか、時の人ってやつよね」

「いやっ、確かに俺、最近やたら女のコにモテるけどっ、そのっ……」

「……まあ、でも、悔くやしいけど、あなたとの実力差は認めざるを得ないかも」

　言い募つのる少年の言葉を遮さえぎって。ラウルを見み据すえた少女が強気な笑えみを浮うかべてみせる。

「でもね、私だって負けないんだから。どんどん戦って、みんなの役に立って、すぐＡランク勇者になって、あなたに並んでみせるわ？」

「……ああ、待ってるぜ、『オールＡ』」

　挑いどむようなアイリの視線にラウルもつい、口の端はしを持ちあげ……と。




「失礼いたします、ラウルさん、準備はいかがですか？」

「あっ、お疲つかれさまですっ！　いま行きまーす！」

　ノックの音と、少し遅おくれて扉の向こうから聞こえてくる城の兵士のうやうやしい声。

　あわてて立ち上がったラウルが、いそいそとドアに向かう。

「ラウルっ、いってらっしゃいっ！」

「ラウル君、頑がん張ばって来いよー」

「……カッコつけようとしてドジッたりしないでよね、ラウル・チェイサー？」

「ああっ、ありがとっ……行ってきます！」

　次々と飛んでくる元同どう僚りようたちの声に、自信たっぷりの笑みを返して。

　控ひかえ室を後にしたラウルが、迎むかえの兵士に続いて歩き出した。







　まばゆい日差しに照らされたエクスレディア城の広大な中庭。

　目の前に開けた赤い絨じゆう毯たんの道に踏ふみ出したとたん、人々の歓かん声せいがラウルを包み込む。

「まあ、あれがウワサの……」「マジヴィで見るより若いな」「カッコいいわね……！」

　ざわめきの奥で高らかに鳴り響ひびく王宮楽団のファンファーレと、青空にひるがえる連合王国エヴァレッドの国旗。絨毯の両側に集まる人々の視線や報ほう道どう陣じんのカメラがまっすぐ自分に向けられているのを感じつつ、ラウルはふと、心の中で呟つぶやいた。

　俺、ほんとに、勇者になれたんだな……。

　そのとたん、腹の底からこみ上げてくるようないいしれぬ感情。手足の先から身体からだの中へじんわり満ちてくるような感動に、絨毯を踏みしめるラウルの口元が自然とゆるむ。

　幼い頃ころからずっと目指してきた夢。数多あまたの苦難や挫ざ折せつを乗り越こえ、俺はようやく、これまでの努力の成果を、持て余していた才能を、誰だれにも負けない俺の力を存分に発揮し、思うさま活躍することができる場所を手に入れたんだ。

　えもいわれぬ幸福感に浸ひたりつつ、ラウルは心の中で独りごちた。

　これが、俺の人生で最高の瞬しゆん間かんかもしれない──！




「ラウルっっっ！」

「っ!?」

　不意に飛んできた声に顔を向けると、絨毯沿いに並ぶ人々の中に、先ほど控え室で話したばかりのフィノとバイザー店長の姿が見える。

　まっすぐラウルへ向けられる、憧あこがれをいっぱいにたたえたフィノの瞳ひとみ。銀の髪に大輪の花を挿さし、大きなリボンとレースがあしらわれたよそ行きドレスでおめかししたフィノはまるで貴族の姫ひめのようで、胸がどきどきするほど愛らしい。

　その後ろには、ラウルの同期の新米勇者や、勇者制度改正によって復帰した先せん輩ぱい勇者たちの隊列が見える。仏ぶつ頂ちよう面づらでこちらを見やるアイリに、ラウルはアイコンタクトを送ってみせた。……『オールＡ』、次はライバルのお前の番だぜ？
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　絨毯の道の先でラウルを待ち受ける、きらびやかな王おう冠かんを戴いただいた初老の男性と、絹糸みたいな髪を結ゆい上げた美しい少女。マジヴィや新聞でしか目にしたことのないこの国の王、大陸中の人類国家を束ねるエヴァレッド同盟の盟主エヴァレッド三世と、その一人ひとり娘むすめで世よ継つぎの姫、ユニーティア王女だ。

　玉座の前でぴたりと足を止め、ラウルは口から心臓が飛び出しそうな緊きん張ちようを抑おさえてひざまずく。腰こしに巻いた剣けん帯たいから鞘さやごと取り外した剣を足元に置き、胸の前で両手を組んで頭を下げる……王族に対してのみ行われる、エヴァレッド式の最敬礼だ。

　顔を伏ふせたラウルの前で、玉座の人物が立ち上がる気配。

　やがて、視界に映り込んだ透すけるような薄うす絹ぎぬのドレスに、ラウルの心臓が跳はねた。

「──勇者ラウル・チェイサー、面おもてを上げなさい」

　頭上から降ってくる気品にあふれた声。おずおずと顔を上げたラウルと目が合うなり微笑んで、ユニーティア王女が侍じ従じゆうが捧ささげ持つクッションの上から勲章を取りあげる。

　まるで前ぜん途と洋よう々ようたる少年の未来を示すかのように輝かがやく、この国の最高の栄えい誉よの象しよう徴ちよう、エヴァレッド十字勲章。

　たおやかな王女の指先でラウルの胸に勲章が留められた、その瞬間。

　若き勇者をたたえる人々の声が、嵐あらしさながらに巻き起こり──。




「…………」




　──おぼろげな視界の中でゆっくりと像を結ぶ、見慣れた天てん井じようの壁かべ紙がみ。

　いまだラウルを包む熱ねつ狂きよう的な歓声と、目の前の光景とが、一瞬、結びつかなくて。

　幾いく度どか瞬まばたきを繰くり返したラウルが緩かん慢まんに身体を起こしたとたん、鮮やかな光が目に飛び込んできた。

『とゆーワケで、こちらが今回の叙じよ勲くんを受けたトーラン・ザクションさんでスーっ！』

　マジヴィの画面の中で手を振ふる、おなじみの巨きよ乳にゆう女子アナの姿。

　まぶしさに目を細めつつ、ラウルは半覚かく醒せいの頭で思い出す。そういや俺、昨日の夜、マジヴィつけっぱで寝ねちまって……。

『元勇者のトーラン氏は、勇者を引退後に実業家としても大成功を収めっ、数々の慈じ善ぜん事業をたたえられて、このたびの叙勲がっ……』

　……マジヴィの画面をぼんやりと眺ながめているうちに、しだいに戻もどってくる現実感。

　ベッドの上で額を押さえ、ラウルは深々と嘆たん息そくした。




　ったく、なんでいまさら、こんな夢見るんだよっ……！




　……勇者制度が廃はい止しされたショックで半年引きこもったあと、どうにかマジックショップに入社して、それなりに一いつ生しよう懸けん命めい働いて、後こう輩はいもできて、故郷にも報告し……自分が勇者になれなかったという現実を、ラウルはもう、すっかり受け入れたつもりでいたのに。

　少年の中にある、持て余している才能を発揮できる場所への、狂くるおしいまでの切望。

　勇者になることさえできれば、俺は絶対に、歴史に名を残すような活かつ躍やくができる。ラウルには、ほとんど確信に近い自信があった。それなのに、このままなにも残せず、誰の記き憶おくにも残らず、何者にもなれないまま終わるなんてっ……！

　これまで何度繰り返したか分からない自問自答。背筋が冷たくなるような焦しよう燥そう感かんに、ラウルは思わず首を振った。……ダメだ、考えるな、俺っ。そんなこと考えたって、しかたがないことだろ？　どう足あ搔がいても、俺はもう、勇者にはなれないんだからっ……！

　いまだ自身の裡うちにくすぶる未練を再確かく認にんし、ラウルの心臓が重くなる。なんか……ほんと、どん底の気分だ。




「……ていうか、今日は、全社朝礼だったっけ……」

　いつの間にかニュース番組は終わり、マジヴィから流れはじめたヒーロー番組のオープニング曲に、ラウルのゆううつ感がさらに加速する。

　今日は日の曜日。世間一いつ般ぱんで休日にあたるこの日は、マジックショップにとってはかき入れ時。お客さんも売上げも多いし、一週間で一番忙いそがしい日と言っても過言じゃない。

　よりにもよってそんな日の朝に朝礼やらなくても……思わず、ラウルは目をすがめてしまう。しかも社員は強制参加のうえ、勤務時間外扱あつかいだから給料も出ないし……くそっ。




　心の中の重苦しいもやもやを吐はき出すようにもういちど、ため息をついて。ラウルはのろのろと、ベッドから起き上がった。







　第一章「俺がこの店の責任者っっっ!?」




「あれ、『オールＡ』……？」




　平日とはどこか違ちがう空気に包まれた、日の曜日朝のメイン・ストリート。

　職場であるマジックショップ・レオン王都店へと出勤する道すがらに出くわした同僚の姿に、ラウルはつい、目を丸くしてしまう。

「あら、おはよう、ラウル・チェイサー」

「……お前、こんなに早くどうしたんだよ？」

　何かのビラを片手に振り返ったアイリへと、足早に近づくラウル。レオン王都店の営業時間は朝十時から。バイトのアイリは九時半に出勤すればいいはずなのに、時計の針はまだ八時半をまわったところで、こんな時間に出くわすなんて珍めずらしいっていうか……。

「だって、今日は全社朝礼でしょ？」

　怪け訝げんな顔をするラウルに、さらりと答えるアイリ。

「たまたま早起きしちゃったから、一度くらい覗のぞいてみようと思って」

「……って、バイトは俺たち社員と違って強制参加じゃねえんだから、無理に出なくてもいいのに。言っとくけど時間の無む駄だっていうか、ヒーロー番組見てた方がマシだぞ」

「それくらい、いつも副店長がぼやいてるから知ってるわよ。だから余計に興味を引かれるっていうか……私がいた大手とどう違うのか気になるし、話の種になるでしょ？」

「話の種、って……お前、友だちいないくせに」

「し、失礼ねっ！　友だちくらいいるわよっ！　あなたと一いつ緒しよにしないでっ!?」

　ラウルの指し摘てきに図星を指されたみたいに声を荒あらげ、細い腰に手を当て「……まったく」なんてこぼすアイリ。

　そんな少女を見つつ、ふと、ラウルの脳のう裏りに今朝方の夢が過よぎった。

『オールＡ』のアイリ……こいつも、俺と同じで勇者を目指してたんだよな……。

「……なあ、『オールＡ』」

　知らず知らずのうちに、ラウルの口から洩もれる言葉。

「もしも勇者制度が復活したら、お前、どうする？」

「えっ？」

　唐とう突とつなラウルの問いに、アイリは不意をつかれたみたいに目を丸くした。

「どうする、って……そんなの、もちろん、試験を受けるに決まってるじゃない。私もあなたもずっと、そのために頑がん張ばってきたんだもの。それが一番いいに決まってるわ」

　なにを当たり前のことを、とでも言わんばかりの顔で答えるアイリ。そんな少女の反応に、ラウルはなんだかほっとしてしまう。

　……そうだよな、と、ラウルは心の中で頷うなずいた。俺たちにはそれだけの才能と経験があるんだ。だから、未いまだに勇者に対する夢を持ち続けてたって、当然で……。




「──でも、私のいまの目標は、ナースになること」




　そんなラウルの思考を遮さえぎるように、さらりと言い放って。

　思わず息を吞のむラウルの前で、アイリがふうっとため息をついた。

「勇者制度の復活なんて夢物語、アテにしちゃいられないわ。専門行って、資格とって……まあ、奨しよう学がく金きん返したり学費貯ためたりしなきゃいけないから、まだ当分、試験は受けられそうにないけど。でも、勇者と関係ない勉強も、始めてみるとけっこう面おも白しろいのよ？」

　肩かたをすくめてぼやく少女の、けれども、声こわ音ねとは裏腹などこか明るい表情。

　勇者になる──同じ夢を失ったというのに、既すでに新しい目標を見つけて着実に歩を進めつつある少女の姿が眩まぶしくて、ラウルはつい、独りごちてしまう。

「なんか、お前、立派だな……」

「あら」

　そんなラウルに、アイリはなんだか意外そうな顔をして、

「だって、いつまでも夢ばっかり見てるなって言ったの、あなたじゃない」

　アイリの言葉にずきりとする、ラウルの心臓。

　──『お前、いつまで夢見てんだよっ！　どうあがいたって、俺たちのいまの仕事はこれなんだよっ！』

　……かつて自分がアイリに投げた言葉を思い出し、ラウルの胸がちりちりと疼うずく。

　俺、こいつに偉えらそうなこと言っといて、肝かん心じんの自分は、まだっ……。




「と、ところでっ！」

　心にまとわりつく暗い感情を払はらうように声をあげ、ラウルはふと、話題を変えた。

「お前、そのビラ、いったいどうしたんだ？」

「ああ、これ」

　ラウルの問いに、アイリが手にしたビラを差し出して、

「さっき広場の方でデモやっててね、渡わたされたの」

「『マジックアイテム推進政策反対！　王家の横暴を許すな！』……なんだ、これ？」

「……あなた、ニュース見てないの？」

　ビラを覗き込むなり疑ぎ問もん符ふを浮うかべるラウルに、アイリがあきれた顔をする。

「ほら、この間、街中で火災があったじゃない。《持たざるものリミテツド》の……」

「ああ……たしか、マジックコンロが使えない《持たざるものリミテツド》がアパートの部屋ん中で火を焚たいて、それが原因で火事になったってヤツだっけ？」

「そうそう。少し前にその事件の有罪判決が出たんだけど、《持たざるものリミテツド》の団体が、その結果に抗こう議ぎしてるの」

「いや、でも、室内で火を焚くのはさすがに、問題だろ……」

　思わず目をすがめるラウルの前で、アイリが口を尖とがらせた。

「それはそうなんだけど、今回の事件は、あくまできっかけに過ぎないわ。いまの王様……エヴァレッド三世は、もともと魔ま人じんと戦うために研究されてた魔法構文マジツクプログラム技術を民間に開放したでしょ？　その結果、こうやってマジックアイテムが普ふ及きゆうして便利になったワケだけど、お陰かげで生まれつき魔力を《持たざるものリミテツド》が不当に虐しいたげられるようになったって《持たざるものリミテツド》は不満を抱いだいてて。今回の件で、それが一気に爆ばく発はつしたみたい」

「ま、たしかに、王都じゃ生活用品の大半がマジックアイテム化されてるもんな……」







[image: ]







　アイリの言葉に、ラウルもすっかり考えこんでしまう。

　マジヴィやマジックオーディオみたいな娯ご楽らく品ならともかく、魔力がなければ明かりも灯ともせないし、料理することも、風ふ呂ろに入ることも出来ないだろう。自販器のジュースだって買えないし、彼らにとっちゃ、王都はさぞかし不便なハズだ。でも……。

「それなら、まだマジックアイテムが普及してない田舎いなかへ行けばいいじゃねえか」

　ふと思い立ち、ラウルは言ってみる。

「俺の故郷の村なんて、未だに夜はランプだったし、料理だってオーブン付きの薪まきストーブ使ってて、掃そう除じも洗せん濯たくも全部魔力使わず人の手でやってたぞ？　むしろ、母さんやミュリみたいな《持ちしものホルダー》の魔力こそ、持ち腐ぐされって言われて……」

「……あのねえ、少しは想像力を働かせたらどうなの、ラウル・チェイサー。王都は豊かだし、誰だれだって、住み慣れた土地には愛着があるでしょ。《持たざるものリミテツド》の前でそんなこと言ったら、吊つるし上げられても仕方ないわよ？」

「ご、ごめん……」

　思わず謝るラウルの前で、アイリが深々と嘆たん息そくした。

「……エヴァレッド三世もお世よ継つぎのユニーティア王女もバリバリのマジックアイテム推進派って聞いてるし、しばらくはまだ、騒さわぎが続くと思うわ。うちのお店もマジックアイテム扱あつかってるし、こういうデモとまるきり無関係ってワケでもないでしょ？　もし暴動が起こったら、真っ先に狙ねらわれたっておかしくないし」

「ったく、こっちも仕事で売ってるってのに、いい迷めい惑わくだな……っと」

　そんな話をしているうちに、いつの間にか到とう着ちやくしたマジックショップ・レオン王都店の裏口前。肩かた越ごしにラウルを見やったアイリが、明るい声をあげる。

「さ、今日も一日、頑張りましょ？」

　言いながら、ドアノブへ手を伸のばすアイリ。

　……しかし、その指先が触ふれる寸前、ノブがひとりでに回った。




「「……っ!?」」

　思わず息を吞むラウルたちの前で勢いよく開くドア。

　その向こうから飛び出した小こ柄がらな少女が、ふたりの顔を見やるなり声をあげる。

「あっ、ラウルっ、アイリっっっ！」

「……って、フィノ」

　なんだかすっかりあわてた様子の後こう輩はいバイトに、ラウルは怪訝な顔をして、

「お前、いったい、どうし……」

「大変なんだっっっ！！！！！」

　そんな少年の言葉を遮って、フィノが思いきり叫さけんだ。




　　　　＊　＊　＊




「「店長が来てないっっっ!?」」




「そうなんだっ……いつもはもう、とっくに来てる時間なのにっ……」

　声を揃そろえるラウルとアイリの前で、すっかり取り乱したように言い募つのるフィノ。

　レジ裏に貼はられたシフト表をチェックし、ラウルは思わず独りごちる。

「たしかに、今日は出勤になってるな……」

「ていうか、基本的に店長は日の曜日は必ず出ることになってるのよね？」

「ああ。店長職が休日に公休取るときは、あらかじめ本部に申しん請せいが必要だし……」

「……じ、事故とかじゃないよねっ？」

　不安げに呟つぶやくフィノの言葉にどきりとして。言いしれぬ胸むな騒さわぎに、ラウルは身み震ぶるいしてしまう。……あのセアラ店長が、連れん絡らくもなしに遅ち刻こくしたり欠勤したりするなんて、いったいっ……。

「……って、あれっ？」

　……不意にラウルの視界に飛び込んでくる赤い光。

　レジカウンタの端はしに置かれた魔法通話器マジツクフオンのランプが、ちかちかと物言いたげに点てん滅めつしていて……ラウルがボタンを押したとたん、マジックフォンから魔法音声が流れ出した。

『お預かりメッセージがあります。ピーっ』




『──おはようございます、セアラです』




「「「店長の声だっ！」」」

　思わず叫ぶラウルたちの前で、マジックフォンが店長のメッセージを再生する。

『──ごめんなさい、なんだかお仕事で魔物インフルエンザをもらっちゃったみたいで、熱が下がらなくて……忙いそがしい時期に申し訳ないけど、しばらくお休みします。みんな、わたしの代わりに副店長のバイザーくんの指示に従ってください。……バイザーくん、全社朝礼の件お願いします。遅刻しないで、ちゃんと参加してね？』

「事故じゃなくて良かったっ……」

「ったく……」

　ほっとしたように胸を撫なで下ろすフィノ。かたわらで、ラウルも嘆息した。

「さすがにちょっと焦あせったじゃねえか。ていうかフィノ、お前もやたら騒ぐ前にまず、マジックフォンの留守録くらい確かく認にんして……」

「あれ、まだ光ってるぞ？」

「え？」

　フィノに言われて見下ろすと、たしかに、まだ点滅しているマジックフォンのランプ……怪け訝げんな顔したラウルがもういちどボタンを押すと、ふたたび魔法音声が流れた。

『お預かりメッセージがあります。ピー』




『──あー……副店長のバイザーだけど、すまん……なんかおれ、魔物インフルに罹かかっちまったらしくって……ゲホッ、このクソ忙しい時期に悪いんだけど、しばらく休むわー……店長、みんな、あと、よろしくー……』




「っっっ!?」「ちょっと、これって……」

「二人とも休みって、おいっ……！」

　マジックフォンから聞こえてきたバイザー副店長の言葉に目を丸くするラウルたち。

『──お預かりメッセージは以上です。消去する場合には〈一角獣ユニコーン〉のボタンを……』なんて続けるマジックフォンの声をさえぎるようにボタンを連打し、受話器を取りあげたラウルはあわてて店長のマジックフォンにかけ直す。しかし……。

「って、出ないしっっっっ！」

　受話器の奥で何度も何度も続く呼び出し音。魔法回線はいっこうに繫つながらず……と、ラウルのかたわらで、ふと、フィノが顔を上げた。

「ラウルっ、店長室のＭＩＴ端末マジコムから、声がするぞっ？」

「えっ……」

　人間より遥はるかに優すぐれた聴ちよう覚かくを持つ魔人のフィノの指し摘てき。はっと腕うで時計を見やり、ラウルは思わず舌打ちする。

「って、もう朝礼の時間かよっ!?　とりあえず、そっちに顔出さないとっ……」

「あ、私も行くわっ」

「あれ、アイリ、バイトなのに全社朝礼出るのっ？」

「えっ……ええ、自由参加だし……」

「そうなのっ!?」

　アイリの言葉に目を丸くしたフィノが、驚おどろいたような声をあげ、

「いつも、店長と副店長とラウルの三人だけで店長室にこもって、なにかしててっ……ずっと気になってたけど、社員しか出ちゃいけないのかと思ってた！　ねえ、ラウルっ！　オレ様も全社朝礼、出ていいっ？」

「ああもうっ、好きにしろよっっっ！」

　……正直、こっちはそれどころじゃないっ！

　苛いら立だちを込こめてマジックフォンの受話器を置き、ラウルは店長室に駆かけ込んだ。




　　　　＊　＊　＊




『あー、あー、マイクテスー、マイクテスー』

　……薄うす暗ぐらい店長室の中、マジコムの前に整列する三人。

　長方形をしたマジコムの画面は、右みぎ端はしと左ひだり端はしのそれぞれに縦に五つ並んだ小さなブロックと、中央の大きなブロックの計十一つに分割されていて、中央のブロックに仏ぶつ頂ちよう面づらでマイクを叩たたくくすんだ金きん髪ぱつと丸眼鏡の本部社員が映っている。

「あっ、この人っ、前にうちのお店に空気清せい浄じよう器き持ってきたっ……」

「……ああ、店てん舗ぽ支し援えん課のギル課長だよ」

　……以前ギル氏が王都店に持ち込んだ《魔ま女じよの腕》を吐はく兵器まがいの初期不良空気清浄器。フィノの言葉に惨さん劇げきを思い出し、ラウルは思わず嘆息した。

「全社朝礼みたいなイベントの運営は、店舗支援課の担当で……」

「なあっ、このっ、画面の隅すみにたくさん出てるちっちゃい映像はっ？」

「それは他ほかの店舗の様子。中央の大きい映像が本部で、左右の小さいのがそれぞれ五つ、ちょうど十店舗分。うちの全社朝礼は、マジコムのビデオチャットでやるんだよ」

「びでおちゃっと……？」

「ええと、なんて言えば良いいのかな。大地に構築されたＭＩＴネットを通して映像や音声をリアルタイムでやりとり出来るようになってて……ま、仕組みはともかく、このシステムを使えば大陸中の店舗で、本部にいる社長の話を同時に聞けるんだぞ？」

「なるほどな！」

　そんなラウルの説明に、フィノが納なつ得とく顔で頷うなずいた。

「つまり、魔王が各地の空に自らの立体映像を映し出し、魔王城にいながら人間どもに宣戦布告したり、魔人たちに訓示を与あたえる例のアレと同じシステムというわけか！」

「違ちげえよっっっ！！！！！」

　思わず叫ぶラウルの隣となりで、アイリが「へえ」と感心したように声をあげる。

「マジカルウェブを使ったリアルタイム会議システムはアマダも去年導入したばかりよ？　弱小企き業ぎようにしては、なかなかやるじゃない」

「ま、いちおう、そういうのが専門の店だしな。……って、おい、フィノ。うちの店の映像も、そのカメラで他の店舗の画面にリアルタイム配信されてるんだぞ？」

「えっっっ!?」

　ラウルの言葉を聞いたとたんびくっとし、マジコムのかたわらに設置されたマジカルウェブカメラを覗のぞき込んでいたフィノがあわてて飛び退しさった。

「お、オレ様も、他のお店の画面に映ってるのっっっ!?」

「ああ。……だから、あんまりイタズラするんじゃないぞ」

「わ、分かったっ……」

　緊きん張ちようした面おも持もちでカメラを見つめ、しゃきんと背筋を伸ばすフィノ。……と。

『──おや？』

　中央の画面……本部カメラの映像の中で、ギル氏がわざとらしく首を捻ひねった。

『どうやら、まだ、ログインしてない店舗があるみたいですね……しかし、妙みようですねえ。開始五分前にはログインしてカメラの前に整列しているのが、会社のルールなんですが』

「……なんか、この本部の人、厭いや味みっぽいわね」

「……ああ、いつものことだよ」

　極きわめて率直なアイリの評価に、ラウルも思わず嘆たん息そくする。

「なんせ、副店長が陰かげでこっそり『陰いん険けんサド眼鏡』なんてあだ名つけてるくらいで……」

『しかし、いったいどうしたんでしょうねえ、王都店さんは』

「へっ……」

　……画面の中で嘆息するギル氏の口から飛び出した、寝ね耳みみにスライムの発言。

　はっとしたラウルが机上を見やると、マジコム脇わきに置かれたウェブカメラのランプは点ついておらず、どこにも繫がっていないケーブルが机から垂れ……って！

「やべっ、これ、線が外れてやがるっっっ！」

　致ち命めい的てきなミスに気付き、あわててカメラに飛びつくラウル。

　外れたままのケーブルを摑つかんだラウルは、その先端の形状とマジコムを見比べ……

　……そのまま、動きを止めた。

「って、あれっ、これっ、どうやって繫ぐんだっけっ？」

「って！　ちょっと、あなた社員でしょ？　備品の使い方も分からないのっ？」

「いや、でも、こういうのは副店長が担当でっ……」

「見み損そこなったわラウル・チェイサーっ！」

　ケーブルを摑んだままあたふたするラウルと、いらだたしげに叫ぶアイリ。

　……と。

「ラウル、貸して」

「へっ」

　……不意に口を開くなり、ラウルの手からケーブルを取って。マジコム本体のカバーを開けたフィノが「ええと」と呟つぶやく。

「たしか、ここに差し込んで、こっちのスイッチを入れて、こっちに入力して……」

　手順を確かめるように独りごちつつ、てきぱきと線を繫ぐフィノ。仕上げに少女がマジコムのキーを押したとたん、ウェブカメラのランプがぱっと灯ともった。

『……ようやくログインしましたか。次からはもっと早めに準備してくださいね？』

　眼鏡の奥の目をすがめ、マジコムの画面の中から厭味を言うギル氏。

　ぽかんと口を開けていたラウルがやがて、我に返ったように声をあげる。

「フィノっ、お前、どうしてっ……」

「前に、そこのマニュアルで読んだんだ」

　店長室の壁かべの本ほん棚だなに並ぶ分厚いファイルを指し、得意げな顔をするフィノ。

「よく店長に借りて、休きゆう憩けい時間とかに少しずつ読んでるんだぞっ!?」

「へえ、魔人のくせに、なかなかやるじゃない」

「へへっ」

　アイリに褒ほめられたフィノはうれしそうな笑えみを浮うかべ、大きく胸を張った。

「なんたって、オレ様は、店長になるんだからなっっっ！！！！！」

「っ……ほ、ほらっ、始まるぞっ!?」

『はいはい、店舗のみなさん、あらためまして、おはようございます。本日の司会進行こと、店舗支援課のギル・ブランドです』

　さっくりした自己紹しよう介かいとともに画面の中で会え釈しやくをする本部社員。

　丸い眼鏡越ごしにこちらを睥へい睨げいしつつ、ギル氏が口を開く。

『時間となりましたので、今月度の全社朝礼を始めます。よろしくお願いします』

「ああ、フィノ、音声はマイク入れないと入らないけど、さっきも言ったとおりこっちの映像はずっと向こうに送られてるから、もぞもぞするなよ？」

「うんっ！」

　ラウルの言葉に頷きつつ、かたわらにしゅたっと整列するフィノ。

　こほんと咳せき払ばらいしたギル氏が、手にしたコピー用紙の式次へと目を落とした。

『それでは、まず、社訓を唱和します』

「しゃくん？」

　きょとんと聞き返すフィノに、ラウルが「ああ」と目を丸くして、

「そういや、うちの店の朝礼では省略されてたっけ……ほら、休憩室の壁に貼はってあるポスターに書いてあるやつ」

「社訓て言うのは、会社の方針のことよ、フィノさん」

「なるほど……」

　ラウルとアイリの言葉に真しん剣けんな顔で頷くフィノ。

「たしかに、構成員らに定期的に方針を唱和させることによって常に組織全体の方向性を認にん識しきさせておくのは、円えん滑かつな組織運営のための賢けん明めいな手段だ……」

「……いや、ま、合ってるけど」

「……フィノさんって、ときどきすごくマトモなこと言うわよね」

「ふはは、魔王うちの親父もよく、全軍を集めて軍規を唱和させてたからな！」

　得意げに言い放つなり小さな身体からだで胸を張り、フィノが揚よう々ようと口を開いた。

「ひとつ、お前のものは俺のもの！　俺のものも俺のもの！」

「って、なんかどっかで聞いたことあるぞソレっっっ!?」

「ふたつ、不ふ埒らちな悪行三ざん昧まい！」

「ちょっと待てっっっ！！！」

「みっつ、みんな、魔王のおはなしは、しずかにきくこと！　よっつ、よくかんで、たべること！　いつつ、いつも、げんきに……」

「お前ら幼よう稚ち園えん児じかっっっ！！！！！」

「しかたないだろ、親父おやじの気分で毎回変わるんだから」

「そもそも組織としての方向性が一定してねえじゃねえか！！！！！」

　あっけらかんと言い放つフィノに、思わず声を荒あらげるラウル。

『はい、みなさん、気をつけ！　やすめ！　それでは、わたくしに続いて唱和して下さい。行きますよー』

　画面の中のギル氏が号令を掛かけつつ、すうっと息を吸い……やがて、声をあげた。




『レオン・オブ・ザ・カスタマー、バイ・ザ・カスタマー、フォー・ザ・カスタマー！』

「「レオン・オブ・ザ・カスタマー、バイ・ザ・カスタマー、フォー・ザ・カスタマー！」」

「ふぉーざかすたまー！　わああっっっ！」




　ギル氏に続いて声をあげるラウルとアイリ。少し遅おくれたタイミングで唱和し終えたフィノがラウルを見上げ、感動したように叫さけぶ。

「ラウルっ！　うちの会社の社訓、すっごくカッコいい響ひびきだなっっっ！」

「……そうか？」

「ああ！　なんか、親父が邪じや神しんへ捧ささげる祝詞のりとみたいでカッコいいっっっ！」

　……褒めてるんだか貶けなしてるんだか分からない感想を述べつつ、きらきらと目を輝かがやかせたフィノが期待に満ちたまなざしでラウルの顔を覗き込んでくる。

「それで、いったいどういう意味なんだっ？」

「…………」

　そんなフィノとは対照的に微び妙みような面持ちで。やがてラウルが、しぶしぶ口を開いた。

「……『お客さまの、お客さまによる、お客さまのためのレオン』って意味だよ」

「なるほど！　『お客さまの、お客さまによる、お客さまのための……って、あ、あれ？　お客さんが、お客さんに……ど、どういう意味なんだっ？」

　すっかり混乱したように呻うめくフィノを見下ろし、ラウルが思わず嘆息する。

「……うちの社長、名言好きでさ。この社訓も社長がどっかから引っぱってきたフレーズらしいんだけど、アレンジが間ま違ちがってて……でも、副店長の話によると、誰だれも社長に指し摘てきできず、そのままになってるって……」

「これがっ、周囲にイエスマンしかいないラスボスの悲劇かっ……！」

「……休憩室のポスター見るたびに気になってたけど、そういうことだったの」

　ラウルの言葉にごくりと唾つばを飲むフィノと、あきれたように呟くアイリ。

「ま、でも、言わんとすることはなんとなく分からんでもないし、考えるより感じるんだって、前に、副店長が……」

『えー……』

　と、ラウルのフォローを遮さえぎるように、マジコムのギル氏が朝礼の進行を続けた。

『次は成績発表です。まずは、先月度の全社員売上げランキングを発表します』

「っ……」「売上げランキングっ!?」

　とたんに嫌いやな顔をするラウルと、ぐっと身を乗り出すフィノ。

　……くそっ、と、ラウルは思わず胸中で毒づいてしまう。

　月に一度のゆううつな時間がまた、やってきたっ……！




　──全社員売上げランキングはその名の通り、マジックショップ・レオンを運営するレオスタッド商会の全スタッフの売上げを成績順に並べたもの。リアルタイムの数字はレジ直結のマジコム端たん末まつでも見ることができるけど、レオスタッド商会では毎月行われる全社朝礼で先月分のランキングの結果が発表され、上位者が表ひよう彰しようされることになっている。

　……ちなみに、スタッフと売上げの紐ひも付つけ方法は会社によって違うものの、レオンではレジを打つ前にスタッフに割り振ふられた魔ま法ほうコードを読み込むという形式を取っている。

　たとえばレジにフィノがいたとして、そこにラウルが接客したお客さんが会計しにやってくる。すると、魔法タグリーダーを手にしたフィノはまず、レジの隅すみに貼られたラウルの魔法コードをスキャンし、そのあと、商品のタグをスキャンする。そうすることによって、その商品はラウルの売上げになるという仕組みだ。

　店長が接客したお客さんや商品なら会計前に店長のコードをスキャンするし、フィノが自分で接客したときはもちろん、自分のコードをスキャンする。そうやってひとつひとつ記録された売上げ成績が、ランキングに反映されるのだ。

　画面の端はしから現れた少年……ラウルの同期でギル氏の部下、店てん舗ぽ支し援えん課か下したっ端ぱ社員エリックがランキングの書かれた模造紙をぺらりと広げ、マイクを手にしたギル氏が、上位者の名前を高らかに発表した。

『一位、ダイナ本店、クロック・オーバー店長！　売上げ金額、７０１３万１８８２Ｇ。粗あら利り額、６８１万３９１１Ｇ』

「な、ななせんまんゴールドっっっ!?」

　そのとたんに飛び上がったフィノが、ラウルの袖そでをぎゅっと摑んで、

「ねえ、ラウルっ！　それだけあったら屋台のくれえぷ、いったいいくつ食べられるんだっっっ!?」

「いくつって……クレープなんて、屋台ごと買えるって」

「屋台ごとっ!?　じゃあっ、一生くれえぷが食べられるのっっっ!?」

　ラウルの答えにうっとりと目を細め、よだれを垂らさんばかりの表情で呟くフィノ。そのかたわらで、目を丸くしたアイリが呟く。

「弱小企き業ぎようにしてはなかなかね。アマダでも、ここまで売ってる社員はいないわよ？」

「一か月でくれえぷ一生分っ……これが、オレ様がいずれ越こえるべき壁というわけか！」

「……って」

　いつの間にか画面のランキングに向き直り、神しん妙みような面おも持もちで決意を新たにするフィノ……身の程ほど知らずにもほどがあるバイトを見下ろし、ラウルはあきれた顔をした。

「そんなの、無理に決まってるだろ？　クロック店長は入社してからずっとトップを独走してる化け物なんだ。一人で数百万Ｇ買ってくれるようなお得意さんを何人も抱かかえてるって言うし、副店長の話によれば先月はダイナ公国の入札で、公営住宅に入れるマジヴィ百台超ちようの受注を取ったらしいぜ」

「でもっ、そんなの、やってみなきゃ分からないだろっ!?　実際にやってるヤツがいるんだから、ぜったい、オレ様にだってできるハズだっっっ！」

「無理無理。それよりお前はまず、社会常識ってやつを勉強しろよな」

「っ……わ、分かってるもんっ！」

　茶化すようなラウルの言葉に、フィノがぷくっと頰ほおを膨ふくらませ……そうこうしている間にも、ギル氏が淡たん々たんと上位者の成績を読み上げていく。

『二位、ダイナ北店、ユーテル・アプリィ。売上げ金額、１３３１万６３３Ｇ、粗利額、98万３２０１Ｇ。三位、ダイナ本店、パース・アトリビュート。売上げ金額、９３８万７６５１Ｇ、粗利額、92万19Ｇ……以下、次の通りです。成績上位者には賞金が出ますので、店舗のみなさんは各自頑がん張ばって下さい。では、次に、店舗成績の発表を……』

「あっ、これ、セアラ店長の名前が載のってるっ！」

　ギル氏の言葉が終わるなり大写しになるランキング表。その一部を指したフィノがはしゃぎ声をあげた。

「わあっ、店長は四位だっ！　残念だな、あとちょっとで名前呼ばれたのにっ……」

「へえ、副店長って十二位なのね。まあ、無難なところかしら」

「ええと、ラウルはっ……！」

「って、おいっ、よせってっ！」

　焦あせったように声を荒げるラウルを尻しり目めに、嬉き々きとしてランキング表に向かうフィノ。

　しかし、画面に映された名前を上から順に指でなぞりつつ、少女の表情は次し第だいに怪け訝げんそうなものになっていく。

「あれっ、ラウルの名前、なかなか見当たらないぞっ……って」

　……ややあって。

　画面の下の方でぴたりと指を止めたフィノが、おずおずと呟つぶやいた。

「七十人中、四十七位……」

　……『47　ラウル・チェイサー　売上げ２８０万１４１７Ｇ　粗利19万８２２６Ｇ』

　ラウルの成績を指したまま、なんだか微妙な顔で固まってしまうフィノ。

　店長室に流れる気まずい空気に、ラウルがあわてて反論した。

「た、たまたまだって！　たまたまっっっ！　いつもは三十位台の真ん中ぐらいだからちゃんと平均はキープしてるしっ、先月がトクベツ悪かっただけでっ！」

「でも、うちの会社の店舗の社員って、四十人くらいでしょ？」

　……半眼でラウルを見やりつつ、アイリが冷静に口を開き、

「三十位台真ん中でも、社員の中では、ほとんどビリ……」

「ば、バイトだってベテランでめちゃめちゃ売るヤツとかいるだろっ!?　俺より後ろにだってまだ何人も社員いるしっ、だいたい俺、まだ二年目の新人でっ……」

「あっ、オレ様の名前が載ってるっ！」

　と、必死に言い訳するラウルの言葉をさえぎるように、フィノが声をあげる。

「ほら、ここ！　ラウルの五つ下っ！　見てっっっ！」

　……『51　フィノ・ブラッドストーン　売上げ２０１万１９１Ｇ　粗利21万11Ｇ』

「お、俺と、たった四位差だってっ……!?」

「あら、しかも、粗利ではフィノさんの方が勝ってるじゃない」

「って、ウソだろっっっ!?」

　アイリの指摘に数字を見比べ、あんぐりと口を開けてしまうラウル。ランキングから顔を上げたフィノが誇ほこらしげに胸を張った。

「ふはははは！！！　ラウルっ、ついにオレ様の時代が来たようだなっ!?　オレ様が本気を出せば、ざっとこんなものだっ！」

「ぐ、偶ぐう然ぜんだっ！　偶然っっっ！」

「くくくっ……しかし、オレ様が先月度の粗利でラウルを上回ったことはもはや、覆くつがえしようのない事実！　やはり、ラウルより先に店長になるのはこのオレ様だなっ！」

「くっ……！」

　フィノに煽あおられ、ラウルはショックにふるふると肩かたを震ふるわせる。ろ、ロクに敬語も使えないうえ、商品知識どころか常識もない新人バイトに負けただなんてっ……！

　そんなラウルの前でひとしきり高笑いを響ひびかせたあと、ふと、フィノが首を傾かしげた。

「……ところで、さっきから気になってたんだけど、『粗利』ってなんだ？」

「って、お前、知らずに勝ち誇ってたのかよっっっ!?」

「あ、粗利は分からないけど、ハラミならどの部分か分かるぞっっっ!?」

「誰も焼き肉の話とかしてねえしっっっ！！！」

「……ふう、まったく、ラウルはなにも分かってないな！　ハラミは焼くより生で食べた方が、肉本来の味をより楽しむことが……」

「あなたの健康を損そこなう恐おそれがありますので魔人以外は真ま似ねしないでねっっっ！！！！！」

「……粗利って言うのは、売上げから仕入れ値を引いた金額のこと」

　……そんなふたりのやりとりを見やりつつ、ため息交じりにアイリが口を開く。

「たとえば、10Ｇで仕入れたアイテムを１００Ｇで売ったら、90Ｇ儲もうかったことになるでしょ？　同じアイテムを90Ｇで売ったら80Ｇ、50Ｇで売ったら40Ｇ儲かるわ。その儲けが粗利……粗あら利り益えきなの。つまり、フィノさんは２０１万Ｇ分のアイテムを売って、21万Ｇの儲けを出したことになるわね」

「21万Ｇの儲けっ……わあっ、オレ様、自分の給料よりも稼かせいでるぞっ!?」

　少女の説明に興奮したように叫さけぶフィノ。半眼のまま、アイリがラウルを見やった。

「ちなみに、ラウル・チェイサーは２８０万Ｇ分売ってるけど、儲けはたった19万Ｇ。つまり、会社に与あたえた利益だけで言えば、バイトのフィノさんのほうが優ゆう秀しゆうね」

「ぐっ……」

「ふふっ、先月はすっごく頑張ったからなっ！」

　悔くやしげに言葉を詰つまらすラウルの前で、フィノがニコニコしながら声をあげる。

「マジヴィみたいなアイテムはまだ難しいけど、ゲームソフトの注文受けたり、マジックインクとかＭＶＤカセットの対応を調べるくらいなら、出来るようになったしっ！」

「……ま、じっくり一時間掛かけて丁てい寧ねいに説明してマジヴィ一台売るより、さっと調べてインク一個案内した方が、粗利は稼げるもんな」

　得意げに話すフィノの言葉にラウルはつい、むすっとした表情を浮かべた。

　……ライバル店に対たい抗こうするため仕入れ値ギリギリまで値下げせざるを得ないマジヴィみたいな高額アイテムは、頑張って売っても粗利がほとんどなかったりする。ぶっちゃけた話、10万Ｇで売っても数百Ｇ、缶かんジュース数本分の儲けがあれば上々といったレベル。しかもセール品に至っては、最初から赤字で粗利がマイナスのこともあるし……。

「だから、俺だってべつに、店員としてお前に負けてるってワケじゃっ……」




『はい、次は、社長のお話です』

「社長っ!?」

　言い訳めいたラウルの言葉をさえぎるように、マジコムの画面からギル氏の声。

　とたんに声をあげたフィノが画面にかぶりつき、含ふくみ笑わらいを洩もらした。

「くくっ、いよいよ、黒幕のお出ましか……！」

「黒幕、って……」

「社長ってのは、ここの会社のラスボスなんだろっ？」

　言いながら、フィノがワクワクしたように拳こぶしを握にぎりしめ、

「オレ様の親父おやじを倒たおしたセアラ店長よりもさらに上位の存在っ……さて、いったいどれほどの器うつわか、このオレ様が直々に見み極きわめてくれるわっ……！」

「……ま、いいけどな」

　なんだか楽しげな魔王の娘むすめを見下ろしてため息をつくラウル。画面の中のギル氏がさらりと口を開く。

『それでは、社長、お願いします──』




　次の瞬間、ぱっと切り替かわるマジコム画面。

『──「客はレジ前にあり」！　諸君、休日朝早くからお疲つかれさまっ！！！』




　豪放な笑みと、高らかに振り上げられた拳。

　謎なぞの名言を放ちつつ挨あい拶さつしたのは、山やま吹ぶき色の髪かみをざっくりと刈かり上げた年齢不詳の女性だった。

「社長、女だったのっ!?」

　驚おどろいたように声をあげるフィノに、ラウルが「ああ」、と頷うなずいて、

「コイル・レオスタッド──ダイナ公国の片かた隅すみにあった小さな町の小さな雑貨屋を、たった十年で弱小ながら大陸チェーンにまで成長させたワンマン社長」

「へえ、思ったより綺き麗れいな人ね」

「こ、これが、うちのラスボスなのかっ……」

　淡々と評するアイリと、ごくりと唾つばを飲み込むフィノ。







[image: ]







　画面の中で拳を振りまわし、社長が気き炎えんをあげた。

『諸君！　諸君らも知っての通り、我が社はいま創業以来の重大な危機に面している！　長引く魔ま界かい崩ほう壊かい不ふ況きようは回復の兆きざしが見えないし、追い打ちを掛けるようなデフレーションの進行によって、我が社が扱あつかうマジックアイテムの価格は下落する一方だっ！」

「デフレーションの侵しん攻こうっっっ!?」

　その言葉を聞いたとたん飛び上がり、フィノがあわててラウルにすがりつく。

「ら、ラウルっ、うちの会社はいったいなにに侵攻されてるんだっ!?　オレ様、宣戦布告があったなんて、ひとこともっ……」

「って、そういう意味じゃねえよっっっ！」

「でもっ、社長は重大な危機だってっ……なあっ、デフレーションってヤツ、うちの店にも攻せめてくるのっ!?　いまのうちに守りを固めないとすごい被ひ害がいが出るんじゃっ……」

「……ていうか、もう手て遅おくれだし」

「なっ……う、魔王を倒したあの店長ですら歯が立たない相手なのかっ!?　デフレーション、恐るべしっ……！」

　……無む駄だに顔を蒼あおざめさせ、ひとりでわなわなするフィノ

　画面の中では社長が重々しく頷きつつ、言葉を続けた。

『諸君らにはあらためて、こういった我が社の現状を認にん識しきし、「見客必売サーチ・アンド・セル」に努めて戴いただきたい！　……そこで、ひとつ話をしよう』

　言いながら指を立て、ぐぐっと身を乗り出す社長。

『むかしむかし、あるところに、毎年春になるとドラゴンの群れが飛来する湖があった』

「ドラゴンの群れっ!?」

　とたんに「ガタタッ」っと擬ぎ音おんを書き加えたくなるような勢いで食いついたフィノが、ラウルの服を思いきり引っぱって、

「なあっ、いったいどんなドラゴンかなっ!?　グレートドラゴンっ？　ファイアドラゴンっ？　それともリヴァイアサンっっっ!?」

「毎年春に飛来するってことは渡わたりドラゴンじゃないかしら。群れを作るとしたらたぶん、レイブンドラゴンね」

「レイブンドラゴンかあ……あれ、モモ肉と小腸が美う味まいんだよなっ……！」

「……って、お前ら、ちゃんと社長の話聞けよ」

　真ま面じ目めに考察するアイリとうっとり呟くフィノを見やり、あきれ顔で呟くラウル。

　後ろ手に腕うでを組みつつ、画面の中の社長が威い厳げんに満ちた口調で話を続ける。

『毎年冬が近づくと、ドラゴンたちはエサを求めて何千キロも南の島へ飛び立ってゆき、春にはまた湖に戻もどってくる。しかし、ある年から、湖こ畔はんに住みついた老人がドラゴンたちにエサを与えるようになったのだ。……さて、諸君。いったいどうなったと思う？』

「えっ……」

　とうとつな社長の質問に、ひょいと小首を傾げるフィノ。

「近所の子どもに『ドラゴンおじさん』って呼ばれるようになったとか……」

「公園でハトにエサやってるおっさんかっっっ！！！！！」

「あ、分かったぞっ！　ある日とつぜん悪の秘密組織にさらわれたおじいさんを助けるため、ドラゴンたちがアジトを強きよう襲しゆうしてっ……」

「おじいさんを事件に巻き込むなっっっ！！！！！」

「……でも、レイブンドラゴンって肉食でしょ？　群れの規模にもよるけど、エサ代も馬ば鹿かにならないはずよ。きっと、ついに財産を使い果たした老人がドラゴンたちに、『ドラゴンたちや、これが最後のエサだよ……』なんて言いながら、湖に身を投げ……」

「なんで朝っぱらからそんな話聞かされなきゃならねえんだよおおおおおっっっ!?」

　次々と繰くりだされる後こう輩はいバイトたちのトンデモ解答に必死でツッこむラウル。

　そんな少年の苦く闘とうをよそに、画面越ごしに社員を睥へい睨げいした社長が答えを口にした。

『老人にエサを与えられるようになったドラゴンたちは、冬が近づいても南へ渡ろうとしなくなったのだ。何もしなくてもエサを貰もらえるから、ラクすることを覚えてしまったのだな。だから、やがてエサをくれる老人が亡なくなったあと、丸々太ったドラゴンたちはもはや飛ぶことすらできず……全ぜん滅めつしてしまったという』

「ぜ、全滅っっっ!?」

　驚いたように叫ぶフィノ。

　社長がぐいっと腕を伸のばし、画面に向かってびしっと指を突つきつける。

『いいか、諸君らは野生のドラゴンたれ！　自分のエサ……つまり自分の給料は何もせず与えられるものではなく、自分で獲とってくるものだという気き概がいをもって働くのだ！　「販売か死かセール・オア・ダイ」！　ラクすることを覚えてしまったら、最後は全滅することになる！』

「『野生のドラゴンたれ』っ……！」

　社長の言葉を反はん芻すうしつつ、蒼い目を輝かがやかせたフィノが興奮したように叫んだ。

「うわあっ！　すごいっ！　カッコいいっ！　社長ってのはすごい良いいことを言うんだなっ！　魔王うちの親父の演説だってここまで魂たましいを揺ゆさぶったりはしないぞっっっ!?」

「……いや、たぶん、これもなにかの受け売りだと思……」

「決めたっっっ！」

　半眼で呟つぶやくラウルの言葉を遮さえぎって、フィノが希望に満ちあふれた顔を上げる。

「ラウルっ、オレ様は野生のドラゴンになるぞっ！　もっともっといっぱい売って、自分の給料を、この手で稼ぐんだっっっ！！！！！」

　小さな拳を握りしめ、決意を込こめて宣言するフィノ。

　画面の中の社長が満足げに頷き、ぽんと両手を鳴らした。

『──さて、かの有名な「粗あら利りがなければ自分で作ればいいじゃない！」ということわざのように、このデフレーションの中でも確実に粗利を確保していくため、当社は今後ＰＢプライベートブランド商品に力を入れていくことにした！　と言うわけで、新規商品が十四品目、すでに今朝の便で各店てん舗ぽに届いているはずなので、さっそく本日から展開してもらいたい！』

「って、まじかよ……」

　露ろ骨こつに嫌いやな顔をするラウルの隣となりで、顔中に疑ぎ問もん符ふを浮かべるフィノ。

「す、すらいむでーとぷらん商品……？？？」

「……プライベートブランド商品」

　そんなフィノの言葉を訂てい正せいし、ラウルがため息交じりに説明する。

「つまり、うちの会社が企き画かくしたオリジナル商品だよ。ほら、売場の隅すみんとこのカゴに、うちのロゴマークが入ったマジックライトが山盛りになってるだろ？」

「えっ、あの、なんかすっごく安っぽくて、お客さんがよく『造りが雑』とか『点つかない』とか『ベタベタしてる』とか『カバーの裏に謎の指し紋もんがついてる』とか言って返品の相談してくるライトのこと？」

　……わりと容よう赦しやないフィノの評価に、ラウルは思わず目をすがめた。

「うちのＰＢ商品、原価を抑おさえるために聞いたこともないような外国のメーカーに作らせたりしてるから、品質が残念なんだよな……クレームも多いし、副店長もよく『あんなもん売りたくねー……もうお客さんに怒おこられたくねー……』ってぼやいてるし、じっさい、うちの店じゃ店長の指示で、わざと売場の目立たない場所に展開してるくらいだし……」

　そんなラウルたちをよそに、マジコム画面の中で社長が声を張りあげ、

『なお、ＰＢ商品の拡かく販はんのため、今月度の社員・店舗ランキングでは、ＰＢ商品の売上げを特別に五倍カウントとする！　会社のためにも、個人成績アップのためにも、諸君らにはぜひＰＢ商品を優先的に販売して貰いたい！　私の話は以上である！』

「……って、いくら五倍とか言われても、あんなもん、うかつに売れないって」

「……今朝新しく入ったやつは、もう少し品質がいいと良いわね」

　ついついぼやいてしまうラウルのかたわらで、アイリが肩かたをすくめた。

『──社長、ありがとうございました』

　と、ふたたび画面に現れたギル氏が、眼鏡の蔓つるを直しながら口を開き、

『……さて、次は店舗報告です。先月度行った施し策さくとその結果について、担当店舗に報告して戴きます。ええと……』

　手にした式次に目を落とし、ギル氏が言葉を続ける。

『今回はルーミックス店さん、ダイナ北店さん、王都店さん、よろしくお願いします』




「「「王都店っ!?」」」




　ギル氏の口から飛び出した単語に一いつ瞬しゆん、耳を疑うラウルたち。

　動どう揺ようするラウルのかたわらで、アイリが焦あせったように声をあげた。

「ラウル・チェイサー、なにか聞いてるっ？」

「い、いやっ……」

「って、ちょっと、どうするの？　あなた、発表できるのっ？」

「む、無理に決まってんだろっっっ!?」

　アイリの問いにぶんぶんと首を振り、ややあって、ラウルがおずおずと呟く。

「ま、でも、店長と副店長が揃そろって魔物インフルで休んでるんだからしょうがないよな。そう言って免めん除じよして貰うしか……」

『おや、ルーミックス店さん、どうしました？』

　……そんなラウルの言葉を遮るように、マジコムのスピーカーからギル氏の声。

　ラウルたちが思わず視線を向けると、分割されたマジコムの画面の端はしで、他ほかの店舗の若い社員がおろおろしながら口を開くのが見えた。

『あ、ええと、本日は、担当者の店長が、魔物インフルに罹かかって欠勤してまして……』

『ああ、そうでしたか』

　社員の言葉にあっさりと頷くギル氏。

『なんせ流は行やってますからねえ、魔物インフル。本部でも何人か休んでますし……そちらも大変でしょう？　他のスタッフさんたちは大だい丈じよう夫ぶですか？』

『はい、いまのところは、なんとか』

　ギル氏の気づかいにほっとしたような表情を浮うかべ、若い社員が申し出る。

『あの、ですので、今回の報告は、ちょっと……』

『ダメです』

『えっ!?』「へっ!?」

　思わず目を丸くする他店の若い社員と、画面の前のラウル。

　彼の申し出をばっさり斬きり捨てたギル氏が、くいっと眼鏡を持ちあげた。

『担当者の不在は言い訳になりません。バックアップ体制が取れていない店舗の責任ですし、そもそも、施策を把は握あくしているのが店長だけというのがおかしいでしょう？』

『そ、それは……で、でもっ、急病だし、店長からなにも聞いてなくてっ……』

『たとえどんな事情があれ、予定通りに報告して戴きます。……まあ、もしどうしても出来ないというのであれば、部下への指導不足と情報共有に不備有りということで、そちらの店舗と店長の評価を、大おお幅はばに落とさざるを得ませんが』

『え、ええとっ……』

　……『陰いん険けんサド眼鏡』ことギル氏のねちっこい攻こう撃げきの矢や面おもてに立たされ、すっかりうろたえる若い社員。まるで自分を見てるようで、ラウルの胃がきりきりと痛んだ。……くそっ、考えが甘かった。担当者不在で報告免除だなんて、ギル氏相手には無理らしい。

「ラウル・チェイサー……」「ラウルっ……」

　ラウルのかたわらで、不安げな顔をするアイリとフィノ。

　ぎりっと歯を食いしばるなりふたりを振ふり返り、ラウルが指示を飛ばした。

「フィノ、『オールＡ』っ！　大至急、店長のバインダーを探してきてくれっ！　たぶん、レジ裏の引き出しにあると思うっ！」

「っ!?」「ラウル、発表できるのっ？」

「やるしかないだろっっっ!?」

　胸のポケットから手帳とペンを取り出しつつ、ラウルが声をあげる。




「俺たちの王都店とセアラ店長を、あんなヤツに貶けなされてたまるかよっ！」

「「了りよう解かいっっ！」」




　決意を込こめて交かわされる三人の視線。

　店長室を飛び出していくフィノとアイリを尻しり目めに、ラウルが手帳へペンを走らせる。

　……たしか、先月うちの店がやった施策はマジヴィコーナーの改装。メーカー別からスペック別に並べ替かえることでアイテムを比ひ較かくしやすくし、棚たなの高さを変え、カタログ置き場を変へん更こうして……お客さんからの評判も上々だし、売上げも昨年対比を超えたはずだ。

『──時間です。次は、ダイナ北店さん』

『はい。本の都市ダイナ市恒こう例れいの大祭ことダイナ・ブックフェスタに合わせ、当店では、マジックカメラの拡販を……』

　……じわじわと迫せまりくる順番に高まる緊きん張ちよう。施策の要点を手帳にまとめつつ、ラウルはすっかり焦じれ込んでしまう。

　本部への報告には具体的な数字が必要だ。そもそも、あのギル氏が数字無しのぼんやりとした報告を認めるはずがない。店長のことだから、きっと、あらかじめ資料を用意してるハズだけどっ……フィノ、アイリ、頼たのんだぞっ！

「ラウルっ！　見つけたぞっっっ！」

　まるでラウルの祈いのりに応こたえたように、バインダーを手に駆かけ戻もどってくるフィノ。

　思わず安あん堵どの息を洩もらし、ラウルは助かったとばかりに声をあげた。

「サンキュっ、フィノっ！」

　フィノからバインダーを受け取るなり、ラウルは手早く書類をめくる。魔ま法ほう冷蔵庫のカタログコピーや、マジックエアコンの取り付け工事費一覧表、次回のチラシに、お客さんからの問い合わせらしきメモ、商店会からまわってきた清せい掃そう活動のお知らせ……って、あれっ？　肝かん心じんの資料が、どこにもない！

「って……！」

　ふと、あることを思い出し、ラウルは痛つう恨こんのミスに頭を抱かかえた。

「あああああっっっ、そういやマジヴィの担当って、店長じゃなく副店長だっ……！」

　──『バイザーくん、全社朝礼の件、お願いします』

　店長が留守録に吹ふき込んでいた伝言を思い出し、ラウルは歯ぎしりしてしまう。つまり、今日の報告は副店長がするハズでっ……資料を持ってるのも、副店長だっ！




『──以上、報告終わります』

『はい、ダイナ北店さん、ありがとうございました』

　マジコム画面で交わされるやりとりを聞きつつ、ラウルはぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。次はいよいよ王都店の番。……資料は無いけど、なんとかするしかない。いつも俺たちのために頑がん張ばってくれてるセアラ店長の評価を、こんなことで落としてたまるかっ！




　──マジコムの画面をきっと見み据すえ、覚かく悟ごを決めるラウル。

　そんな少年の肩を、不意に、誰だれかが叩たたいた。




　思わず振り返ったラウルの鼻先に突つきつけられるコピー用紙。揺ゆれる紙の向こうから、アイリが早口で言い募つのる。

「ラウル・チェイサーっ！　念のため副店長の引き出し探してみたんだけど、これ、関係あるんじゃないっ？」

「『オールＡ』っ……」

　アイリから受け取ったコピー用紙を一いち瞥べつするなり、はっと瞠どう目もくするラウル。……と。

『次は、王都店さんです』

「は、はいっっっ！」

　淡たん々たんとしたギル氏の言葉にうながされ、震ふるえる手でマイクのスイッチを入れて。

　ごくりと唾つばを飲み込んだラウルが、口を開いた。

「本日は店長と副店長が病欠のため、代わりに報告させて戴いただきます──」




　　　　＊　＊　＊




「……なんとか無事、終わって良かったわね」




　──店長室の扉とびらを押し開けつつ、ほっとしたように呟つぶやくアイリ。

　そのかたわらで、ラウルが深々と嘆たん息そくする。

「ったく……ほんとにもう、ダメかと思ったよ」

「ラウル、カッコ良かったぞっっっ！」

　と、ぼやくラウルを見上げつつ、頰ほおをほてらせたフィノが興奮したように声をあげ、

「難しい言葉とか数字とかいっぱい出して、なんか、ほんとの店長みたいだったっ！」

「いや、それは、『オールＡ』が見つけてくれた資料のお陰かげで……」

　フィノの称しよう賛さんに照れたように頭を搔かきつつ、ラウルがアイリを見やった。

「ありがとな、『オールＡ』。お前のお陰で、助かったよ」

「っ……」

　ラウルに礼を言われたとたん頰を染め、目を逸そらしたアイリがぶっきらぼうに呟く。

「ふ、副店長の引き出し、中がぐちゃぐちゃで探すの大変だったわ。あれ、一度店長に注意して貰もらったほうがいいわねっ……っ!?」




　……不意にレジカウンタの方から聞こえてくる、マジックフォンの呼び出し音。

　店長室を出たばかりのラウルたちは一いつ瞬しゆん、顔を見合わせ……あわてて駆け出したラウルが受話器を取りあげた。

「は、はいっ、ありがとうございますっ、マジックショップ・レオン王都店で……」

『──ラウルくん？』

「店長っ！！！」

「「店長っ!?」」

　思わず声をあげるラウルと、その言葉を聞きつけて叫さけぶアイリとフィノ。

　マジックフォンの向こうのセアラ店長が、いつもより少しかすれた声で訊たずねてくる。

『──ごめんなさい、ちょっと、横になってて……さっき連れん絡らくをもらったみたいだけど、なにかあったの？』

「そ、それがっ……」




『──そうだったの』

　ラウルが事情を説明するなり、深々と息を吐はくセアラ店長。

『──魔物インフル、かなり流行ってるし、バイザーくんが同時に倒たおれちゃうことも想定しておくべきだったわ……ラウルくん、迷めい惑わく掛かけちゃって、本当にごめんなさい』

　おそらくは高熱によるものか、なんだかひどくつらそうな声で謝る店長の言葉に思わず首を振り、ラウルが声をあげる。

「いや、そんなの考えつかなくて当たり前ですってっ！　だいたい、店長は病気なんですしっ……それに、こっちも、なんとかなりましたからっ！」

『──……ありがとう、ラウルくん』

　受話器越ごしにラウルの耳に届けられる、微笑ほほえみ交じりの吐と息いき。

　……ややあって、セアラ店長が、静かに続けた。

『──ラウルくん。あらためて、わたしとバイザーくんがいない間、店長の代行をお願いします』

「……って、俺が店長の代行っっっ!?」

「ラウルが店長っっっ!?」

　思わずオウム返しするラウルと、魔人ならではの地じ獄ごく耳みみで店長の言葉を聞きつけて目を丸くするフィノ。

　すっかりあわてたように、ラウルが言い募る。

「で、でも、俺、そんな大役っ……」

『──ふふっ、ラウルくんなら大だい丈じよう夫ぶ』

　ラウルの耳をくすぐるような、穏おだやかな店長の声。

『──わたしの机の横の棚に店長業務のマニュアルがあるから、まずは、それにざっと目を通してください。……とはいっても、今日は日の曜日だから、基本的には接客メインで動いてくれれば大丈夫。他ほかの細かい仕事は後回しにしてくれて構わないから、フィノちゃんとアイリさんのこと、フォローしてあげてね』

「で、でもっ……」

「ラウルが店長っ……いいなっ……」

　文字通りに指をくわえ、羨せん望ぼうのまなざしでラウルを見やるフィノ。

　狼ろう狽ばいするラウルに、受話器の向こうの店長がやさしい声で言い放った。

『──ラウルくん、いま、その場のみんなが頼たよりにできるのは、ラウルくんだけなの。……お店のこと、よろしくお願いしますね、ラウル店長代行』




　強い期待と信しん頼らいが込められた店長の言葉に、なんだかどきどきする心臓。

　武む者しや震ぶるいを抑えるように唾を飲み、ラウルはやがて、「分かりました」、と頷うなずいた。







　第二章「俺がこの店の責任者……のハズなんだけど」




「じゃ、そろそろ開けるぞ！　とりあえず、フィノはレジカウンタでレジ対応っ。『オールＡ』はさっき朝礼で社長が言ってたＰＢ商品の品出しを頼むっ。昨日の夜、副店長が黒物アイテムの棚を空けてくれたから、とりあえずそこに並べてくれ。タブレット型マジコムとかけっこう高いアイテムもあるみたいだから、防犯対策も忘れずにな！」

「分かったぞっ！」「ＯＫ、任せて！」

「俺は店長の指示どおり、まず店長室で店長業務マニュアル確かく認にんしてくる。なにかあったらすぐインカムで呼んでくれ。じゃあ、今日もいちにち、よろしくお願いしますっ！」

「「お願いしますっ！」」




　張り切った様子でバイトたちに指示を出したあと、店長室へ向かうラウル。

　ほのかに漂ただようコーヒーの匂においと、セアラ店長の残り香がを感じつつ。いつもセアラ店長が座ってる椅い子すに腰こしを下ろしたラウルは、ぐるりと辺りを見み渡わたした。

　マジックライトの明かりに浮うかびあがる、こぢんまりした店長室の内側。

　壁かべ一面を覆おおうように設しつらえられた棚たなにずらりと並ぶ書類のファイルや、店長室保管の高額アイテム。壁際ぎわに置かれた金庫や、得体の知れない段ボール箱。天てん井じようちかくに設えられた小さな窓や、売場へと続くドア……店長が、いつも、この椅子から見ている光景。

「店長代行、か……」

　……なにげなく呟いてみたとたん、自然にゆるむラウルの頰。

　正直、不安な気持ちはあるけど、同じくらい血がたぎるっていうか。いまこの店で一番偉えらいのは俺だってのは、正直、悪くない気分だ。

　よし、やってやるぞ！　と、ラウルは心の中で決意する。

　きびきび店をまわして、接客こなして、フィノとアイリに頼りになるとこ見せて、店長に負けないような売上げを作ってみせる。たしかに先月度のランキング成績はちょっとひどかったけど、そんな汚お名めいを一気に返上して、俺の本当の力を見せてやるんだ！




『ラウル、すごいっ！　さすがラウルだなっ！　……ふふっ、ちょっと悔くやしいけど、やっぱオレ様より、ラウルの方がずーっと、店長にふさわしいぞっ！』

『見直したわ、ラウル・チェイサー。その……か、カッコよかったわよ？』

『さっすが、元勇者志望は違ちがうねえ。あー、おれもぼやぼやしてっと、ラウル君に抜ぬかれちまうかもなー……』

『ふふっ、わたしが見こんだとおり、ラウルくんは、とっても優ゆう秀しゆうですねー？』




「へへっ、それほどでもっ……」

　……スタッフたちの称賛の言葉を思い浮かべつつ、つい、にやにやしてしまうラウル。

　もうすっかり成功したような気分で、ラウルは店長マニュアルに向き直り……と。

「？」

　不意に視界に映り込む、机の下に落ちた一枚の紙切れ。怪け訝げんな顔でそれを拾い上げ、ラウルは思わず独りごちた。

「って、これ、今月度のシフト表か……」

　セアラ、バイザー、ラウル、フィノ、アイリ。スタッフたちの名前と出勤日が見やすくまとめられた王都店のシフト表は、月末あたりに店長が作って配布してくれるやつ。

　……でも、いったい誰だれの分だろう？　表に目を落としたラウルはつい、首を傾かしげてしまう。マジカル蛍けい光こうペンで日付に印がつけられてるけど、出勤日にしては、法則性が……。

『ラウル！』

「っ!?」

　不意にインカムで名を呼ばれ、シフト表から顔を上げたラウルがマイクを入れた。

「『フィノ、なにかあったのか？』」

『うんっ、お客さんが、マジカルシェーバーを案内して欲しいって』

「『了りよう解かいっ！　すぐ行くって伝え……』」

『ラウル・チェイサー！』

　……と、拾ったシフト表を乱暴にポケットに突つっ込みつつ立ち上がったラウルが店長室から飛び出そうとしたとたん、今度はアイリの声がインカムから聞こえてくる。

『いまお客さんが修理品持ってきたんだけど、どうする？』

「『えっ……ええと、シェーバーのお客さんの方が先だから、とりあえず、ちょっと待っててもらって……』」

『……でも、こっちのお客さん、ちょっと怒おこってる感じなの』

　ラウルの応答に声をひそめ、こそこそと事情を説明するアイリ。

『なんでも、先週買ったばっかりのマジックコーヒーメーカーで入れたコーヒー、毒消し草っぽい味がするって……』

「『って、なんでだよっっっ!?』」

『知らないわよっ！　お客さんがそう言ってるのっ！　その証しよう拠こにって、水すい筒とうにコーヒー入れて持ってきてて、試ためしに飲んでみろって……』

「『っ……』」

　……一瞬、毒消し草のあの形容し難い味を思い浮かべ、ラウルはあわてて首を振ふった。

「『初期不良ってことで、そのまま新品と交こう換かんってワケにはいかないのか？』」

『え、ええっ、私も最初にそう言ったんだけど、原因が分からないと納なつ得とく出来ないから、この場ですぐに確認しろって……』

　言いながら、アイリがおずおずと口ごもり、

『……その、なんか私、地じ雷らい踏ふみそうだし、出来たら代わってくれない？』

「『お、俺だって、クレーム対応は苦手だしっ……』」

　……つい逃にげ腰ごしで応こたえつつ、しかし、ラウルはすぐに考え直す。

　正義漢かつ直情型、オマケに頑がん固こなアイリは、たとえお客さん相手でも一歩も引かず、いつだって納得いくまで徹てつ底てい的てきに戦おうとする。常つね日ひ頃ごろからそういったアグレッシブな姿勢を心こころ掛がけてる甲か斐いあって、商品の箱の角がほんの少し潰つぶれてた程度の些さ細さいなきっかけを、あっという間にどこの本部に出しても恥はずかしくないような第一級クレームへと育て上げる彼女の腕うで前まえはまさに職人技わざ。さすがに前の会社アマダで『クレームメーカー』なんて呼ばれてただけのことはある。

　さすがに、本人も自覚はあるみたいだけど……つまり、この状じよう況きようでアイリにクレームを任せるのは、死亡フラグと断定してほぼ間違いない。

　素す早ばやく思考をめぐらせ、ラウルがインカムへ叫んだ。

「『『オールＡ』、お前、シェーバーの案内は出来るかっ？』」

『シェーバーって、髭ひげ剃そり？　……さ、さすがに自分で使ったことはないけど、カタログ見ながらなら、たぶんっ……』

「『よし、じゃあ、俺がコーヒーメーカーのお客さんとこ行くから、お前はシェーバーのお客さんとこ行ってくれっ！』」

『ＯＫ！』

　ラウルの指示に応えるアイリ。……と、ラウルのインカムが、またもや声を送ってくる。

『ラウルっ、もうひとり、マジカル除じよ湿しつふとん乾かん燥そう器き欲ほしいってお客さんがっ……』

「『わ、悪い、フィノ！　ちょっと待ってもらってくれっ！』」

『ラウル・チェイサー、シェーバーのお客さんのとこ向かう途と中ちゆうで呼び止められたから、こっちもひとり待ってもらってるわ。マジカル万歩計の前のおじいちゃんね！』

「『り、了解っ！　これで接客待ち二名かっ……』」

『ら、ラウルぅっ！　いまっ、駐ちゆう竜りゆう場じようでドラゴンが暴れてるってお客さんからっ！』

『ラウル・チェイサー、売場にシェーバーのカタログ無いんだけど、どこっ？』

『っ！　ラウルっ、大変だ！　レジスターがいきなり動かなくなっちゃったっっっ！』

『ラウル・チェイサー！　カタログ探してたらまたひとり、違うお客さんが声をっ……』

「『あああああああああっっっ！！！！！』」




　思わず声をあげ、額に手を押し当てたラウルが叫さけんだ。

「『と、とにかくっ、順番に対応するから待ってて貰もらってっっっ！　アイリっ！　悪いけど、お前はシェーバーのお客さんにワケを話してドラゴン鎮ちん圧あつに向かってくれ！　とにかく怪け我が人が出るのが一番マズイ！　フィノは隣となりのレジに移って会計の続きだっ！』……っと、すみません、お待たせしましたっ！　こちらが問題のコーヒーメーカーですねっ？　はいっ、うかがっております。ただいまっ……」

　くそっ……！　無理やり営業スマイルを浮かべてコーヒーメーカーを受け取りつつ、ラウルは心の中で悲痛な声をあげる。

　なんなんだよ、このいきなりのハードモードはっっっ！！！！？




　　　　＊　＊　＊




「『っ……ふ、フィノ、『オールＡ』っ、た、待機してるお客さんはもういないなっ？』」

　……まるで店長代行を任されたラウルに対する洗礼の儀ぎ式しきででもあるかのように、怒ど濤とうのごとく襲おそいかかってきたお客さんの嵐あらしが、ようやく過ぎ去って。

　いまだ口に残る毒消し草コーヒーの後味に吐はき気をこらえつつ。すっかり消しよう耗もうした顔のラウルがインカムを飛ばすと、やがて、後こう輩はいバイトたちから返答が戻もどってくる。

『う、うんっ……』『な、なんとか全部、捌さばききったハズよっ……』

　……ラウルと同じく、息も絶え絶えな少女たちの声。

　ややあって、インカムの向こうで、アイリが嘆たん息そくした。

『……ああ、ラウル・チェイサー。ドラゴンを先にしたあなたの判断、正解だったみたい。暴れてたの、左ひだりバングルの輸入竜りゆうで、もう少しでひどいことになるとこだったわ』

「『輸入竜かよ……馬力はあるしカッコいいけど、燃費悪くて気性荒あらいんだよな』」

『ええ、無傷で取り押さえるの大変だったわ？　まあ、保険はちゃんと入ってるんだろうけど……。うちの駐竜場、いちおう「駐竜場のトラブルの責任は負いません」って看板は立ててあるけど、実際には、そういうわけにはいかないものね』

「『サンキュ、『オールＡ』』」

　ため息交じりにこぼすアイリをねぎらい、「『そうそう』」、とラウルが続ける。

「『そういや、コーヒーメーカーの件はほんとに初期不良だったぜ。試飲したらたしかに毒消し草の……うぷっ、とにかくっ、お客さんが持ってきた豆使って新品で試したらそっちは問題なくいれられたから、今日のところは新品と交換して、後日メーカーに詳くわしい不良内容の報告書を送らせるってことで納得してもらった。そのあとすぐシェーバーのお客さんとこ行ったけど、ニコニコしながら待っててくれてて、良いい人で助かったわ』」

『……ふとん乾燥器のお客さんは、怒って帰っちゃった』

　……不意に、インカムからぽつりと、フィノの声。

『「この店は不親切だ、こんなに待たせるなら他ほかで買う」、って……オレ様が案内しようと思ったけど、レジにもお客さん並んでて、抜けられなくって……』




「……ま、そういうこともあるさ」

　しょんぼりとした声で報告するフィノの前で、インカムのスイッチを切って。レジカウンタに歩みよったラウルが、少女を慰なぐさめるように声をかける。

「お客さんには申し訳ないけど、タイミングの問題っていうか……やっぱり、一度に接客できる数にはどうしても、限度があるからさ」

「でもっ、せっかく、うちのお店に来てくれたのにっ……」

　蒼あおい目を伏ふせ、落ち込んだ様子で呟つぶやくフィノ。

　なんだか暗い空気を変えようと、ラウルがつとめて明るい声を出した。

「それよりフィノ、さっき動かなくなったレジスター、まだ、そのままなのか？」

「あっ、そうだった！　こいつ、会計してたらいきなり画面が消えちゃってっ……」

「どれどれ……って」

　フィノの訴うつたえにレジスターを覗のぞき込み、ややあって、ラウルが嘆息する。

「……って、なんだよ、普ふ通つうに動いてるじゃねえか。たぶん、なんかの拍ひよう子しに明度の設定が切り替かわっちまったんだよ。ほら、ここのボタン押せばデフォルトに戻るし」

「えっ……っ、ホントだっ、ご、ゴメンっ！」

「って、いやっ、でもっ、お客さん待たせてたんだし、テンパってたんだろ？　そんな状況じゃ、気づかなくたってしかたないってっ」

　あわてて謝るフィノに動どう揺ようしつつ、やがて、ラウルが口の端はしを持ち上げる。

「……フィノ、あんなにレジ混んでたのに、ひとりでよく頑がん張ばったな」

「っ……！」

　ねぎらいの言葉を掛けられたとたん、ぴょこんと顔を上げるフィノ。

　それまで沈しずんでいた表情がみるみる解け、ラウルを見上げた少女がにっこりと笑った。

「ううんっ。ラウルこそ、お客さんの案内、お疲つかれさまっ……」

　と……。




「おい」

　……なんとなくいい感じの雰ふん囲い気きをぶち壊こわす、ひどくぶっきらぼうな男の声。

　ラウルがはっと顔を上げると、いつの間にか、レジ前にひとりの男が立っている。

「あ、いらっしゃいま……「これ、修理」

　あたふたと声をあげるラウルの目の前に、ドスンとマジヴィを置く男。

「今夜見たい番組があるから、すぐに直してくれ」

　……明らかにこちらを見下した感じの口調と態度。こう言ってはなんだけど、もしも魔ま物もの事典みたいなノリで顧こ客きやく事典があるとしたら、赤字で「※対応要注意」なんて記き載さいされてそうな感じの、いかにも地じ雷らい臭しゆうあふれるお客さんだ。

「すみません……」

　冷ひや汗あせをかきつつ、つとめて申し訳なさそうな顔をしたラウルが口を開き、

「当店での修理対応はお預かりになっていまして、この場での修理は……」

「だから、今夜見たい番組があるから、いますぐここで直してくれって言ってるんだよ」

　……ラウルの話を聞かず、一方的な要求を押しつけるお客さん。

　心中で少しむっとしつつも、しかし、ラウルは言葉を選んで必死に説明する。

「その、本日は担当者が不在ですし、修理自体も先に受けたお客さんから順番になるので、店頭で直るもので一週間、メーカー修理になると、だいたい半月は掛かって……」

「はぁ？　ていうか、休日に担当者が不在とか、やる気あんのかよ？」

「い、いえ、本当は出勤だったんですが、急病で……」

「そんなこと俺が知るかよ。何度言わせりゃ分かるんだ？　今夜見たい番組があるんだ」

「そ、それですと、当店としては、新しいマジヴィをご購こう入にゆういただくしか……」

「だーかーらっ、修理だって言ってんだろうが！　わざわざ来てやったのに、それでも専門店かよっ!?」

　取りつく島もないお客さんの態度に、さすがに表情を強こわ張ばらせるラウル。

　と、かたわらでふたりの様子を見やっていたフィノが、まるでトラブルへの関かかわりを避さけるかのようにそそくさとその場を離はなれ……って、ちょっ、逃げるのかよっ!?

　レジカウンタに一人残されたラウルを睨にらみつけ、お客さんが声を荒げた。

「お前じゃ話にならない、店長を出せっ！」

「っ……！」

　頭ごなしに怒ど鳴なりつけられ、一いつ瞬しゆん、息が詰つまる。

　……けれども。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、まっすぐお客さんの顔を見み据すえたラウルが、口を開いた。




「……お、俺……僕が責任者ですっ！」




　……そうだ、今日は、俺がこの店の責任者なんだ。

　思い切って口に出したとたん、ラウルの中に生まれる自覚。

　頼たよりになる上司は、今日はいない。だから、責任者の俺が毅き然ぜんとした態度で臨まなきゃ！

　──こういうとき、店長だったらどう対応するだろう？　お客さんと対たい峙じしたまま、ラウルは必死に考えをめぐらせる。うちの店の仕組みとスタッフじゃ、どう考えたってお客さんの要求は叶かなえられない。だから、やっぱり、はっきりそう伝えるしか……！

　身体からだの震ふるえを堪こらえつつ、ラウルは勇気を振ふり絞しぼって頭を下げた。

「そのっ……大変申し訳ありませんが、出来ないものは出来ません。当店ではお客さまの力になれないようですので、お引き取りくださ……」




「待ってっ！」




　……不意に、少し離れたところから割り込んでくる声。

　ラウルが思わず顔を向けると、ひと抱かかえもある旧型マジヴィを手にしたフィノが、バックヤードの方からぱたぱたと駆かけ寄ってくるのが見え……って!?

「そのマジヴィっ、休きゆう憩けい室しつの備品っ……」

　なんだか見覚えのあるマジヴィに思わず声をあげるラウル。

　抱えてきたマジヴィをカウンタ台に載のせるなり、お客さんに向き直ったフィノが、息を乱したままぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさいっっっ！　せっかく来てもらったんだけど、うちのお店のいまのスタッフと設備だと、お客さんのマジヴィ修理するのにはどうしても一週間とか半月掛かっちゃうんだっ。でもっ、良ければ代わりにその間、うちのお店のマジヴィを貸し出すぞっ？」

「って、フィノ！　お前、勝手にっ……」

　あわてて声をあげるラウルの前で、お客さんを見上げたフィノが言い募つのる。

「楽しみにしてた番組が見れないの、悔くやしいもんなっ……！　ちょっと古いけど、これ、ちゃんと映るんだぞっ!?」

「ほう……」

　そんなフィノの言葉に目を丸くして。それまであんなに頑かたくなだったお客さんが、なんだか感心したように呟いた。

「そっちの責任者とかいうのより、こっちの姉ちゃんの方が断然、話が分かるじゃねえか」

「なっ……」

　思わず息を吞むラウルの前で目をすがめ、

「責任者のくせに恥はずかしくないのか？　お前なんざ辞やめちまえ！」

　……ラウルを睨みつけ、痛つう烈れつな言葉を吐き捨てるお客さん。

　すっかり蒼白になるラウルの前で、フィノに向き直ったお客さんが改めて口を開いた。

「じゃあ、それで頼たのむわ。で、修理代は、いくらくらい掛かるんだ？」







「フィノっっっ！」

　お客さんが帰ると同時にフィノに駆け寄って、ラウルは思わず声を荒げる。

「お前なっ、勝手にああいうことしちゃダメだろっ!?」

「えっ、でも、あのお客さん、にこにこしながら帰ってったぞ？」

「そりゃ、そうだけどっ……」

　きょとんとした顔で問い返してくるフィノに、一瞬、言葉を詰まらせ……しかし、ラウルはなおも食い下がる。

「けどっ、店の備品を勝手に貸すなんて、トラブルになったらどうすんだよっ!?」

「でも、店長がいつも言ってるじゃないか。お客さんの立場になって考えろって」

「って、あのお客さんすごい上から目線で態度悪いし、こっちの都合もお構いなしに、一方的に要求押しつけてくるし、そんなお客さんに親身になってやる必要なんかっ……」

「べつにあれくらい普通だろ？　魔王うちの親父なんかもっと人の話聞かないし、機き嫌げんが悪いとすぐ、相手をドラゴンのエサに……」

「お客さんと魔王と一いつ緒しよにすんなっっっ！！！！！」

　言いながら、ラウルはぎゅうっと拳を握りしめる。

「辞めちまえ」と言われた瞬間の、はらわたが煮にえくりかえるような感覚。くそっ、なんであんなやつにそんなこと言われなきゃいけないんだっ!?　フィノだって、あんなお客さんに親切にしてっ……！

「──ねえ、ラウル」

　と、怒いかりに震えるラウルの袖そでを、ふと、フィノが引っ張った。

「あのお客さん、今夜のドラゴンベース・ボールの試合がどうしても見たかったんだって。子どもの頃ころからずっと応おう援えんしてる選手の引退試合で、それなのに、マジヴィが壊れちゃって……愛着があるマジヴィ捨てたくないし、新しいの買って二台になっちゃうのもイヤで、それで、うちのお店ならなんとかしてくれると思って、来てくれたんだって」

　まっすぐに、ラウルを見上げて。蒼い瞳ひとみを細めたフィノが、うれしそうに微笑ほほえんだ。

「あのお客さん、最後に、『ありがとう』って、言ってくれたぞっ？」

「っ……」

　フィノの言葉に声を失うラウル。お客さんに満足してもらえたという喜びにあふれた笑顔に、少年はなにも言えなくなってしまう。

　……もしかしたら、と、ラウルは思う。一方的だったのは、お客さんだけじゃなかったのかもしれない。こっちだって一方的に店の都合を押しつけて、出来ませんの一点張りで、せっかくお客さんがうちの店に掛けてくれた期待を裏切って……って、いやっ！

　思わず反省しかけ、ラウルはあわてて首を振った。

　でもっ、やっぱり、向こうだって悪いっ！　そもそも無茶を言ってきたのは向こうなんだしっ、事情があるなら言ってくれなきゃわからないしっ、あんな傲ごう慢まんな態度じゃなく、もっと申し訳なさそうにしてくれればこっちだって、なんとか力になってあげたいって思って……って、そんな風に考えること自体、店員として間ま違ちがってるのかっ？　でも、店員だって人間なんだから、相手の出方を見て態度変えるのだって仕方ないだろっ!?

「…………」

　……なんだか割り切れない、もやもやした気持ち。

　どこか負けたような気持ちでフィノを見下ろし、ラウルはため息を吐ついた。

「ま、今回は仕方ないけど……いくらお客さんのためでも、普ふ通つうはあり得ない対応なんだからな。次からは自分の判断じゃなく、先に当日の責任者に確かく認にんしてからやるんだぞ？」

「うんっ」

　なんだか負け惜おしみみたいなラウルの言葉に、素す直なおに頷うなずくフィノ。

　腕うで時計に目を落としたラウルが、インカムのスイッチに触ふれた。

「……じゃ、お客さんも引いたみたいだし、俺、先に休憩行ってくるから。なにかあったらすぐ呼べよ？　『ラウル、休憩行ってきます』」




　　　　＊　＊　＊




　ふつふつと、手にしたマジックケトルの中で湯が弾はじける音。

　マジックショップ・レオン王都店二階の休憩室。

　つい今朝方までマジヴィが置かれていた場所のがらんと空いた壁かべを眺ながめつつ、ラウルはふっと目をすがめた。

　──『店長がいつも言ってるじゃないか。お客さんの立場になって考えろって』

　ラウルを見上げ、まるで当たり前のことみたいに言い放つフィノ。……あいつ、俺より一年も後こう輩はいなのに。常識知らずで、子どもみたいなもんなのに。アイテムの説明だってロクにできやしないのに……なのに、どうして、そういうことが自然にできるんだよ？　それ、本当なら、俺があいつに言わなきゃいけない台詞せりふだろっ!?

　店長代行だなんて、いい気になってたけど……改めて、ラウルは自覚する。なんか俺、バイトのフィノに負けてる。このままじゃ冗じよう談だん抜ぬきで、あいつに抜かれちまうんじゃ……。

「はああああぁぁぁぁぁぁぁ……」

　ぴーっと魔ま法ほう音を立てるマジックケトルに考えごとを中断され、副店長みたいに深いため息をつきながらスイッチを切ったラウルが、買い置きカップ麵めんのフィルムを剝むく。

　今日のチョイスは一個４９８Ｇもするドラゴンヌードル。じっくり煮に込こんだフェニックスの鶏とりがらと竜りゆう骨こつベースの濃のう厚こうスープにアブラ豚ぶたの背せ脂あぶらが隠かくし味で、かやくはミドリネギと厚切りベヒーモス・チャーシュー。……もったいなくてなかなか手が付けられなかったけど、店長代行を任された今日くらい、贅ぜい沢たくしたっていいよな。

　時計の針はまだ十一時。朝食を食べたのは八時半だから、正直、まだ腹が減ってるワケじゃないけど……他のスタッフたちの休憩をまわすためには、比ひ較かく的てき店が空いてるこの時間に昼食を済ませておくしかない。店長代行も、いろいろと大変なのだ。

「…………」

　ケトルのお湯をカップ麵に注ぎ、ラウルはふと、机の端はしのマジコムへ手を伸のばす。

　このマジコムは下のレジ端たん末まつとローカルネットで繫つながってるから、お店の売上げをリアルタイムで見られるようになってて……って。

「……ウソだろっ。あんだけ忙いそがしかったのに、まだ10万ゴールドかよっ……」

　表示された数字を見て、ラウルは思わず独りごちた。

　今日の日割り予算は２００万Ｇ。うちの店の営業時間は十時から二十時までの十時間だから、一時間あたり20万Ｇ売らなきゃいけない計算だ。なのに、まだ、たった10万Ｇ……店長は「売上げは気にしなくていい」なんて言ってたけど、一日予算を落とせばその分は後日店長にしわ寄せが行くことになるし、それになにより、自分の能力の無さを露ろ呈ていするみたいですごく悔しい。

　くそっ、除じよ湿しつタイプのふとん乾かん燥そう機きってたしか５万Ｇはしたよな……？　ついつい、ラウルはそんなことを考えてしまう。シェーバーのお客さんにはもうちょっと待ってもらって、先にそっちのお客さんを案内すべきだったかも。俺の判断ミスで５万もロスを……。

　……って、逃のがした竜りゆうの牙きばを数えても、しかたないか。

　いまいちど深々と嘆たん息そくしつつ、ラウルはぱきりと割わり箸ばしを割る。

　くそっ、さっさと飯食って、休憩上がって、今度こそ、売上げをっ……。

「いただきまー……」




『ラウルっ！』




　カップ麵の蓋ふたをめくったとたん、インカムから聞こえてくるフィノの声。

　びくりとしたラウルは箸を握にぎりしめたまま、あわててインカムマイクへ手を伸ばした。

「『フィノ、どうしたっ？』」

『なんか、お客さんが、店長に会いたいってっ……』

「『っ……まさか、クレームか？』」

　反射的にイヤそうな顔をするラウル。しかし、インカムの向こうのフィノは『ううん』、と否定して、

『べつに、そういうんじゃないみたいだけど……』

「『……フィノ』」

　思わず眉根を寄せ、ラウルが嘆息した。

「『……悪いけど、俺、いま飯食ってんだよ。だから、ちょっと待っててもらって……』」

『でも、店長のお得意さんなんだ』

「『……店長のお得意さん？』」

　ラウルの問いに『うん』と頷き、ややあって、フィノが声を落とす。

『それに、オレ様、あんまりお客さん、待たせたくないし……』

「…………」

　ラウルの脳のう裏りを過よぎる、ついさっき逃してしまった５万Ｇ……もとい除湿ふとん乾燥器のお客さんのことと、お客さんに帰られてしまって落ち込むフィノのしょんぼりした顔。

　机の上で湯気をあげる高級カップ麵をちらりと見やり……やがて椅い子すを引いたラウルがインカムを摑つかみ、勢いよく立ち上がった。

『分かった、フィノ、いますぐ降りるっ！』」

　……ラウルの返信にほっとしたように、インカムの奥から安あん堵どの吐と息いき。

　ややあって、うれしそうなフィノの声が聞こえた。

『っ……ラウル、ありがとっ』




　　　　＊　＊　＊




「た、たいへんお待たせしましたっ……」

　バックヤードの入り口すぐ側そばにある商談コーナー。息せき切って現れたラウルを待ち構えていたのは、意外にも、ラウルとそれほど歳としの変わらない少女だった。

　上等な布地で織られた胡桃くるみ色のドレスコートに、まるで顔を隠すかのように目ま深ぶかに被かぶられたハンチング帽ぼう。

　帽子が落とす影かげの中、透すきとおるようなエメラルド・グリーンの瞳が、値ね踏ぶみするようにラウルへと向けられ……やがて少女が、不思議そうに口を開いた。

「……あなたは、誰だれですか？」

「あ、店長は今日、お休みを戴いただいてまして、おれ……僕が、店長代行をっ……」

「お休み？」

　上品な口調でオウム返ししつつ、宝石みたいな目を丸くする少女。

「店長さんは以前、日の曜日はいつもいる、と、おっしゃられていましたが」

「いや、それはそうなんですけど、今日はトクベツで……」

「しかし、あの店長さんが、ウソをつくはずがありません」

　説明するラウルの言葉をさえぎって、少女が毅き然ぜんとした声こわ音ねで言い放つ。

「店長さんがいつもいるとおっしゃられた以上、店長さんはここにいるはずです。さあ、早く店長さんを出して下さい」

「は、はあ……」

「まさか……」

　……と、不意にはっと表情を強こわ張ばらせるなり、少女が口に手を当てて、

「……あなた、《組織》の人間ですね？」

「へっ……そ、組織っ？」

「しらばっくれても無む駄だです！　いったい、店長さんをどこへやったのですっ!?」

　おっとりとした声に強い色を滲にじませ、戸と惑まどうラウルを睨ねめあげる少女。
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　その拍ひよう子しに、それまでほとんど帽子の影に隠れていたかんばせが露あらわになり……思わず、ラウルは息を吞のんだ。

　び、美人っ……！

　淡あわい色の美しい髪かみにふちどられた可か憐れんな顔立ちは、天才と呼ばれる彫ちよう刻こく家かの最高傑けつ作さくのように一部の隙すきも無く完かん璧ぺきで、こうやって動いてるのが不思議なくらい整っていて。

　吸い込まれそうなエメラルドの瞳で、まっすぐラウルを見つめながら。

　薄うすく色づいた少女のくちびるがやがて、静かに言葉を紡つむいだ。




「──秘密の、地下室」




「……ひ、秘密の地下室っ？」

　……とつぜん放たれた謎なぞのキーワードに、つい、オウム返ししてしまうラウル。

　そんな少年の反応に、少女がどこか勝ち誇ほこったような笑えみを洩もらした。

「どうやら図星のようですね！　あなたがたの企たくらみはすべて、このわたくしにはお見通しです！　ものの本によれば、こういった場合の監かん禁きん場所は、秘密の地下室と相場が決まっています。おそらくは、奥の部屋に置かれた椅子の前で『調べる』コマンドを選せん択たくすれば、秘密の地下室へ繫がる隠し扉とびらが現れるという仕組みになっているのでしょうっ!?」

「って、『調べる』コマンドってなんなんですかっっっ!?」

「ああ、おかわいそうな店長さん……わたくしに関かかわったばかりに、このようなことになってしまって……きっといまごろ秘密の地下室で、口に出すのもはばかられるようなおぞましい目に遭あわれているに、違ちがいありませんっ……！」

「く、口に出すのもはばかられるようなおぞましい目っっっ!?」

「……しかし、どのような辱はずかしめを受けても決して口を割ろうとしない店長さんに業を煮にやしたあなたがた《組織》は、あなたに店長さんの名を出させることでわたくしを油断させ、目的を達成しようとしているのでしょう？　わたくし、その手には乗りませんっ！」

「い、いや、ですから、そのっ……」

「……いいでしょう。たとえどんな恥ち辱じよくが待っていようと、店長さんには換かえられません。さあ、わたくしひとりの犠ぎ牲せいで済むのでしたらどうぞ、わたくしをあなたがたの好きにして下さい！　その代わり、どうか、あの素す晴ばらしい店長さんを解放して下さ……」

「って！！！！！」

　大おお真ま面じ目めな口調で言い募つのる少女の言葉を遮さえぎって、ラウルは思わず叫さけぶ。

「うちの店長は秘密の地下室にも謎の祠ほこらにも魔ま女じよの塔とうにも不思議なダンジョンにもマジカル炊すい飯はんジャーの中にも監禁されたりしてませんっ！　ただ、流行の魔物インフルに罹かかってお休みを戴いてるだけですっっっ！！！！！」

「魔物インフル……」

　なんだか面食らったように、ラウルの言葉をオウム返しし……やがて、少女が呟つぶやいた。

「では、本当にお休みなのですね……ああ、どうしましょう。わたくし、勘かん違ちがいで店長代行さんを《組織》の人間呼ばわりしてしまって……本当に、なんとお詫わび申し上げてよいものか。どうか、非礼をお許し下さい」

「は、はあ……」

　一転して申し訳なさそうな顔をし、コートの前で両手を重ねて丁重に謝罪する少女。つられて頭を下げつつ、ラウルはすっかり困こん惑わくしてしまう。

　って、なんなんだ、このお客さんっ？　美人だし、育ちは良さそうだけど、相当変わってるっていうか……ていうかそもそも俺、フィノに呼ばれて出て来たのはいいけど、店長の代わりにこのお客さんに、いったいなにをすればいいんだっ？

「──しかし、困りましたね……」

　と、対応に思いあぐねるラウルの前で、首を傾かしげた少女がかわいらしくため息をつき、

「わたくし、店長さんに頼たのんでおいた商品を取りに伺うかがったのですが……」

「……って、注文品の引き取りですか」

　その言葉に、ラウルはほっと胸を撫なで下ろした。……なんだ、それなら話は早い。

「注文品のお渡わたしなら、店長がいなくても対応しますよ。本日、控ひかえはお持ちですか？」

「あの、それが、わたくしの不ふ手て際ぎわで、なくしてしまって……」

　はにかむように目を逸そらし、やがて、少女がおずおずと申し出る。

「……代わりに、わたくしの身体からだで、よろしいでしょうか？」

「……はあ？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたか、分からなくて。

　ぽかんとするラウルの前で、頰ほおを赤らめた少女が語気を強めた。

「と、とぼけないでくださいっ！　も、ものの本によればっ、弱味を握られた女性に殿との方がたが要求するものは、ひとつと決まっていますっ！」

「い、いや、あの……」

「……けれども、これだけは忘れないで下さい！　わたくし、あなたに身体は許しても、心まで許すつもりは決してありませんっ！　ですからっ、そのっ……」

　ひとしきり言い募ったあと、ふと目を伏ふせた少女が、消え入りそうな声で、

「……ど、どうか、やさしくして下さいっ……」

「お、お調べしますので名前をお願いしますっっっ！！！！！」

「え、名前だけでいいんですか？」

　あわてて叫んだラウルの言葉に一瞬、きょとんとして。

　やがて、ドレスコートの裾すそを上品につまんだ少女が、優ゆう雅がな物もの腰ごしで一礼した。

「──申し遅おくれました。わたくし、ユニィ・アウザスと申します」




　　　　＊　＊　＊




「あ、ラウル、お疲つかれさまっ」

　微び妙みような面おも持もちで頭を搔かきつつレジカウンタに入ってきたラウルを見やるなり、茶色の紙包みを手にしたフィノが声を掛かけてくる。

「ねえ、店長のお客さん、どんな用だったの？」

「ああ……なんか、受注品の受け取りだってさ」

「受注品の受け取りっ？」

　ラウルの言葉を聞いたとたん、フィノがなんだか申し訳なさそうな顔をした。

「それなら、オレ様にもできたし、わざわざラウルを呼ぶことなかったなっ……休きゆう憩けいしてたのに、ごめんっ……」

「いや、気にすんなって。ちょっと変わったお客さんみたいだし、俺が対応した方が確実で……って、あれ？」

　……レジカウンタ下の引き出しに、イニシャルごとに分けられて保管されてる注文書の店てん舗ぽ控ひかえ。けど、何度調べても、ユニィ・アウザスと書かれた注文書は見つからない。

　おかしいな……つい、ラウルは首を捻ひねってしまう。店長が自分で持ってるのか？　でも、さっき店長のバインダー見たときには、それらしきものは挟はさまってなかったし……と。

　首を傾げるラウルのかたわらで、不意に、フィノが声をあげた。

「あっ、ユニィさん、お待たせしましたっ！　注文の品、入ってたぞっ？」

「ユニィさんっ!?」

　フィノが口にした名前に思わず顔を上げるラウル。そのとたん、ラウルの視界に、レジ前にたたずむお客さんの姿が飛び込んでくる。

　──暗緑色のフードを目ま深ぶかに被った二十代後半ほどの女性は、どう見ても、先ほどラウルが対応していたユニィ・アウザスとはべつの人物。

　しかし、紙包みを手にしたフィノはにこにこしながら、かたわらに伏せてあった紙を取りあげ……いままさにラウルが探していたユニィの注文書を、フードの女へ差し出した。

「じゃあ、この紙に、受け取りのサインを……」

「おいっ、フィノっ、ちょっと待てっ！」

　……って、いったい、どういうことだっ!?

　あわてて立ち上がり、フィノを止めようとするラウル。

　そんなラウルの耳に、ふと、穏おだやかな少女の声が聞こえてきた。




「──店長代行さん、わたくしが頼んでいた品物は、分かりましたか？」

　なかなか戻もどってこないラウルに痺しびれを切らしたようにレジカウンタに近づいてくる、ラウルが対応していた方のユニィ。

　と、フィノが手にした紙包みに気づいたとたん足を止め、ユニィがエメラルドの目を瞬まばたかせる。

「あら、その包み、わたくしの注文品ではありませんか？」

「っ！」

　ユニィの言葉にはっと身を強こわ張ばらせるレジ前のフードの女。

　そんな女とユニィを交こう互ごに見やったフィノが、きょとんとした顔で呟いた。

「えっ、でも、これは、こっちのお客さんの……」

「いいえ、その紙かみ袋ぶくろ、いつもわたくしが店長さんに頼んでいるものに間違いありません」

　きっぱりとした口調で、言い放って。

　フードの女を見やったユニィが、なんだか警戒したように訊たずねる。

「……あなたは、いったい何者ですか？」

「っ……」

「もしかして、《組織》の……！」

　次の瞬間、舌打ちとともに身をひるがえし、店から飛び出していくフードの女。

「あっ、待ちなさい！」

　目を丸くして叫ぶユニィの前で、ラウルが焦あせったように声をあげた。

「フィノっ！　お前、ちゃんと本人確かく認にんはしたのかっ？」

「え、う、ううんっ」

　なにが起こったのか分からず、紙包みを手にしたフィノが困惑の表情で首を振ふる。

「控えを忘れたって言ってたから、名前だけ聞いて、注文書探して、商品持ってきて、お渡ししようとして……ど、どういうことっ？」

「俺が対応してたお客さんもユニィさんって言って、その包みを取りに来たんだよっ！」

「えっっっ!?」

「ああやって逃にげたってことは、お前のお客さんは本物のユニィさんじゃなかったんだ！　ぜんぜん関係ないやつがウソついて、本物のユニィさんが頼んだアイテムを持って行こうとしたんだっ！！！」

「そんなっ、あのフードのお客さん、ウソついてたのっ……」

　ラウルの言葉に蒼あおざめ、ショックを受けたように呟くフィノ。

　レジカウンタに放置された注文書を取りあげ、ラウルが額に手を押し当てる。

「しかもこれ、先にお金貰もらってるから、あとは渡すだけのやつだしっ……って」

　言いかけた言葉を飲み込み、ラウルは動きを止めた。

　──『お金はもう戴いただいてます。包みは開けず、そのままお渡ししてね　店長[image: ]』

　注文書の備考欄らんにかわいらしい文字で書かれたメモ。その隣となりにある合計金きん額がく欄らんに記された数字を認識し……次の瞬間、ラウルは思いきり声をうわずらせる。

「ひ、ひゃくまんごーるどっっっ！！！！？」




　１００万Ｇって言ったら今日の予算の半分じゃねえか!?　このお客さん、いったい何を頼んだんだっ？

　っていうか……事の重大さに気付き、ラウルは戦せん慄りつしてしまう。いまの怪あやしいフードの女、他人の名を騙かたって１００万Ｇもするアイテムを持ち逃げしようとしてっ、そしてフィノはなんの疑いもなく、そいつにアイテム渡すとこでっ……！

「お前なっっっ！」

　手のひらに浮うかぶ冷たい汗あせ。思わず、ラウルはフィノをどやしつけた。

「受注品渡すときはお客さんが持ってきた控えと交こう換かんするか、渡す前に身分証見せて貰って本人確認するってのがルールだろっ!?　いまみたいに全然関係ないやつがウソついて持ってっちまったら、いったいどうするんだよっ!?」

「だ、だってっ……」

　ラウルの怒ど声せいにびくっと身を竦すくませ、おろおろしながら言い訳するフィノ。

「い、いまのフードのお客さんっ、控えも身分証も家に忘れてきちゃったけど、取りに戻るとお金も時間もすごく掛かっちゃうって相談されてっ……すごく困ってるみたいだったしっ、お渡ししちゃってもいいかなってっ……」

「フィノっっっ！！！！！」

　いまにも泣きそうな顔で言い募る少女の言葉を遮って、ラウルがさらに声を荒あらげた。

「お前っ、そうやってお客さんの立場で考えるってのは結構だけどなっ、だからって、なんでもお客さんの言うこと聞けばいいってわけじゃないんだぞっ!?　そのせいで、他ほかのお客さんに迷めい惑わくをかけることだってあるんだからなっ!?」

「他のお客さんに、迷惑をっ……」

「ああ！　お前が注文して楽しみにしてた商品、店の人が間違えて知らないお客さんに渡しちゃったらイヤだろっ？　そういうことにならないためにも、俺たちは商品を取りに来たお客さんが本人かどうかちゃんと確認しなきゃいけないんだ！　本人だと証明できなきゃ商品を渡しちゃいけないってのは、お客さんに意地悪してるんじゃなくて、お客さんに対するお店の責任なんだよっ！」

「っ……」

　くちびるをぎゅっと嚙かみしめ、黙だまってラウルの言葉を聞くフィノ。その大きな蒼い瞳ひとみがやがて、じわーっと潤うるんだ。

「っ……ら、らうっ……るっ……」

　……小さな肩かたをふるふると震ふるわせ、必死に声を絞しぼり出だす少女。

「……っ……ご、ゴメンなさっ……いっ……」




「──あの……」




　……不意に、レジカウンタの向こうから声を掛けられて。

　いまさらながらお客さんの存在を思い出し、ラウルは思わず飛び上がった。

「って、お見苦しいところをお見せしてすみませんっ！　そのっ、あやうくお客さんの注文品を違ちがうやつに持ってかれるところだったなんて、いったいなんてお詫わびすればいいかっ……ほら、フィノ、お前も謝れっ！」

「っく……お、おねえさんっ、ゴメンなさいっ……」

「……もう、その辺にしておいてあげてください」

　泣きながら頭を下げるフィノを見やり、ユニィが静かに口を開く。

「たしかに、ルールを守るのは、とても大事なことです。……わたくしも、あの注文品を奪うばわれてしまっていたら、とても致ち命めい的てきな事態に陥おちいってしまうところでした」

　致命的な事態……その言葉を聞いたとたん、びくりと身を強張らせるフィノ。

　けれども、フィノを見下ろしたユニィは、エメラルドの目をやさしく細めて、

「……しかし、ものの本によれば『結果よければ全すべてよし』と言います。幸いにして今回、わたくしの注文品は無事だったのですから、犠ぎ牲せいを払はらうことなしにあなたが教訓を得たというこの結果は最善と言えるのではないでしょうか？　……ですから、あなたも、次から気をつければいいと思います」

「っ……お、おねえさんっ……」

「あ、ありがとうございますっっっ！」

　涙なみだ目めで呟つぶやくフィノと、ぺこぺこと頭を下げるラウル。

「いえいえ」と首を振りつつ、優ゆう雅がな微笑ほほえみを浮かべたユニィが、レジカウンタに置かれた紙包みへ手を伸のばした。

「では、こちら、戴いていきますね」

「あっ、ちょっと！」

「……どうか、しましたか？」

　ラウルの制止に、怪け訝げんそうな顔をするユニィ。

　……そんな少女に、ラウルがおずおずと申し出る。

「その、すみません、その前に、本人確認を……」




　……うっかりスルーされそうになるとこだったけど、そういえば、肝かん心じんのユニィさん自身の本人確認はまだ済んでない。

　さっきフィノにも強く言ったとおり、本人確認は絶対に省いちゃいけない手順だ。もちろん彼女は九く分ぶ九く厘りん本物のユニィさんだろうけど、それでも、万が一ってことがある。なんたって１００万Ｇのアイテムなんだし、もしも間違った相手に渡わたすようなことがあれば、お店にとって取り返しのつかないことになる……！

「あら」

　……しかし、そんなラウルの言葉に、ユニィはエメラルドの目を丸くして、

「店長代行さん、これは、わたくしが注文したものですよ？」

「いや、そうだとは思いますけど……」

　冷や汗をかきつつ、ラウルは食い下がる。

「その、ユニィさんも控ひかえをお持ちじゃないし、商品も高額なので、本当にお客さんのものか、先に確認しないと……」

「しかし、これは紛まぎれもなくわたくしの注文品です。注文したわたくしがそう申しているのですから、ルール通りに確認する必要はないとおもいますが」

「って、さっきルールを守るのは大事って自分で言ってましたよねっっっ!?」

「……っ、やはりっ、商品と引き替かえにわたくしの貞てい操そうを差し出せと……」

「身分証でお願いしますっっっ！！！！！」

　思わず叫さけぶラウルの前で、ユニィが困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「……訳あって、身分証をお見せすることは、できないのですが……店長代行さん、もしかして、あなたは、わたくしを疑っているのですか？」

「い、いえっ、決してそういうワケじゃないんですけど、念のため……」

「そうおっしゃられるということは、やはり、わたくしを疑っているということではありませんか」

　しどろもどろに応こたえるラウルの前で、ユニィがふと、エメラルドの目をすがめ、

「……なるほど、よく分かりました。つまり、店長代行さんはわたくしが、１００万Ｇぽっちのアイテムをネコババしようとしている偽にせ物ものかもしれない、と、お考えなのですね？」

「いや、そのっ……って、ひ、１００万Ｇぽっちっっっ!?」

「１００万Ｇなど、国家予算に比べればフェアリーの涙も同然です」

　きっぱりと言いつつ、優雅な手つきで財さい布ふを取り出すユニィ。

　飛ひ竜りゆうの革かわで作られた財布から分厚い紙し幣へいの束を抜ぬき出し……思わず瞠どう目もくするラウルの前にそれを差し出しつつ、ユニィが穏おだやかに申し出た。

「──店長代行さん。わたくしはどうしても、そのアイテムを持って帰りたいのです。支し払はらいは注文の際に済ませてはおりますが、もし、もういちどお金を払えとおっしゃるのでしたら、そのようにいたしましょう。……ですから、そちらを、渡して戴けますか」

「え、ええとっ……」

　レジカウンタに置かれた１００万Ｇの札束とユニィを交こう互ごに見やりつつ、ラウルは狼ろう狽ばいしてしまう。……いくらなんでも、お客さんから二度もお金を戴くワケにはいかない。ここまで言うからには、さすがに信じても……いやっ、でもっ、もしもこの後、ちゃんと注文書のお客さま控えや身分証を持った三人目のユニィさんが現れたらっ、責任がっ……。

　……と。

「あっ！」

　不意に声をあげたフィノが、ユニィの財布をぴっと指した。

「ねえっ、それっ、うちのお店のカードじゃないかっ？」

　……ユニィの財布のカード入れ部分にちらと覗のぞく、遠目にもよくわかる特とく徴ちよう的なデザインをしたマジックショップ・レオンのメンバーズカード。

　財布を見やったユニィが、戸迷うように目を瞬しばたたかせながら頷うなずいてみせる。

「え、ええ、そうですけど……」

「ラウルっ、メンバーズカードを読み込めば、身分証なくても本人って分かるよね？」

「あっ……」

　フィノの指摘に初めてそれを思い出し、思わず声をあげるラウル。

　半信半疑の表情でユニィが差し出してきたメンバーズカードを受け取るなり、フィノが慣れた手つきでタグリーダーを押し当て……カードに印刷された魔ま法ほうコードが読み込まれたとたん、レジ端たん末まつにお客さまの名前が表示された。

『ユニィ・アウザス』




「たしかに、ご本人様ですね……」

「……これで、満足ですか？」

　おずおずと呟くラウルの前で、ユニィがどこかあきれたように嘆たん息そくする。

「まったく、メンバーズカードで済むのでしたら、最初からそう言って下されば良かったではありませんか。ただ頼たのんでいた商品を受け取りに来ただけであらぬ疑いを掛かけられ、まるで泥どろ棒ぼうスライムのような扱あつかいをされるだなんて、正直言ってがっかりしました」

「すみません……で、でもっ、これはお客さんの大事な商品を守るためでっ……」

「言い訳など、聞きたくありません」

　思わず言い募つのるラウルの言葉を、ユニィはきっぱりと遮さえぎって、




「……いつもの店長さんなら、ぜったい、こんなことはありませんのに」




　──店長のお得意さんがラウルに突つきつけた、ひどく辛しん辣らつな評価。

　ショックに固まるラウルを見み据すえ、あなたには失望したとでも言わんばかりの表情を浮うかべたユニィが首を振ふった。

「わたくし、店長代行さんとは二度とお話ししたくありません。来週の日の曜日はいつも通り、店長さんがいらっしゃるはずですよね。そのときにまた、お伺うかがいします……」

「あっ、ユニィさん、待って！」

　……と。

　注文品に手を伸ばしたとたん声を掛けられ、ユニィが怪訝そうにフィノを見やる。

「あら、まだ、なにかありますか？」

「その包み、そのままだと持って帰りづらいだろっ？　いま、袋ふくろに入れるからっ……」

「まあ」

　言いながらレジ袋を用意するフィノを見下ろし、ユニィが穏やかに微笑んだ。

「ご親切に、ありがとうございます。……店長代行さんとは違って、あなたはとてもよく気が利きく店員さんですね。まるで、店長さんみたいです」

「っ」「店長みたいっ!?」

　ユニィの何気ない比ひ較かくにぐさりとトドメを刺さされるラウルと、ぱっと表情を輝かがやかせるフィノ。ユニィに褒ほめられたフィノが、とびきりうれしそうに声をあげる。

「へへっ、ユニィさんっ、ありがとっ！　……あっ」




　……にこにこしながらレジ袋に詰つめようとした矢先、フィノの手からぽろりとこぼれ落ちる茶色の紙包み。

　はっと息を吞のむラウルたちの目の前で、包みが床ゆかへと激げき突とつし……その拍ひよう子しに破れたパッケージの中から、銀色に輝く円えん筒とう形の塊かたまりがいくつも周囲に散らばった。

「っっっ！！！！？」

「っご、ゴメンなさいっっっ！」「す、すみませんっ！」

　声にならない悲鳴をあげるユニィの前で、あわてて膝ひざをつくフィノとラウル。

　……と、カウンタ内の床に転がった、ユニィの受注品──親指よりふたまわりほど大きい銀の筒つつを拾い上げ、ラウルは思わず目を丸くした。

「これ……もしかして、《乾式人造魔力筒ドライ・セル》……？」




　──二種類の異なる金属を魔ま導どう性せいの液体に浸ひたすと僅わずかな魔力が発生することは、マジックアイテム発明以前から知られていた。生物の細胞内魔力小器官マジコンドリアで作られる《生体魔力》に対して《人造魔力》や《冷たい魔力》なんて呼ばれるこの魔力は、前者に比べてあまりに微び弱じやくだったために、これまでほとんど研究されてこなかったものの。ごく最近、とあるメーカーがその機構を小さな金属の筒に閉じ込めることに成功し、保存や携けい帯たいに便利な《乾式人造魔力筒ドライ・セル》という形で商品化したらしい。

　……とはいえ、現時点では実用性はほとんど無いし、希少な金属を使ってるうえ使い捨て。人間が直接魔力を供給するのが難しいごく限られた用よう途とに使われる工業用アイテムや、ノンマジカルアイテムと呼ばれる専用アイテム、もしくは新し物好きな好事家のコレクション程度にしか需じゆ要ようはなく、ハンドメイドということもあって非常に高価で……たしかに、これなら１００万Ｇくらいしたっておかしくない

　でも……破れた紙包みを一いち瞥べつし、ラウルはつい、首を傾かしげてしまう。ユニィさん、こんなにたくさんの《乾式人造魔力筒ドライ・セル》を、いったいどうするつもりなんだ？

「っ……」

　怪訝そうに呟くラウルの言葉を耳にしたとたん、さっと蒼あおざめるユニィ。

　と、《乾式人造魔力筒ドライ・セル》を拾い終わったフィノががばっと顔を上げ、おろおろしながら声をあげた。

「ゆ、ユニィさんっ、品物落としちゃって、ゴメンなさいっ……！」

「……い、いえ、わざとではないのですし、落としたくらいで、壊こわれるものでもありませんから……」

　涙なみだ目めで謝るフィノに、蒼白い顔のまま首を振って。

　ラウルをちらりと一瞥したユニィが不意に、「それより」、と口を開く。

「その、わたくし、マジックアイテムを使うのが大好きで……せっかくお店に来たのですし、なにか買って帰ろうと思うのですが、よろしければ、案内して戴いただけませんか？」

「えっ……」

　ユニィの申し出に一いつ瞬しゆん、きょとんとし。やがて表情を輝かせたフィノが「ありがとうっ！」と声をあげるなり、かたわらのラウルをぱっと見上げた。

「ラウル、案内お願いっ！」

「って……あ、あなたが案内してくれるのではないのですか？」

「商品のことは、ラウルの方が詳くわしいんだ」

　あわてて問い返すユニィに、あっけらかんと答えるフィノ。

　ためらいがちにラウルを見やり、ユニィはなんだか困ったように眉まゆをひそめる。

「……しかし、わたくし、店長代行さんとは話したくありません」

「っ……」

　って、俺、そんなに嫌きらわれてんのかよ……。

　……ユニィの評価を再認にん識しきし、改めて落ち込んでしまうラウル。

　と、ふたりを交互に見上げていたフィノが、やがて、ぽんと手を打った。

「ええと……じゃあ、ユニィさんの代わりに、オレ様がラウルと話すね？」




　　　　＊　＊　＊




「ねえ、ラウルっ！」




　……ぱたぱたとレジカウンタに走ってくるなり声をあげ、大事そうに抱かかえたアイテムの箱をラウルに差し出すフィノ。

「ユニィさんが、『これはなんですか？』、だって」

「ああ」

　フィノが手にしたクリーム色の箱に、ラウルは小さく頷いて、

「それはマジカルホットサンドメーカー。ご家庭でホットサンドを作るためのアイテム」

「ありがとっ！」

　言い放つなりきびすを返し、短い歩ほ幅はばでいっしょうけんめい走っていった少女は売場のユニィとふたことみこと言葉を交かわすなり、また、ラウルのところへ戻もどってくる。

「ねえっ、ユニィさんが、『ほっとさんどとはなんですか？』、だって」

「……両面をこんがり焼いたサンドイッチのこと」

「ありがとっ！」

　言い放つなりまたユニィのところに走り、また、すぐに戻ってくるフィノ。

「ねえっ、ユニィさんが、『さんどいっちとはなんですか？』、だって」

「……って、サンドイッチも知らないのかよ。サンドイッチってのは、食パンにハムとか野菜とか卵とかを挟はさんだ料理」

「ありがとっ！」

　言い放つなりまたユニィのところに戻り、また、すぐに戻ってくるフィノ。

「ねえっ、ユニィさんが『失礼な、わたくしだってさんどいっちくらい本で読んで知っています！　ただ、あなたの知識が信しん頼らい出来るものかどうか試ためしただけです！　……ところで、そのさんどいっちというものは、どこで食べることができますか？』、だって」

「…………」

　……レジカウンタ越ごしにラウルを見上げて答えを待つ少女を、半眼で見下ろして。

　やがて小さく嘆息したラウルが、襟えりに留めたインカムマイクのスイッチを入れた。

「『悪い、『オールＡ』、ちょっと接客行ってくるから、代わりにレジ見ててくれ──』」







「……どうして、店長代行さんが来るのですか？」

　フィノと一いつ緒しよに近づいて来たラウルを見るなり、なんだか不満げな顔をするユニィ。

　くいくいとラウルの袖そでを引き、かたわらのフィノがラウルを見上げて口を開く。

「ユニィさんが『なんでラウルが来たの？』、だって」

「……通訳はともかく、お前もいちいちユニィさんと俺の間を往復するの大変だろ？　売場をちょこまかされると、気になるし……」

「へへっ、ラウルが、『フィノのことを気き遣づかって』、だってっ！」

「って、そうは言ってねえしっ！」

　うれしそうに意訳するフィノに、思わず声をあげるラウル。

　小こ柄がらなフィノをちらりと見やって、ユニィも小さく頷うなずいた。

「……まあ、たしかにわたくしも、フィノさんが大変だとは思ってましたし……」

「ふふっ、ユニィさんが『あなたの付き添そいを認めます』、だってっ！」

「って、そうは申してはおりませんっ！」

　楽しげに意訳するフィノに、あわてたように声をあげるユニィ。

　陶とう磁じ器きみたいになめらかな頰ほおを染め、ユニィが少し不ふ機き嫌げんそうな口調で続ける。

「フィノさん、わたくしの言葉は翻ほん訳やく不要です。店長代行さんはきっと、わたくしとフィノさんの会話を勝手に聞いているはずですし……」

「その……」

　と、間にフィノを挟み、ラウルがおずおずと、ユニィに申し出て、

「なにか気になることがあれば、俺が案内するんで……」

「ありがと、ラウルっ！」

　その言葉を聞くなり、にっこりと微笑ほほえむフィノ。

　かたわらのユニィにぴょこんと向き直った少女が、なんだかうれしそうな顔で告げた。




「ラウルが、『商品のことならなんでも俺に任せろ』、だってっ！」







　第三章「俺がこの店の……って、なんでこうなるんだよっ!?」




「ええと、ここは、生活アイテムのコーナーで……」




「ユニィさん、『ここは生活アイテムのコーナー』だぞっ！」

「へえ、世の中には、いろいろなアイテムがあるのですね……」

　ラウルの言葉を自信たっぷりに繰くり返すフィノと、感心したように頷くユニィ。……そんな少女たちに三歩下がって付き従いつつ、解説役として狩かり出されたラウルは思わず胸中で独りごちてしまう。ユニィさんが俺と話すのがイヤだって言うから、仕方ないんだけど……なんか、おかしなことになったな。




　と、かたわらのアイテムに目を留めたユニィが、フィノへと質問した。

「あの、これは、何ですか？」

「あ、はいっ」

　あくまでフィノへと話しかけるユニィに、背後から声をあげるラウル。

「それは、魔ま法ほう血圧計っていって、血圧を測るやつです」

「『魔法血圧計』だって。なんでも、ケツアツとかいうものを測れるみたいだぞっ？」

「なるほど……」

　フィノの通訳に興味深げに頷き、やがて、ユニィが重ねて問う。

「……しかし、いったい、何メートルまで測ることができるのでしょうか？」

「そうだな……これでもマジックアイテムだし、キロメートルは余よ裕ゆうじゃないか？」

「まあ、キロメートルも？　それだけあれば、たいていの事態には備えられますね！」

「ああっ、このアイテムさえあれば、いざってときにも安心だなっっっ！」

「っ……」

　って、お前らがさっきから口にしてる血圧ってのがいったい何なのか、俺の目を見て説明してみろっっっ!?

……思わずツッコみたくなる気持ちを抑おさえつつ、ラウルは必死に自分を押しとどめる。既すでに相当地じ雷らい踏ふんでるし、これ以上、店長のお得意さんの機き嫌げんを損そこねるワケにはっ……！

「では、こちらは？」

　そんなラウルの前で、売場を見やったユニィがまた、質問し、

「ええと、これは……」

「あっ、それなら、オレ様も知ってるぞっ！」

　説明しようとするラウルの言葉を遮さえぎって、フィノが自信たっぷりに口を開いた。

「これは空気清せい浄じよう器きっていって、空気をキレイにするアイテムなんだっ！　ちなみにこの機種は、六畳じよう用ようなんだぞっ!?」

「六畳用っ!?」

　驚おどろいたように目を丸くし、やがて、ユニィがおずおずと呟つぶやく。

「その、たった六畳しかない部屋というのは、わたくし、想像がつかないのですが……もしかして、犬小屋にでも使うものなのでしょうか？」

「っておいっ、庶しよ民みんにあやまれっっっ！！！！！」

　……接客中と言うことも忘れてつい叫さけんでしまう、六畳一間アパート暮らしのラウル。そんなラウルのかたわらで、ユニィを見上げたフィノがしれっと通訳した。

「『庶民にあやまれ』、だって」

「ぶ、無礼者っ！」

　そのとたん、あわてたように声を荒あらげ、胸に手を押し当てたユニィが叫ぶ。

「言いがかりはやめて下さい！　わたくし、生まれも育ちもちゃきちゃきの庶民です！　ほら、このように、どこからどう見ても、庶民以外のなにものでもないでしょう!?」

「って、そんな主張する庶民どこにもいねえよっっっ！　ていうか、庶民は懐ふところからぽんと１００万Ｇ出したりしねえし！」

「『そんな庶民いないし、庶民はそんなにお金持ってない』、だって」

「そ、それは庶民に対する偏へん見けんです！　ものの本によれば、偏見というのはよくないものです！　まったく、これだから庶民はっ……」

「たった一行でよくもそこまで華か麗れいな矛む盾じゆんをーっっっ!?」

「と、とにかくっ！　わたくしは、ただの庶民ですっ。それ以上の説明は不要ですっ」

　毅き然ぜんとした口調で言い放つなり、くるりとラウルに背を向けるユニィ。

　どこか不自然な少女の反応に、ラウルは思わず首を傾かしげてしまう。……ユニィさん、いったい何者なんだ？

　上等な服装といい、おっとりとした物もの腰ごしといい、高額の受注品や財さい布ふの大金といい、どこか浮うき世よ離ばなれした言動といい、とりあえず、お金持ちのお嬢じようさまなのは間ま違ちがいなさそうだけど。マジックアイテム好きって言う割には全然詳くわしくないし、それに、どうしてあんなにたくさんの《乾式人造魔力筒ドライ・セル》を注文……っ。

　──不意に中断される、ラウルの思考。

　ラウルのすぐ前を歩く後こう輩はいバイトのフィノ。ちょうど展示のマジカルファンヒーター前を通りかかったとたん、アイテムが吐はき出す温風に少女のスカートがふわりと持ち上がり、ラウルの視線が思いきり吸い寄せられる。

　ラウルの視界の中、黒いニーソがむっちり食い込むやわらかそうな太ももが、付け根の方まで露あらわにっ……。

「これは、何ですか？」

「え、あっ、はいっ！」

　不意に訊たずねてきたユニィに思いきり声を裏返し、あわてて目を逸そらしたラウルが狼ろう狽ばいした口調で応こたえた。

「ええと、それはマジカルハンディマッサージ器っていって、肩かたこりをほぐす……」

「肩こりをほぐすアイテムっっっ!?」

　と、そんなラウルの説明になぜか食いつき、フィノが興奮したように声をあげる。

「すごいっ！　魔王うちの親父も、ずっと肩こりで悩なやんでてっ……」

「って、まお……お前んとこの親父おやじも肩こりするのかよっっっ!?」

「うん」

　思わず叫ぶラウルに、平然とした顔で頷くフィノ。

「親父がいつも着てたカッコいい鎧よろい、先祖代々伝わるヤツだから、微び妙みようにサイズが合ってなくてさ。特に、首回りと肩当ての辺りに変な力が掛かかってめちゃめちゃつらいって、親父がよくぼやいてて……」

「いやまあたしかにアレすげえ重そうだけどっっっ!?」

「でも、制服みたいなものだから、着ないわけにはいかないだろ？　いちおう磁気ネックレスとかつけたりしてたみたいだけど、ぜんぜん効果なくって……」

「ラスボスのくせに鎧の下になんてもんつけてやがるっっっ!?」

「そうは言うけど、親父の肩こりほんとすごかったんだぞっ!?　ちょっと肩をまわしただけで雷らい鳴めいみたいな音がして、気が弱いヤツならそれだけで心臓止まるって感じだったしっ、四天王に全力で揉もませても、オリハルコンみたいに硬かたくなってて全然歯が立たなくってっ……魔法で攻こう撃げきさせたり、ツボに聖せい剣けんを刺さしたり、血行をよくするためにドラゴンブレスであっためたり、マグマに浸つかってみたり、いろいろしたけど全部ダメでっ、ついには、腕うでが肩よりうえに上がらなくなっちゃってっ……」

　言いながら蒼あおい目を伏ふせたフィノが、ぎゅっとくちびるを嚙かみしめて、

「……結局、それが、最さい期ごの戦いにおける親父の敗因になったんだっ……！」

「って、そんな弱点聞きたく無かったわっっっ！！！！！」

　ふるふると拳こぶしを震ふるわすフィノについ叫んでしまうラウル。セアラ店長が魔王を討とう伐ばつ出来たのが、まさか、魔王が四し十じゆう肩かただったからだなんてっ……！




「あの……」

　……と。そんなふたりのやりとりをよそに展示マッサージ器をためつすがめつしてユニィがふと、フィノを見やった。

「わたくしも、職しよく業ぎよう柄がら、肩こりには悩まされていまして……これはいったい、どのようにして使うのですか？」

「あ、はいっ、そのスイッチを入れて……」

「ユニィさん、ここのスイッチ、入れれば良いいみたいだぞ？」

　ラウルの説明を受け、マッサージ器上部のレバースイッチを指すフィノ。

　と、不意に手を止めたユニィが、エメラルドの目をすがめ……ややあって、手にしたマッサージ器をすっと、フィノに差し出した。

「フィノさん……申し訳ありませんが、お願いしてもいいですか？」

「えっ、いいけどっ……」

　とつぜんの申し出にきょとんとしつつ、手て渡わたされたマッサージ器のスイッチをぱちんと入れるフィノ。

　とたんに低い唸うなり声をあげて震えだしたアイテムに、フィノとユニィが目を丸くする。

「っ!?　わあっ、すごい震しん動どうだっ！　オレ様の手もぷるぷるしてるぞっ!?」

「こ、これを、身体からだに押し当てるのですかっ……？」

　フィノの手でパワフルに震えるアイテムを見やり、ユニィがなんだか不安げな顔をして、

「ほ、ほんとうに、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？　なんだか怖こわ……あっっっ！」

　言いかけたとたんマッサージ器を押しつけられ、ユニィが言葉を飲み込んだ。

「ユニィさん、どうっ？　気持ちいいっ？」

「っ、は、はいっ……！」

　ユニィの身体にマッサージ器を押し当てつつ、にこにこしながら訊ねるフィノ。

　顎あごをあげてぞくぞくと身震いしながら、ユニィがフィノの問いに頷うなずいてみせる。

「ぶ、ぶるぶるしてっ……あっ、と、とてもっ、気持ちいいですっ……！」

「ふははっ、オレ様、親父がいつもしてるの見てたから知ってるんだぞっ？　ねえっ、こことかに当てるのも、気持ちいいだろっ？」

　言いながら、マッサージ器を容赦なく動かすフィノ。

「あっ」

　フィノが繰り出したピンポイント攻撃に声を立て、帽ぼう子しからこぼれた髪かみを波打たせたユニィが、とろけるような表情を浮かべて呟いた。
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「そ、そこっ……んっ、ふ、フィノさんっ、と、とても気持ちいいですっ……！」

「っ……」

　こ、これはっ……なんか、そのっ……。

　エメラルドの目を細めて気持ちよさそうな声をあげるユニィに、思わず生なま唾つばを飲むラウル。フィノの手で気持ちいい部分をぐりぐり解ほぐされつつ、ユニィがうっとりと口を開く。

「な、なるほど……こ、これはっ、なかなか、いいものですねっ……」

「ふははっ、気に入ってくれてうれしいぞっ！」

　上々の反応にうれしそうな声をあげつつ、ふと、ユニィからマッサージ器を離はなして。

　満面の笑えみを浮かべたフィノが、ぶるぶると震動するそのアイテムをぽんと、ユニィの手に渡わたした。

「ねえっ、今日買ってくの、これにするっ？　それとも……って」

「っ!?」

　──ぷつん、と。まるで糸が切れたみたいに、ユニィの手中で動かなくなるマッサージ器。

　はっとしたようにアイテムを見下ろすユニィの隣で、フィノが蒼い目を瞬またたかせる。

「あれ、止まっちゃったっ……」

　……冷ひや汗あせを浮かべ、気まずげに呟くフィノ。

　無言のままレバースイッチを切るユニィの前で、ラウルがあわてて声をあげた。

「って、フィノ！　お前、調子に乗ってまた展示器壊こわしたなっっっ!?」

「ふええっ、ゴメンなさいっっっ！」

「ったくっ、これで何度目だよっ……！」

　おろおろしながら謝るフィノを半眼で見やりつつ、ラウルはユニィが展示台に戻もどしたマッサージ器を取りあげて、

「お前、魔力が不安定なんだから展示器の扱あつかいには注意しろって、いつもっ……って」

　ため息交じりにぼやきつつ、確かく認にんのため、レバースイッチをぱちりと動かし……そのとたん、マッサージ器がぶおおんと低く唸った。

「動いたっ！」

　ほっとしたように叫ぶフィノ。

　あっさりと動き出したマッサージ器に、ラウルが目を丸くする。

「……なんだよ、普ふ通つうにスイッチ入るじゃねえか」

　まるで先ほどの不具合なんてなかったみたいに元気に動くマッサージ器を見下ろしつつ、ラウルは思わず首を捻ひねった。

「接せつ触しよく不良かな……？　とりあえず問題なく動いてるみたいだけど、また止まるかもしれないし、いったん下げといて、副店長が復帰次し第だいチェックして貰もらった方がいいかも」

「ユニィさんっ、なんかこれ、不良品だったみたいでっ……ゴメンなさいっ」

「いえ……」

　ぺこっと頭を下げるフィノに、なぜだか少し硬い顔で首を振ふって。

　マッサージ器から目を逸らしたユニィが、やがて、おずおずと申し出た。

「それより、他ほかのアイテムを見せて戴いただけますか？」

「うんっ……あっ」

　と、ユニィの申し出を聞いたとたん、フィノがなにか思いついたみたいに声をあげて、

「そうだっ、ユニィさん、いったいどんなアイテムが欲ほしいのっ？」

「えっ……」

　突然の問いに目を丸くするユニィ。

　そんなユニィを見上げ、フィノがにこにこしながら言葉を続ける。

「ほら、うちのお店いろんなアイテムあるし、ばくぜんと選ぶの大変だろ？　なんとなく希望を言ってくれたら、その通りのアイテム持ってくるぞっ！　ラウルがっ！」

「……いや、ま、いいけど」

　……自信たっぷりに他力本願な発言をするフィノに、思わず目をすがめるラウル。

「ええと……」と言いよどんだユニィが、やがて、遠えん慮りよがちに口を開いた。

「そうですね……魔ま力りよくを使うもので、わたくしが持って帰ることができるサイズでしたらなんでも構いません」

「えっ、なんでもいいのっ!?」

「ええ。種類も値段も気にしませんので、よろしくお願いします」

「分かったっ！　……ねえ、ラウルっ！　ユニィさんが持って帰れるくらいの大きさのアイテムで、うちのお店のオススメって、なにっ？」

「え、あ、ああっ……し、少々お待ちください！」

　フィノの言葉に頷くなり、さっと売場へ目を走らすラウル。

　──なんでもいい。なにか買って帰りたい。種類も値段も気にしない……先ほど少女がレジカウンタに置いた大金を思い出し、ラウルはつい、武む者しや震ぶるいしてしまう。

　……なんだかちょっと変わったお客さんだけど、お金持ちなことはたしかだし、口ぶりからして薦すすめたモノをほぼ確実に買ってくれそうな雰ふん囲い気き。今日はまだロクに売上げもないし、これは、足りない数字を稼かせぐチャンスだ！

　店頭にあるもので、ほどほどに小さくて、値段が高いもの。いったいなにをオススメしよう？　……きょろきょろと売場を見み渡わたしつつ、ふと、ラウルが動きを止めた。

　さきほどアイリに指示して作らせたレオンのＰＢ商品コーナー。その一角でひときわ存在感を放つタブレット型ＭＩＴ端末マジコムに、ラウルの視線が注がれる。




　──『なお、ＰＢ商品の拡かく販はんのため、今月度の社員・店てん舗ぽランキングでは、ＰＢ商品の売上げを特別に五倍カウントとする！』




　全社朝礼での社長の言葉を思い出し、ラウルはごくりと唾つばを飲む。

　……このマジコムの値段は８万Ｇだから、もしも販はん売ばいできれば、五倍カウントで40万Ｇ分の売上成績になる。彼女が持って帰れるサイズの商品ではおそらくこれが一番高いだろうし、ひとつ売っただけで、今日の午前中の売上げノルマは達成できる！

　……けど、これ、本当に売って大丈夫なのか？

「造りが雑」「点つかない」「ベタベタしてる」「カバーの裏に謎なぞの指し紋もんがついてる」……これまでのＰＢ商品の前科を思い出し、ラウルはつい、二の足を踏ふんでしまう。

　……でも、今回のマジコムは造りもしっかりしてるように見えるし、箱に表記されたスペックも悪くない。いや、むしろ他メーカーのものより良いくらいで、うちのＰＢ商品という致ち命めい的てきなマイナス要素さえなければ、ラウルだってうっかり欲しくなってしまうようなシロモノだ。

　社長も「これからはＰＢ商品に力を入れる」って言ってたし……自分に言い聞かせるように、ラウルは胸中で呟つぶやく。今度こそきっと、ちゃんとした商品に違ちがいない。……よし、これを案内しよう！




「お待たせしましたっ！」

「ラウルっ！」

　マジコムの箱を抱かかえて駆かけ戻ったラウルを待ちわびていたように声をあげ、ユニィを見上げたフィノが口を開く。

「ユニィさんっ、このアイテムが、うちのオススメだそうだぞっ！」

「はいっ！」

　フィノの言葉に同意しつつ、ラウルがマジコムの箱を提示した。

「こちらは本日入荷したばかりの新製品で、当社のプライベート・ブランド商品なんですけど……」

「ええとっ、『これは今日入ったばかりの新製品で、当社のスライム・ゲート・グラウンド商品でっ……』」

「他社製のものよりも機能が充じゆう実じつしてるうえ、二割ほど安く……」

「『た、タシャ星の者よりも昨日が充実してるうえ、庭に野菜が……』」

「……分かりました」

　……フィノによる同時翻ほん訳やくでなんだか不思議なことになっている説明もそこそこに。

　マジコムを一いち瞥べつするなり、ユニィが大きく頷いた。




「では、本日は、こちらを戴きましょう……お支し払はらいは、現金でいいですか？」




　　　　＊　＊　＊




「…………」




　……休きゆう憩けい室しつの机の上に長時間放置され、容器の中のスープをこれ以上ないほど吸い取ってスポンジみたいに膨ふくれあがったぶよぶよの麵めん。

　片手に装備した割わり箸ばしで、諦あきらめきれずに容器をかき混ぜていたラウルはやがて、なにかを決意したみたいにふやけきった麵を口へと運び……次の瞬しゆん間かん、絶望の表情を浮うかべて肩かたを落とした。

　さようなら、ずっと楽しみにしてた、とっておきの極上カップ麵っ……！。

　……なんだかもう、すっかりいろいろと諦めた顔で、かつてラーメンだったそれを三角コーナーへ捨てるラウル。

　その脳のう裏りにふと、先ほどのユニィの言葉が過よぎった。




　──『……店長さんなら、ぜったい、こんなことはありませんのに』

　──『わたくし、店長代行さんとは二度とお話ししたくありません』




　フィノが間に入ってくれたお陰かげで、マジコムを販売することが出来たけど……店長のお得意さんだという彼女がラウルに下した厳しい評価は変わらない。

　結局、ユニィは最後まで、ラウルと話すどころか、目を合わせようともせず、会計後もフィノにだけお礼を言って……でもっ！

　凹へこみそうになる気持ちを振り払うように、ラウルは頭を振った。

　どう考えたって本人確認は必要だし、そもそも、控ひかえを忘れた上に身分証も提示できず、そのくせアイテムを渡せだなんて無茶なこと言ってゴネたのはユニィさんの方じゃないか。そんなお客さんのさらなるワガママに付き合って、カップ麵を犠ぎ牲せいにしてまで接客した俺は褒ほめられたっていいくらいだ！

　──今回のことは、たまたま運が悪かっただけ。ラウルはそう、自分に言い聞かせる。

　俺は間違ってない。俺は、なんにも悪くないっ……！




『ラウルっ！』

　──不意に、インカムの向こうからフィノの声。

　やっと休憩に入り直したばかりだっていうのに……思わず顔をしかめつつ、ラウルはしぶしぶインカムへと手を伸のばす。

「『……どうした、フィノ？』」

『うん、いま、本部からマジックフォンが掛かかってきてっ……』

「『……って、お客さんじゃないのかよ。休憩上がったら折り返すって言っといてくれ』」

『でもっ、それがっ、緊きん急きゆう事態だって……』

「『……っ』」

　ああもうっ！　なんなんだよっっっ！！！！？

　……なんだかもう、泣きたいような気持ちになって。

　疲つかれ切った身体からだを椅い子すから起こしたラウルが、インカムのマイクに怒ど鳴なった。

「『分かったよ、いま行くっ！』」




　　　　＊　＊　＊




『──お疲れさまです、ラウルさん。先ほどは店舗発表お疲れさまでした』

「……」

　休憩中に呼びつけられたラウルがマジックフォンに出たとたん、飄ひよう々ひようとした態度で挨あい拶さつする本部社員……今朝方の全社朝礼で司会をしていた店てん舗ぽ支し援えん課かのギル氏。

　思わず無言になるラウルの前で『ところで』と前置きし、ギル氏が話を切り出した。

『──麗うるわしのセアラ店長が魔物インフルで倒たおれられたそうで、わたくしもう、心配で心配で、昼食も喉のどを通らぬようなありさまでして……まあ、幸い朝食はしっかり取ってきたので差し支えないんですけど。そういうわけで、今日の残りの仕事はさっくり部下に押しつけてお見み舞まいに行こうと思うんですが、差し入れはいったい、何が良いいと思いま……』

「……緊急事態って、それですか？」

『──ああ、そうでした』

　……静かな怒いかりに満ちたラウルの質問。そのとたん、ギル氏がたったいま思い出したとでも言わんばかりに声をあげる。

『──じつは、さきほど、ダイナ本店でちょっとした事件がありまして』

「事件？」

『──はい。……ほら、今朝がた店舗に送ったＰＢ商品の中にマジコムがあったじゃないですか。それがですね、ダイナ本店の店長が展示品のスイッチを入れたとたん、ディスプレイからけっこう派手めな火柱とか、出ちゃったそうなんですよ』

「って、火柱っ!?」

『──ええ。なんでも、ちょっとしたお祭りみたいなノリでこう、景気よくぶわっと二メートルくらい吹ふき上がったとか。しかも、魔法構文マジツクプログラムの多重エラーで《魔ま女じよの羽》が生え、自律運動を開始した炎ほのおを吐はくマジコムがあやうく街に放たれるところだったそうで……』

「なんですかその殲せん滅めつ兵器はっっっ！！！！？」

　思わず叫さけぶラウル。受話器の向こうでギル氏がやれやれと嘆たん息そくして、

『──まあ、幸いにしてすぐスイッチを落とすことが出来たため、ダイナ本店の天てん井じようが少々焦こげたのと、店長の髪かみが焼失する程度の被ひ害がいで済んだそうなんですが……念のため在庫を調べたところ、他の個体もすべて同様の症しよう状じようを示したそうで。まあ、つまりは仕様ということですね』

「って、それ、仕様で済まされる問題なんですかっ！！！！？」

『──新ジャンル・バーベキューも出来ちゃうマジコム』

「ギルさんっっっ！！！！！」

『──やだなあ、冗じよう談だんです』

　あっけらかんと言い放ち、ギル氏が言葉を続けた。

『──まあ、そう言うわけで、早急に売場から下げて欲しいんですよ。……まあ、ぶっちゃけあんな見るからに怪あやしいうちのＰＢ商品がそうそう売れるとは思わないんで、べつにそんなに急がなくてもいいとは思うんですが、上からの指示なんで、ひとつ、よろしくお願いします。ええと、型番は……』

　いかにもやっつけな口調で説明しつつ、該がい当とう商品の型番を口にするギル氏。

「って……」

　──なんだか覚えのあるその型番を聞いたとたん、受話器を握にぎるラウルの手が震ふるえ出した。




「……俺、ついさっき、それ、お客さんに売っちゃったんですけど」




　──本日入荷したばかりのＰＢタブレット型マジコム……間違いない、ラウルがいましがた店長のお得意さん、ユニィに販はん売ばいした例のアイテムだ！




『──うわあ』

　……ややあって、受話器の向こうから聞こえてくる、若じやつ干かん引いたような声。

『──……ラウルさん、よくあんなもの、お客さんに勧すすめられますね。わたくし、ちょっとびっくりしたというか、正直、若干引いたというか……』

「って、本部が売れって言ったんじゃないですかっっっ！！！！！」

『──とにかく、いますぐお客さんに連れん絡らくして、速すみやかに回収して下さい』

　思わず叫ぶラウルの言葉を受け、めずらしく真しん剣けんな声でギル氏が指示を出す。




『──あのアイテムは非常に危険です。……もしもスイッチを入れられてしまったら、うちの会社は、おしまいです』




　　　　＊　＊　＊




　ちくしょうっ、本部めっ！　この人手の足りない時にとんでもない商品送り込んで来やがってっっっ！！！！！




　……本部からの連絡を受けてすぐレジ端たん末まつを叩たたき、ユニィ・アウザスの顧こ客きやく情報を調べたラウルだったものの、連絡先マジックフォンは未登録。万が一、すでに問題の商品が起動ブートしてしまっていたことを考えて剣けんを帯び、ユニィの住所をメモした紙と返金分の８万Ｇが入ったレオンのロゴ入り封ふう筒とうを握りしめ。勢いよく店を飛び出したラウルは竜りゆうタクシーを拾う余よ裕ゆうもなく、王都の街中を全力疾しつ走そうする。




　……まったく、とんだ尻しりぬぐいだっ！　息せききって走りつつ、ラウルは辺り構わずわめき散らしたいような気持ちになってしまう。会社が売れって言った商品を言われたとおり売っただけなのに、どうして俺がこんなことしなきゃならないんだっ!?　俺がいったい何をしたっていうんだよっ!?　ほんと、理り不ふ尽じんにもほどがあるっ！　でもっ……くそっ！　頼たのむ、どうか間に合ってくれっっっ！

　心の中で念じつつ、まるで苛いら立だちを叩きつけるみたいに全速力で走るラウル。いくら元勇者志望とはいえ、酸欠で頭はくらくらし、きりきりと痛む肺はいまにも破れそうだ。それでも、いまは走るしかない。ユニィさんの安全と、お店のためにっ……！

　もうすぐだっ！　手の中のメモをちらりと見やり、ラウルは己おのれを鼓こ舞ぶする。

　次の曲がり角を曲がればすぐ、目的のっ……って。




「ええと……」

　慣性の法則につんのめりながら、角を曲がって。

　顔を上げたラウルは住所が書かれたメモを手に、ぽかんと口を開いた。




「ここ、だよな……」




　──目の前にそびえる高い城じよう壁へきと、巨きよ大だいな門。そして、壁かべ向こうに見える、エヴァレッド連合王国の首都たるこの王都のシンボル、エクスレディア城……って、なんで俺、王城の前に来ちまってるんだよっっっ!?

　……くそっ、なんだよこれっ、いったいなんのイタズラだっ!?

　城壁の前でぼうぜんと立ちつくしつつ、ラウルの頭にふと、ある考えが過よぎった。




　──『１００万ゴールドなど、国家予算に比べればフェアリーの涙なみだも同然です』

　……脳のう裏りに甦よみがえる少女の言葉。ユニィと名乗った少女の上等な服装や、おっとりとした物もの腰ごし。高額の受注品や財さい布ふの大金に、どこか浮うき世よ離ばなれした言動。

　そういや、御おん歳とし十六になられるこの国の世よ継つぎの王女様はとんでもない美少女で、名前はたしかユニーティアって……い、いやっ！




「ま、まさか、そんなわけないよなっ!?」

　あまりに馬ば鹿かげた推量を払はらうように、ラウルはぶんぶんと頭を振ふる。

「そ、そうだっ、きっと、城に住み込みで働いてる下働きの女のコかなにかに決まっててっ……け、けどっ、城勤めって給料いいんだなっ！　ほんとっ、羨うらやましい限りでっ……」

　うんうんと頷うなずきつつ、ラウルは必死で、自分にそう言い聞かせ……と。

「お前、そんなところでなにをしているっ！」

「っっっ!?」

　不意に背中に飛んできた声に文字通り飛び上がり、あわてて振り向くラウル。

　不ふ審しんそうにこちらを睨にらみつける巡じゆん回かい中の衛兵に、ラウルは思わず両手を上げた。

「あっ、お、おれっ……僕はええとっ、そのっ、こ、ここに住んでる？　ユニィさんって方に、用があってっ……」

「ユニィ……」

　ラウルの言葉を反はん芻すうし、にわかに表情を強こわ張ばらせた衛兵が握りしめた槍やりを構え、

「この城でユニィ様と言えばおひとりしかいない！　貴様、王女になんの用だ!?」

　……って、や、やっぱりそうなのかよっっっ！！！！？




「おい、どうしたっ!?」

　と、騒さわぎを聞きつけるなり、あちこちからわらわらと駆かけつけてくる衛兵たち。

　そのうちのひとりがラウルの腰こしの剣に目を留め、大きな声を出す。

「って、おいっ、こいつ、剣持ってるぞっ!?」

「えっ、い、いやっ、これはっ……」

「武装して城の周囲をうろつくとは怪しいやつ！」

「さては、例の不審者どもの仲間だなっ!?」

「って、ちょっ、不審者っていったいなんの話っ……痛っ！」

　不意に腕うでに走った鈍にぶい痛みに、思わず悲鳴をあげるラウル。

　ラウルの腕を乱暴に摑つかんでねじり上げた衛兵が、険しい表情で口を開いた。

「さあ、こっちに来い。──じっくりと、話を聞かせてもらおうか」




　　　　＊　＊　＊




「──だからっ、違ちがうんだってっっっ！」




　──門もん塔とうの中に設しつらえられた衛兵たちの詰つめ所。

　粗そ末まつな椅い子すに座らされ、数人の屈くつ強きような衛兵たちにまるきり犯罪者扱あつかいで取り囲まれつつラウルは必死に訴うつたえる。

「俺は城下のマジックショップの店員でっ！　ユニィさんが買ってった商品に不具合があってっ！　それを知らせにっ……」

「噓うそをつくなっ！」

「貴様っ、こないだから城の周りをうろついてる不審者どもの一味だろっ!?」

「こちらが厳げん戒かい態勢なのも知らずにのこのこ現れたのが運のツキだっ！」

「だから、不審者ってなんのことだよっ!?」

　大声で怒ど鳴なったラウルが、ぶんぶんと大きく頭を振った。

「噓なんてついてないっ！　俺は、ユニィさんがうちの店に登録してった住所に来ただけなんだってっ！」

「じゃあ、どうして帯たい剣けんしてるんだっ？」

「だから、さっきから言ってるだろっ！　ユニィさんに販売したエラーアイテムが暴走する危険があるから、念のためにっ……」

「なら、この封筒の８万ゴールドはどう説明するっ？」

「報ほう酬しゆうかっ!?　おいっ、いったい誰だれに頼まれたっ!?」

「それはユニィさんが買ってったアイテムの返金分っ！」

　苛立ちに拳こぶしを握りしめ、ラウルが思いきり声を荒あらげる。

「ていうか、本当に一刻を争う緊きん急きゆう事態なんだってっ！　あのマジコムのスイッチを入れられたらとんでもないことになるんだっ！　王女だかなんだか知らないけどっ、とにかくっ、いますぐこの城のユニィさんって方に確かく認にんをっ……」

「そんな戯たわ言ごと、いちいち取り合ってられるかよ」

「……おい、ぼうず。いいから、素す直なおに泥どろを吐はくんだ」

「だからっっっ！！！！！」

　なにを言っても信じてもらえないもどかしさに憤ふん慨がいするラウル。

　……と、さっきからラウルの財布を検分していた衛兵が、あきれた顔で嘆たん息そくした。

「……こいつの財布、コンビニのレシートばっかだぜ。ちゃんと自じ炊すいしてんのか？」

「べ、別にいいだろっっっ!?」

「あとは、レンタルＭＶＤ屋の会員証と、ドラゴナルドバーガーのクーポンと、レジェンドオブラーメンの割引券と……おっ、中古武器屋ウェポン・オフのポイントカードだ」

「おい、けっこうポイントついてるじゃねえか」

「武器屋に出入りしてるとは、いっそう怪あやしいな……」

「って、それは買ったときじゃなくっ、生活費の足しに剣を売ったときついたポイントっ！　ほらっ、最終更こう新しん日が一年以上前だろっ？」

「って、おい……!?」

　──不意に、息を吞のんで。

　目を丸くした衛兵が、ラウルの財布からなにかをつまみ出した。

「この学生証っ……こいつ、勇者予備校出身だぞっ？」

「っ……！」

　男が取りだしたのは、ラウルの顔写真が入った勇者予備校時代の学生証。首席で卒業したラウルがずっと、未練がましく財布に入れていたカード……思わず表情を強張らせるラウルの前で、衛兵たちがわっと色めきたつ。

「勇者予備校出……なるほど、食い詰めて犯罪に走った勇者浪ろう人にんか」

「しかも武装してるときたら、クロで間違いないな。おおかた、勇者制度廃はい止しに同意した王族を逆さか恨うらみして復ふく讐しゆうしに来たってとこだろ？」

「これで決まりだ。よし、じゃあ、さっそく警察に……」

「だから！　いまはもう勇者浪人じゃなく、マジックショップの店員なんだってっ！」

　なんだか不ふ穏おんな流れに、あわてて抗こう議ぎするラウル。

　そんなラウルを見下ろし、衛兵のひとりがにやにやしながら口を開いた。

「……まあ、ほんとに勇者予備校出てマジックショップで働いてるってんなら、それはそれで傑けつ作さくだけどな」

「っ……」

　小こ馬ば鹿かにしたような衛兵の物言いに、思わずぴくりと反応するラウル。

　べつの衛兵が、からかうように肩かたをすくめてみせる。

「しかし、ほんと、勇者制度が廃止されてよかったよ」

「ああ、こいつみたいな勇者浪人や元勇者のごろつき野や郎ろうどもを見ると、勇者なんてのを国の金で養ってたってのが、信じられねーぜ」

「そりゃあしかたねーわ。俺たちみたいに下積みからスタートして厳しい訓練を受けてきたワケじゃねーんだ。試験に受かりゃ若造だってなれんだから質も知れてんだろ？」

「勇者予備校なんて、しょせんはガキの遊び場だしな」

「いや、むしろ、勇者浪人って名の犯罪予備軍の育成機関ってとこか？」

「ははっ、そいつはいいや」

「っ……お前らっ！」

　勇者を馬鹿にしてゲラゲラと笑う衛兵たちを前に、ラウルはぎりぎりと歯がみする。くそっ、こいつら、大人しくしてればいい気になりやがってっ……！

　……そりゃあ、たしかに、一部の勇者の実態は魔ま人じんと裏で取引して利権を貪むさぼるくらい腐ふ敗はいしてたけど、すべての勇者がそうだったワケじゃない！　ただ蹂じゆう躙りんされるだけだった人間と魔人の力関係が逆転したのだって、それまで自らの命も顧かえりみず戦って死んでった大勢の勇者たちのお陰かげなのに、こいつら、魔人の脅きよう威いがなくなったとたんに勇者をっ……俺たちが真しん剣けんに目指してた夢を馬鹿にしてっ、俺たちの母校まで貶おとしめてっ……！

「──お前らっ、いったい誰のお陰で平和に暮らせてると思ってんだよっ!?」

　腹の底から沸わき上がるような怒いかりと悔くやしさに耐たえきれず、周囲の衛兵たちを睨ねめつけたラウルが、ありったけの力を込こめて叫さけんだ。

「お前らの仕事なんざ、せいぜい城の庭に紛まぎれ込んだＦランのスライム潰つぶしたり、今日みたいに適当に捕つかまえた市民いびって得意になってるだけだろっ？　ただの一度だって、危険度ＡランクやＳランクの魔物とガチで戦ったことがあるのかよっ!?」

「っ!?」

　ラウルの言葉にさっと顔色を変える衛兵たち。

　しかし、はらわたを煮にえくりかえらせたラウルは、さらに大声で言い募つのる。

「お前らが馬鹿にしてる勇者はな、ロクに実戦経験もない平和ボケしたお前らなんざ比べものにならないくらい強いんだっ！　なんたって、お前らみたいな一いつ般ぱん人を守るため、毎日命を賭かけて魔物や魔人と戦ってたんだからなっっっ！」

「……へえ」

　……ラウルを取り巻く屈強な衛兵たちの間に、にわかにみなぎる殺気。

　はっと我に返ったラウルはつい、ひくひくと表情を引きつらせる。……って俺っ、このシチュでなに自分から煽あおってんだよっっっ!?　馬鹿じゃねえのっっっ！！！！？

　……案の定。こめかみに血管を浮かびあがらせた衛兵のひとりがラウルを見下ろし、怒ど気きをはらんだ声で呟つぶやいた。

「……そこまで大口叩たたくなら、元勇者予備校生さんの腕を見せてもらおうか」

「へっ？」

　衛兵の言葉に、思わずマヌケ声をあげるラウル。

　そんなラウルを囲みつつ、酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた他ほかの衛兵たちも口々に同意した。

「そりゃあいい！　ぼうず、ちょっと、俺たちと遊んでくれよ？」

「せっかく、立派な剣けんを持ってるみたいだしな」

「俺たちとは比べものにならないくらい強い勇者サマを目指してたんだろ？」

「って、いやっ、お、俺っ、そんな場合じゃっ……」

　くそっ、面めん倒どうなことになっちまったっ……！

　冷ひや汗あせを浮かべつつ、あわてて首を振ふるラウル。しかし、既すでに遅おそく……前門の衛兵、後門の衛兵。逃にげようとしてもリアル「しかし、まわりこまれてしまった！」状態だ。

「──そうだな」

　目の色を変えて騒ぐ衛兵たちを見やり、リーダーらしき男が面おも白しろそうに笑う。

「もしも貴様が勝ったら、特別に上に取り次いでやってもいいぞ？」

「っ……」

　思いもよらぬその提案に、ラウルは思わず息を吞んで。




「……約束だぞ？」

　やがて、すっと目を細めたラウルが、低い声で応こたえた。




　　　　＊　＊　＊




　エクスレディア城の敷しき地ち内、詰め所になっている門塔の前に設しつらえられた訓練スペース。

　数人のギャラリーの前で屈強な衛兵と対たい峙じしつつ、ラウルはくちびるを嚙かみしめる。

　売り言葉に買い言葉で後先考えず挑ちよう発はつしたものの、こいつら、相当訓練されてる。鎧よろいからのぞく筋骨隆りゆう々りゆうの手足や、毅き然ぜんとした身のこなしを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんで……きっと、煽られた腹いせに俺を負かして痛い目に遭あわせ、改めて、勇者予備校出の俺を笑いものにしてやろうって算段なんだ。

　……でも、ま、あそこで延々と押し問答してるよりはマシだったかもな。

　ゆっくりと呼吸を整えつつ、ラウルは心の中で独りごちる。

　こいつに勝てばちゃんと上に取り次いでもらえるってんなら、やるしかない。ユニィさんのためにも、お店のためにも、販はん売ばいしたエラーアイテムは早急に回収しないといけないし、バイトふたりに任せて抜ぬけてきた店のことだって気になる。……こいつらがほんとに約束を守ってくれるかどうかは分からないけど、でも、他に選せん択たく肢しは無いんだ！




「ぼうず、ハンデはいるか？」

　にやにやしながら見下ろしてくる衛兵に、ラウルがぎゅっと剣の柄つかを握にぎりしめる。

「……こっちこそ、手加減なしでいいんだな？」

「手加減？　出来るもんなら、してみろよ？」

　まるで馬ば鹿かにするように鼻で笑ってみせる衛兵。

　すっと目をすがめたラウルが、剣にさらりと指を走らせた。




「──……《起動ブート》っ！」

「っ!?」

　文字通り瞬またたく間まにラウルの剣を覆おおいつくす、青白く輝かがやく緻ち密みつな《魔法回路サーキツト》。

　さっと顔色を変える衛兵の前に魔力を帯びた剣をかざし、ラウルが動く。

「くそっっっ！」




　──勝負は、一いつ瞬しゆんで終わった。




　突とつ進しんするラウルに動どう揺ようした衛兵が突つき出した剣。その切っ先を柄で弾はじき上げるなり、ガラ空きになった胴どう体たい目め掛がけて袈け裟さ懸がけに斬きり掛かるラウル。

　輝く刀身が触ふれたとたん、まるで紙のように切り裂さかれた鎧が男の身体からだから外れ、硬かたい音を立てて石いし畳だたみを転がった。




「なっ……」

「馬鹿なっ、天狼シリウス合金の鎧がっ……!?」




　あまりに一方的な展開を前に、啞あ然ぜんと呟く衛兵たち。

　魔法を帯びた剣を握りしめたまま、ラウルが拍ひよう子し抜ぬけしたように目を瞬かせる。

　って、なんだよ、こいつら、見た目よりぜんぜんたいしたことないっていうか……なんだかすっかり肩すかしを食らった気分で、ラウルは独りごちた。城の兵士ってのは、こんなものなのか？　これなら、こいつらがさんざん馬鹿にしたマジックショップで働いてる俺の方が、だんぜん強いじゃないかっ！

「おいっ、いまの、魔法かっ!?」

「こいつっっっ！！！！！」

　その面おもてに焦あせりの色を浮かべ、抜き身の剣を手にしてラウルを囲む衛兵たち。

　そんな彼らを醒さめた目で一いち瞥べつし、魔法剣を下段に構えたラウルが口を開いた。




「──こっちは急いでるんだ。なんなら、まとめてかかってこいよ！」




　……と。




「……おい、お前ら、なにを騒さわいでるんだ？」

　……不意に、ラウルの背後から聞こえてくる軽い声。

　そのとたん、ラウルを囲んでいた衛兵たちが剣を下ろし、さっと敬礼する。

「「「「「り、竜りゆう騎き士しどのっ！！！！！」」」」」

「り、竜騎士っ!?」

　ラウルが思わず振り返った、その瞬間。

　竜騎士と呼ばれた鎧姿の少年が、驚おどろいたように声をあげた。




「って、お前っ、ラウル・チェイサーじゃないかっ!?」




　　　　＊　＊　＊




「──災難だったな、ラウル・チェイサー」

　落ち着いた色をした上等な仕立ての騎兵服と、きらびやかな白銀の鎧。

　ラウルの肩かたをぽんぽんと気安く叩きつつ、竜騎士の少年が口を開く。

「実は、ちょっと前から城の周囲で不ふ審しんな連中がうろついててさ、つい先日はついに城じよう壁へき越こえて不法侵しん入にゆうしようとしやがって。ま、さいわい未み遂すいで済んだんだが、肝かん心じんの連中は取り逃がしちまって……お陰でうちの城の衛兵、厳げん戒かい態勢でトゲトゲしてるんだよ」

「お前、勇者予備校で同じクラスだったっ……ええとっ……」

　とつぜん現れた竜騎士の口くち添ぞえで、衛兵たちの尋じん問もんから解放されて。思わず声をあげたものの、肝心の名前が出て来ず……そのまま口ごもるラウルを横目に竜騎士が苦く笑しようした。

「俺はタスク・コンフリクト。……まあ、首席のお前が俺みたいな雑ざ魚このこと、覚えてるワケないよな。……ていうか、むしろ視界にすら入ってない感じ？」

「い、いやっ、そのっ、ちょっとど忘れしてただけでっ……」

「いいっていいって。俺、あそこじゃ落ちこぼれで、成績もパッとしなかったしな」

「落ちこぼれって、お前、立派に竜騎士になってるんじゃねえか！」

　竜騎士の言葉に、ラウルは思わず声をあげる。

　白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包み、翼よく竜りゆうを操あやつる王室直属の竜騎士団はエリート中のエリートで、エヴァレッド王国の象しよう徴ちようとも呼ばれる存在。非招集時には自分の裁量で動く権限を持ち、魔ま人じん領へ足を踏ふみ入れることさえ許されていて、勇者制度が廃はい止しされた今では、かつての勇者に一番近い存在だ。

　ていうか、竜騎士って……いかにも軟なん派ぱで浮うわついた雰ふん囲い気きの元同級生を前に、ラウルはなんだか胸がちりちりするような感覚を覚えてしまう。

　勇者予備校の同級生でラウルが名前を覚えてるのは、上位の数名くらい。つまり、こいつはそれより下ってことで……そんな程度の実力で、竜騎士になったのかよっ……。

「……って、やめてくれよ。竜騎士なんてのは家いえ柄がらだけだって」

　そんなラウルの羨せん望ぼうのまなざしに気づいてか、竜騎士が自じ嘲ちようするように肩をすくめる。

「貴族の家に生まれた時点で将来決まってて、実力なんてまるで関係ナシ。そういうのに反発して、親父に無理言って勇者予備校に行ってみたんだけど、けっきょくはお前みたいなやつを見て、自分の才能のなさを痛感しただけだったよ」

　軽い口調で言いつつ、竜騎士がニヤリと笑い、

「……ぶっちゃけ、かなりイケてたぜ、ラウル・チェイサー」

「っ……」

　竜騎士の言葉にプライドをくすぐられ、ラウルは少しだけいい気分になる。……自分より成功してる同級生を見るのは複雑な気分だけど、ストレートに褒ほめられれば悪い気はしない。……と。

　ふと、思い出したように、竜騎士が口を開いた。

「ところでお前、どうして衛兵なんかに捕つかまってたんだ？」

「へっ……」

　竜騎士の言葉に、ラウルは一瞬、ぽかんとして……、




「……って、忘れてたっっっ！！！！！」




　刹せつ那な、声をあげたラウルが竜騎士に摑つかみ掛かり、事の次し第だいをまくしたてた。




「──って、おいっ、それ、おおごとじゃないか！」

　ラウルの話を聞いたとたん顔色を変え、竜騎士があわてたように叫さけぶ。

「大変だっ、すぐ、ユニーティア様に知らせないと！」

「で、でもっ、どうやってっ……」

「ああ、任せとけって！」

　思わず言い募つのるラウルの前で胸を叩たたき、竜騎士の少年が声をあげた。

「俺たち竜騎士の主な仕事は王族の警護……こう見えて俺、ユニィーティア様の護衛任されてんだぜ？」




　　　　＊　＊　＊




「竜騎士どの、お疲つかれさまですっ！」

「ああ、ご苦労」

　顔を見るなり頭を下げる衛兵や使用人たちにに鷹おう揚ように返しつつ、王城の中を早足で進む竜騎士。とても同じ歳としとは思えない堂々とした姿に、レオンの制服姿で後を追うラウルは思わず縮こまってしまう。

「……お前、顔パスかよ……」

「ま、親父おやじの七光りってやつだけどな」

　すっかり気後れし、舌を巻くラウルに苦笑しつつ、肩をすくめてみせる竜騎士。……そう言えば、竜騎士になれるのは貴族の中でもとりわけ名門だけと聞く。よく知らないけど、こいつの親はさぞかし名のある人物なんだろうなと、ラウルはちらりと思った。




「──さ、着いたぜ」

　竜騎士に案内されたのは、城の後部に設しつらえられた居館の四階。赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた長い廊ろう下かの奥まったところにある、大きな扉とびらの前。

　目の前の重厚な扉を見上げ、ラウルが思わず声を洩もらす。

「って、ここ、もしかしてユニィさ……王女様の部屋っ……」

「ああ」

　肩かた越ごしにラウルを見やり、あっさり頷うなずく竜騎士。

「ここは王族の生活空間で、本当ならごく限られた人間しか出入りを許されないんだけど、職しよく業ぎよう柄がら……っつーかお家柄？　俺も少しは融ゆう通ずうきくんだ。ユニーティア様との面会だなんて正式な手続き踏んでたら半月は掛かっちまうし、それじゃあとても間に合わないだろ？　ま、お前ならクソ真ま面じ目めってのは分かってるし」

「サンキュ、助かった！　ええとっ……」

「……俺はタスクだって。いや、いいんだけど」

　またもや名前に詰まるラウルの前で嘆たん息そくし、竜騎士の少年が腕うでを持ちあげる。

「……ま、でも、なんとか間に合ったみたいで良かったぜ。──王女様、失礼しま……」




　かしこまった声をあげ、竜騎士が扉をノックしようとしたその時。

　ドラゴンオークの一枚板で作られた厚い扉の向こうから、不意に、くぐもった少女の悲鳴が聞こえた。




「「っ！！！？」」

　反射的に視線を交かわすなり扉を開け、王女の部屋に勢いよく飛び込むラウルたち。

　その瞬間、まばゆい光に目を灼やかれ、ふたりは思わず声をあげた。

「ユニィさんっ！」「ユニィーティア王女っ！」

「っっっ！！！！！！？」

　──ベランダに面した大きな窓から差し込む強い日差しと、光の中にたたずむ、透すきとおるような髪かみをした少女の姿。

　すらりとした長い手足に、ふっくらと盛り上がったやわらかそうな胸。きゅっとしまったウエストからヒップに掛けての魅み惑わく的なライン……ラウルたちの視界に、長い髪と清せい楚そな下着で申し訳程度に隠かくされた極上の肢し体たいが映り込む。




　エメラルドの瞳ひとみを丸くしてこちらを見やる、おそらく着き替がえの真っ最中の少女。

　予期せぬ光景にぽかんと立ちつくすラウルたちの前を、彼女の悲鳴の原因と思おぼしき小さなメタルネズミが、さっと横切って……。




　──しばしの、沈ちん黙もく。

　程ほどなくして、両手で身体からだを隠したユニィがあらためて、大きな悲鳴をあげた。




「「し、失礼しましたっっっ！！！！！」」
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　声を揃そろえて叫ぶなり、弾はじかれたような勢いで部屋を飛び出すラウルと竜騎士。

　たったいま閉めたばかりの扉にもたれて息をつき、やがて、どちらともなく口を開く。

「み、見たかっ……」

「ああっ……」

　互たがいに顔を見合わせて頷きつつ、動どう揺ようした声で、ラウル。

「お、俺たち、捕まるのかなっ……」

「っ、ヘタしたら終身刑けいものだぜっ……でも、正直、悔くいはないな……」

「た、たしかにっ……」

　……ユニィさん、もといユニーティア王女のロイヤルな裸ら体たいを思い出し、ラウルは思わず生なま唾つばを飲み込んでしまう。いま見た光景、当分忘れられそうにないっていうか……。

　……と。




　不意に、ラウルたちの背後で、ドアノブが回まわる音。

　あわてて身体を起こして振ふり返ったラウルたちの前で、王女らしいドレスに身を包んだユニィが、頰ほおを赤らめたまま訊たずねた。







「──あ、あなたたち、いったい、なんの用ですかっ？」




　　　　＊　＊　＊




　かちゃり、と、いまどきめずらしい、魔ま力りよくを使わないタイプの古風な鍵かぎをまわして。

　プラチナブロンドの髪を揺ゆらして振り返った少女の前で、竜りゆう騎き士しの少年が頭を下げる。

「ユニーティア王女っ、先ほどは、大変な非礼をっ……」

「……いえ」

　平身低頭して詫わびる竜騎士の少年に、そっと首を振って、

「あなたは、悲鳴をあげたわたくしを心配してくださったのでしょう？　ご苦労さまでした、タスク」

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべて少年をねぎらい、「それより」、と呟つぶやいたユニィが、ラウルを強く睨にらみつけた。

「──店長代行さん、どうして、あなたが、ここに……？」

　警けい戒かいするようなまなざしと、不ふ機き嫌げんさをまとった冷たい声。

　手足が冷たくなるのを感じつつ、ラウルがおずおずと口を開く。

「いえ、そのっ、じつは、先ほど販はん売ばいしたアイテムの件でっ……」

「……なるほど」

　ラウルの言葉に、エメラルドの目をすがめるユニィ。

「ものの本で読んだことがあります。つまり、アフターサービス、というものですね」

「あ、いえ、そういうわけじゃ……」

「……あいにくですが、間に合っています」

　言い募るラウルの言葉をさえぎって、ユニィが首を振った。

「件くだんのアイテムは、なんの問題もなく使えています。特に困ったこともありませんし、あなたの手助けなど、いっさい必要ありません」

「って、なんの問題もなく使えてるっ!?」

「ええ」

　思わず目を丸くするラウルに頷き、かたわらの机を指すユニィ。そこには、箱から出されたタブレット型マジコムが、机と角を揃えるようにきっちりと置かれている。

「つい先ほどまで使っていたのですが、少々疲れたので、たったいまスイッチを切ったところです。……それが、どうかしましたか？」

「いや、でもっ……」

　……って、どういうことだっ!?　ユニィの言葉に、ラウルは当とう惑わくしてしまう。ギルさんは、本店在庫の全すべてに同じ症しよう状じようが出たって言ってたけど……もしかして、うちの在庫だけロットが違ちがったとか？　でもっ……。

「さあ、お引き取りください、店長代行さん」

　強い口調で言い放つユニィの前で、ラウルは逡しゆん巡じゆんした。

　……いくら不具合が出てないからといって、安全とは限らない。問題の症状が再現されなくても、違うところでより深刻な不具合が出る可能性だってある。

　けど、お客さんがすでに使用されてるアイテムに対して、危険だから返品してくださいなんて言いにくい。特に、販売時にトラブルがあったお客さんなら、尚なお更さらでっ……くそっ、本部めっ！　俺は悪くないのにっ、なんでこんなことっ！




「あ、あのっ……」

　……ついに、覚かく悟ごを決めて。小さく息を吸ったラウルが、思い切って切り出した。

「じつは、そのアイテム、不具合で回収が掛かかってまして……もし、現状で問題が出ていなくても、返品をお願いしたいんです」

「不具合っ……」

　ラウルの言葉に表情を強こわ張ばらせ、考えこむように目を瞬またたかせるユニィ。

　……やがて、少女が、静かに頭を振った。

「……お断りします」

　絹糸みたいな髪を揺らし、きっぱりと断るユニィ。

「これは、わたくしが買ったのですから、もう、わたくしのものです」

「で、でもっ、危険なんです！」

　取りつく島もない少女の態度に、ラウルはさらに言い募った。

「この商品、とてもお客さまに販売できるものじゃなくってっ……戴いただいたお金は返金しますから、お客さんの安全のためにも回収させてくださ……て、あれっ？」

　言いながら机のマジコムを見やり……ふと、ラウルは目を丸くする。

　──画面に触ふれて操作するタブレット型マジコムは、輸送時の画面保護のため不ふ透とう明めいなシートが貼はられてる。当然、貼ったままでは操作出来ないから、使う前に剝はがす必要があるのだけれど……ユニィのマジコムには、保護シートがそのまま残ってて。

　……使ったあと、また貼り直したのか？　思わず、ラウルは首を傾かしげてしまう。でも、いったい、なんのために……？




「ぶ、無礼者っっっ！」

　マジコムへ手を伸のばすラウルを見やり、動揺したように叫さけぶユニィ。

「わたくしのアイテムに触れてはなりません！　タスク、店長代行さんを止めなさい！」

「はっ！」

　ユニィの命令を受けたとたん、竜騎士がラウルに駆かけ寄った。

「っ!?」

「悪いな、ラウル・チェイサー」

　マジコムを取りあげたラウルの腕を捻ひねりあげ、マジコムを奪うばおうとする竜騎士。

　ラウルがその手を払はらった瞬しゆん間かん、竜騎士の指先が、マジコムのスイッチに触れる。




　──ブンッ……という小さな起動音とともに、マジコムの画面に浮かぶロゴマーク。




　刹せつ那な、ラウルの頰を、熱い風が撫なでたかと思うと、

　マジコムの画面から噴ふき上がった炎ほのおが、竜騎士の身体を吹ふき飛ばした。




「「っっっ！！！！？」」

　炎に赤く染まる部屋の中、あっという間もなく壁かべにぶつかって崩くずれ落ちる竜騎士の少年。

　声にならない悲鳴をあげたユニィが、その場にふらりとへたりこむ。

「くそっっっ！」

　ぬるりとした質感の《魔ま女じよの翼つばさ》を伸ばし、ユニィの部屋の天てん井じよう近くまで一気に舞まい上がるマジコム。舌打ちとともに、ラウルが腰こしの剣けんを抜ぬいた。

「──……《起動ブート》っ！」

　一気に斬きりかかろうとしたラウルを襲おそう炎の渦うず。身軽に避よけたラウルを追つい尾びするように向きを変え、マジコムがさらなる炎を吐はく。

　……しかし、ラウルの剣の方が早い！

　目の前に置かれた高そうな机を踏ふみつけて、頭上のマジコムを横よこ薙なぎするラウル。

　魔法を帯びたラウルの剣が、渦を巻く炎を真っ二つに切り裂さいて、

　本体ごと魔法構文マジツクプログラムを破は壊かいされたマジコムが光を失い、絨じゆう毯たんの上に落ちた。




「おいっ、大だい丈じよう夫ぶかっっっ！」

　ぶすぶすと煙けむりをあげるマジコムの残ざん骸がいをまたぎ、ユニィたちの方へ駆け寄るラウル。竜騎士の脈を確かく認にんし、ラウルはほっと息をつく。……どうやら、大事はなさそうだ。

「ユニィさんっ！」

　真まっ蒼さおな顔で座り込む少女を振り返り、ラウルは思わず声を荒あらげた。

「どうして問題なく使えただなんてっ……いや、スイッチ入れただなんてウソをっ!?　もしもユニィさんひとりの時に起動してたらっ、いったいっ……っ!?」




　──不意に、鍵の掛かった扉とびらの向こうから激しいノックの音。

　思わず言葉を飲むラウルの前で、はっと顔色を変えたユニィが言い幕る。




「……隠かくれてください！」

「へっ……」

「店長代行さんは、この状じよう況きようをいったいどう言い訳なさるおつもりですかっ？」

　マジコムの炎に焙あぶられ焦こがされた室内を指し、強い口調で訊ねるユニィ。

　その言葉にあわてて頷うなずくなり、気絶した竜騎士の腕を摑つかんだラウルが、部屋の奥の方に設しつらえられた絢けん爛らんなダブルソファの後ろへすべり込んだ。




　焦げ臭くさいソファに背中を預け、息を潜ひそめるラウル。その耳に、扉に駆け寄ったユニィが鍵を開ける音が聞こえてくる。

　……ややあって、重い扉が開く気配。

　部屋の中に足を踏み入れた人物が息を吞のみ、やがて、険しい声で訊ねた。

「ユニーティア、これはいったい、何ごとだ？」

「父上っ……」

　狼ろう狽ばいしたように呟くユニィの言葉に、ラウルの心臓がどくんと跳はねる。

　ラウルが背にしたソファの向こうに立つ声の主。たったいま部屋に入ってきた壮そう年ねんの男は、ユニィさんの父親……つまり、エヴァレッドの国王っ!?




　……しばしの、沈ちん黙もく。

　やがて、ユニィが、落ち着いた声で返答するのが聞こえた。

「……申し訳ありません。新しいアイテムを試ためしておりましたところ、事故が……」

「また、そのような怪あやしいアイテムに手を出しおって……！」

　淡たん々たんと応こたえるユニィに、なぜかひどく苦々しげな声で吐き捨てる男。

「これだから、《人造魔力》などというものは信用出来んのだ」

「でもっ！」

　男の言葉に反論するように、ユニィが声を荒げる。

「隠せとおっしゃられたのは父上ではありませんか！　そのために、わたくしはっ……」

「……当たり前だ」

　言い募つのるユニィを、うむを言わせぬような口調できっぱりと遮さえぎって。

　小さな嘆たん息そくののち、男……エヴァレッド王が、言葉を続けた。




「──王家の世よ継つぎたるお前が《持たざるものリミテツド》だなどと知れたら、いったい、どういうことになると思っている？」




「っ……」

　ソファの後ろに身を隠したまま、ラウルは自分の口に手を押し当てる。

　ユニィさんが……ユニーティア王女が《持たざるものリミテツド》っ……!?

　あり得ない！　思わず、ラウルは胸中で叫ぶ。そんなバカな話、聞いたこともない！　もしも本当ならこの国の未来に関かかわる国家機密級のスキャンダルだっ！　……でも。




　彼女がセアラ店長に注文した大量の《乾式人造魔力筒ドライ・セル》。

　フィノの手から手て渡わたされたとたんに動きを止めたマジカルマッサージ器。

　起動してもいないマジコムが問題なく動いただなんていう噓うそ。……たしかに、彼女が《持たざるものリミテツド》だとすれば、すべて納なつ得とくがいく。

　たぶん、フィノの不注意で俺たちに《乾式人造魔力筒ドライ・セル》を見られたあと、ユニィさんが急にマジックアイテムを買いたいと言いだしたのも、自分がマジックアイテムの使えない《持たざるものリミテツド》だということを隠すためでっ……。




「……なにも、お前自身がアイテムを使えなくとも、問題はないだろう」

　まるでユニィを諭さとすように、ため息交じりに呟つぶやく男。

「庶しよ民みんとは違って、お前には、マジックアイテムを使わねばならぬような雑事をする必要などない。部屋の明かりは従者がスイッチを切り替かえるし、マジヴィを見たければ、音楽を聴ききたければ、その都度、周りのものに命じればよいではないか。マジックアイテムが必要な公式行事はすべて、生まれつき魔力がないお前にもこなせるよう、あらかじめ手を打っている。なにも、ノンマジカルアイテムに手を出す必要は……」

「しかし、わたくしは、イヤなのです！」

　上から押しつけるような男の言葉に、ユニィが必死で訴うつたえる。

「わたくしは自分の手で明かりを灯ともし、自分の手でマジヴィを点つけ、自分の手で音楽プレーヤーのスイッチを入れたいのです。そのためには、どうしても、父上が軽視する《人造魔力》を使ったノンマジカル技術が必要なのです！」

「ユニーティア！」

　鋭するどい声に、ユニィがはっと息を吞む気配。

　強い怒ど気きをはらんだ声で、男が傲ごう然ぜんと続ける。

「我がエヴァレッド王家の始祖は、最初のマジックアイテムを造った《アーキテクト・オブ・アーティファクト》の一人。いくら《持たざるものリミテツド》に生まれたとはいえ、世継ぎのお前が怪しげなノンマジカルアイテム技術に入れ込むことなど、あってはならん！」

「父上っ！」

　あわてたように言い募るユニィの声と、男がきびすを返す気配。

　きぃ、と扉が開かれる音とともに、男が冷れい徹てつな声を投げた。




「──今後、城へのノンマジカルアイテムの持ち込みを禁じる。分かったな？」







　──ばたんという音がして、それきり、静まりかえる室内。

　やがて、ソファの陰かげからおずおずと顔を出し……父が消えていった扉を見つめて立ちすくむユニィの姿を目にしたとたん、ラウルは固まってしまう。




　……まるで一秒が何時間にも感じられるような、重苦しい雰ふん囲い気き。

　しばしの逡巡ののち、ラウルがおずおずと、口を開いた。

「ユニィさん……」

「っ!?」




　そのとたん、ラウルの存在を思い出したかのようにびくりと振ふり返って。

　強いまなざしでラウルを睨にらみつけたユニィが、静かな声で呟く。

「……わたくしの秘密を、知りましたね？」

　怒いかりを押し殺すような声で。

　くちびるをきつく嚙かみしめたユニィが、悔くやしげに肩かたを震ふるわせた。

「父と店長さんしか知らない秘密を、どうして、あなた風ふ情ぜいがっ……」

「で、でもっ！」

　ユニィが向ける屈くつ辱じよくに満ちたまなざしに狼狽し、ラウルは思わず言い募る。

「マジックアイテムが使えないってくらいで、なにも、そこまで……」

「あなたは魔力があるから、そんなことが言えるのです！」

　そんなラウルの言葉を遮り、ユニィが苛いら立だちを込こめた声で叫さけんだ。

「あなたにわたしくしの気持ちが分かりますかっ!?　マジックアイテムを発明し、代々技術の保護と普ふ及きゆうに努め、勇者制度を推おし進め、ついには大陸中をまとめる同盟の盟主となったエヴァレッド王家に《持たざるものリミテツド》として生まれたわたくしの気持ちが！　っ……《持たざるものリミテツド》だということが知れれば、わたくしは、一生笑いものです！」




　……ふと、足元でくすぶるマジコムの残骸に目を落とし、ユニィが苦々しげに呟く。

「……そもそも、あなたが、あのようなアイテムを売りつけたりするからいけないのです。こんな怖おそろしいアイテムを、オススメだと言って売りつけるだなんてっ……」




　……すべての責任をラウルに押しつけるような、ユニィの言葉。

　その瞬しゆん間かん、思わずカッとなったラウルが声を荒げた。




「って、たしかに案内したのは俺だけど、不具合が出たのは俺のせいじゃない！　俺だって、こいつのせいでさんざん迷めい惑わく掛かけられたんだっっっ！」




　そうとも！　憤いきどおりに任せ、ラウルは胸中で毒づく。悪いのはこんなアイテム作って売れと強要した本部だし、俺はなんにも悪くない！　それなのに、どうしてお客さんに責められなきゃいけないんだっ!?　それにっ……！

「だいたい、不具合があって危険だって言ったのに、ユニィさんがあんなウソをつかなきゃ、こんな事態にはっ……」




「卑ひ怯きよう者っっっ！！！！！」




　言い訳を重ねるラウルの言葉を、不意に、強い口調で遮って。

　エメラルドの瞳ひとみでラウルを睨みつけたユニィが、冷たい声で言い放つ。

「店長代行さん、あなたには心底、失望しました。……自分の過あやまちも認められないようでは、店員として失格です」

「っ……」

　ユニィの言葉に、ぎりぎりと痛むラウルの胸。

　その声に激しい怒りを込め、強い口調でユニィが命じた。




「……帰って下さい！」







　断章「最悪な一日の終わりと、ほんの少しの希望」




「くそっ……なんで合わないんだよっ!?」




　これで数回目のレジ金チェック。何度数えても違ちがった金額を出す魔法計算器マジツクカルクに、コインチェッカーを手にしたラウルはつい、苛立たしげな声をあげてしまう。




　──すっかりうちひしがれて店へ戻もどったラウルを待ち受けていたのは、少年の許容量を明らかに超こえた忙いそがしさだった。

　立て続けに持ち込まれる修理品や面めん倒どうな問い合わせにクレーム、店の前に置かれた自販器の故障や釣つり銭せん切れ……次々に押し寄せるトラブルに対応しつつ、断続的なピークを僅わずかな人数でまわし、すっかりへばった様子のアイリとフィノをどうにか休きゆう憩けいさせ……結局、ラウル自身の残り休憩を取ることも出来ず、最後のお客さんを案内し終わったときにはもう、閉店時間をとっくに過ぎていた。

　とりあえず、疲つかれ切った顔をした後こう輩はいバイトの二人を無理やり定時で上がらせたものの……照明の落とされた、いつもよりずっと広く感じる店内でたったひとり閉店作業をしながら、ラウルはなんだか泣きたいような気持ちになってしまう。

　……いつもは合うのに、どうしてこういう日に限ってレジ金に差さ違いが出るんだっ!?　まだまだ、やることは、いくらだってあるのにっ……これ、ほんとに終わるのかっ？　俺、いつになったら帰れるんだっっっ？




「……っ、とりあえず、レジ締しめは後回しにして、先に、書類の方をっ……」

　焦しよう燥そうする自分に言い聞かせるように独りごち、マジカルプリンタが吐はき出した書類を手にしたラウルは絶句する。……あれだけ忙しかったのに、今日の売上げは目標の半分も行ってない。ていうか、かき入れ時の休日だってのに、こんな数字、見たこともっ……もしかして、この店始まって以来の、最悪にひどい売上げじゃないのか？




「痛っ！」

　暗あん鬱うつな気分で書類をめくったとたん、指先に熱い感覚。書類の端はしで切れた皮ひ膚ふの奥からじわりとにじみ出す赤い色に、ラウルは思わず悪態をつく。

「くそっ、なんなんだよっ、もうっっっ！！！！！」

　……まるきり教科書通りの、泣きっ面つらにバグな状態。

　苛立たしげにポケットを探さぐったラウルがハンカチを取り出したとたん、折り畳まれた紙切れとぐちゃぐちゃになった封ふう筒とうが、ぱさりと床ゆかに落ちた。

　今朝がた店長室で拾った誰だれかのシフト表と、結局ユニィに渡わたすことが出来なかった、マジコムの返金が入ったレオンのロゴ入り封筒──。




　──『恥はずかしくないのか？　お前なんざ辞やめちまえ！』

　──『勇者予備校出てマジックショップで働いてるなんて傑けつ作さくだな』

　──『あなたには失望しました。店員として失格です！』




　──……くそっ！　俺だって、好きでこんな仕事してるんじゃないのにっ！

　城から戻る途と中ちゆうずっと頭の中に渦うず巻まいていた考えを、ラウルはいまいちど反はん芻すうする。……マジックショップの店員なんて、他ほかに選せん択たく肢しがなかったからしぶしぶ就職しただけだし、今日いちにちではっきりした。こんな仕事、俺には向いてないんだっ……！

　胸の中にわだかまる、ひどくやりきれない気持ち。

　思わず目をすがめるラウルの耳に、ふと、マジックフォンの呼び出し音が飛び込んだ。




「……はい。もしもし、レオン王都店……」

『──ラウルくん？』




　受話器を取ったとたん聞こえてくる、セアラ店長のやわらかな声。

　少年の名を呼ぶその声が、ささくれた心にじんわりと染しみこんでくる。

『──ラウルくん、お疲れさま。今日は、本当にありがとう。なにか、困ったことは……』

「っ……」

　……ラウルをねぎらい、やさしく気き遣づかう店長。

　あたたかなその声を聞いたとたん、ラウルの中に、今日いちにちに経験した数え切れないほどの理り不ふ尽じんさや悔しさが、いっせいに押し寄せてきて……堰せきを切ってあふれ出す感情に、少年の身体からだが震えた。

「店長っ！！！！！」

　知らず知らずのうちに、ラウルの口から言葉が洩れる。




「俺っ……もう、限界ですっ！　……仕事、辞めたいっ……」

『…………』

　受話器の向こうで、店長が息を吞のむ気配。

　……ややあって、セアラ店長が、静かに頷うなずいた。




『……ラウルくん、お話、聞かせてくれるかしら？』




　　　　＊　＊　＊




「──お客さんも本部もみんな自分勝手でっ、俺に理不尽ばっかり押しつけてっ……」




　……話し始めてから、いったい、どれだけ時間がたっただろう。

　胸の奥に抱かかえ込んだ悔くやしさを、やりきれなさを、悩なやみを、弱音を、感情のおもむくままにぶちまけて……少年が吐き出した気持ちのすべて受け止めるように、受話器の向こうの店長はただ、黙だまって耳を傾かたむける。

「でも、俺、ダメなんですっ……！」

　──言いながら、思わず震ふるえるラウルの声。

「俺、我が慢まん出来ないんですっ。もう耐たえられないし、これ以上、受け入れられないっ……俺、この仕事には向いてないんですっ。だからっ……」




『──……分かりました』




　……と。

　それまでじっと話を聞いていた店長がふと、静かに頷いた。

『──ラウルくんが持ってる才能が、他のなによりも勇者に向いていること、わたしもよく分かってます。……ラウルくんが言うとおり、ラウルくんがラウルくんの力をいちばん活いかすことができるのは、この会社じゃ、ないかもしれません』

「っ……」

　……穏おだやかな声で、ラウルの言葉を肯こう定ていするセアラ店長。けど、さんざんまくしたてた主張が認められたというのに、ラウルの胸はぎりぎりと痛む。

　……やっぱり、と、ラウルは胸中で呟つぶやいた。店長も俺のこと、この仕事には向いてないってっ……。

『……でもね』

　……と。

　まるでラウルの気持ちを読んだみたいに、受話器の向こうのセアラ店長が言葉を続け、

『わたしは、ラウルくんがこの仕事に向いてないだなんて思ったこと、一度もありませんよ？』

「でもっ！」

　その言葉に、ラウルは思わず声を荒げてしまう。

「そんなの一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないですかっ！　店長だって分かってるでしょうっ!?　俺なんかより、フィノの方がずっとっ……あいつ、いつだってお客さんのこと考えててっ、なのに俺はいつも自分の都合ばっかりで、だからお客さんを怒おこらせてっ……」

『──本当に向いてない人は、そんなこと、考えません』

　……慈じ愛あいに満ちた声で、ラウルの反論をやわらかく否定する店長。

　ややあって、ラウルの耳元で、店長がふっと微笑ほほえむ気配がした。

『──ラウルくん。フィノちゃんみたいに相手の立場で物事を考える力ってね、生まれつき備わってるものじゃなく、経験から得るものなの。……フィノちゃんは生おい立ちのせいで、たまたまその部分がラウルくんよりちょっぴり経験豊富なだけ。アイテムの知識では、ラウルくんの方がフィノちゃんよりちょっぴり経験豊富なのと、同じことです』
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「フィノと俺が、同じ……？」

　予想だにしなかった考えに、思わず目を丸くするラウル。

『ええ』と頷いた店長が、言葉を続ける。

『最初から完かん璧ぺきな人なんていません。経験が不足してるところがあれば、補えばいいだけのことです。……だからね、フィノちゃんの方がラウルくんより有利だなんてこと、ぜんぜん、ないんですよ？』

「でもっ、そうだとしても俺っ、こんなところでずっとやってく自信がっ……」

『──ラウルくん』

　不意に、ラウルの名を呼んで。店長が、やんわりした口調で切り出した。

『──これは、わたしの恩人の受け売りなんだけどね。「輝かがやく石は、場所を選ばない」っていうの。本当にすぐれた人は、《光》さえあれば、どこでも輝くことが出来るんです』

「《光》……？」

　受話器に耳を当てたまま、思わず、店長の言葉をオウム返しするラウル。

　くすりと笑った店長が、ラウルに答えてみせる。

『──《光》っていうのはね、ラウルくんがわくわくするようなこと。どきどきするようなこと。楽しみなこと。嬉うれしいこと。気持ちいいこと。大好きなこと。充じゆう実じつ感かん。目標。希望。夢。なんでもいいの。ラウルくんみたいにすぐれた人を輝かせるための、《光》』

「俺を、輝かせるためのっ……」

　呟くラウルに、店長は『ええ』と頷いて、『──ラウルくんがどうしても、ここでは光を見つけられないって言うのなら。もしくは、ここじゃない場所に、ここよりもっと強い光を見つけたなら……そのときは、辞めればいいと思います。ラウルくんがもっと輝けるように、わたしも、応おう援えんするわ』

　やわらかな口調でそう言うと、セアラ店長がまた、吐と息いきを洩もらすようにして笑った。

『──わたしが復帰したら、また、あらためてお話ししましょう。申し訳ないんだけど、それまで、わたしの代わりに、フィノちゃんとアイリさんのこと、お願い出来ますか？』

「……はい」

『──ありがとう、ラウルくん……今日は本当に、お疲れさま』

　おずおずと頷くラウルの耳に、少年をねぎらうやさしい声。




　──やがて、接続の切れた受話器を置いて。

　視線を落としたまま、ラウルはたったいま掛かけられたばかりの店長の言葉を反芻した。

《光》……だって？

　思わず、ラウルは目をすがめてしまう。来たくて来たんじゃない場所。なりたくてなったわけじゃない仕事。こんなところで、そんなもの、見つけられるハズがっ……。




「ラウルっ……？」




　……不意に耳に飛び込んでくる、まるでラウルの様子をうかがうみたいな声。

　思わず顔を上げたラウルの視界に、バックヤードの扉とびらの陰からこちらを見やる、少し小こ柄がらな銀ぎん髪ぱつの少女……後こう輩はいバイトのフィノの姿が映る。




「ラウルっ、どうしたのっ!?」

　目が合ったとたんに心配そうな声を上げ、ぱたぱたと駆かけ寄ってくるフィノ。

　少女の問いにはっと我に返るなり、ラウルはあわてて否定の声をあげた。

「いや、なんでもなっ……」

「なんでもなくないっ！」

　ラウルの前で、ぶんぶんと首を振ふるフィノ。

「なんでもなかったら、そんなつらそうな顔するはずないっ！　だから、ぜったいに、なんでもなくないっっっ！」

「フィノっ……」

「ねえっ、ラウルっ、いったい、なにがあったんだっ？」

　ラウルの腕うでをぎゅっと摑つかみ、じっとこちらを見上げてくる少女。

　心の底からラウルを気遣うその視線に、少年は思わず目をすがめてしまう。

「……フィノ、今日はほんと、ごめんな……」

　──身体中を包み込むような無力感と、忸じく怩じたる想おもい。

　情けなさと惨みじめさを口の中で転がしつつ、ラウルがおずおずと謝罪する。

「……俺、店長代理任されたのに、ぜんぜんうまくできなくて、お前らにロクに休きゆう憩けいもまわしてやれなくて、そのくせ、お客さんの前でお前のこと、大声で叱しかったりして……」

「ううん、あれ、確かく認にんしなかったオレ様が悪かったんだし……もう少しでお客さんにとりかえしのつかない迷めい惑わくかけちゃうとこだったんだから、次からは気をつけるぞっ！」

「でも、俺っ、お前のことが羨うらやましくって、それで、余計にキツくっ……」

「それよりっ！」

　……そんなラウルの言葉を無理やり遮さえぎって、フィノが明るく笑ってみせた。

「ラウル、今日いちにち、すごくうまくやってたぞっ！　ラウルがユニィさんのとこに行ってる間、オレ様もアイリもどう動いていいか分からなくて、おろおろしててっ……でも、ラウルが戻もどってきて指示してくれるようになったとたん、すっごく動きやすくなったんだ！　やっぱり、ラウルはすごいなっ！」

「……って、べつにすごくなんかねえよ。そんなの、単に人がひとり増えたからだし、俺、全然考えがまわらなくて、お客さんを怒らせてばっかりで……っ」

　……つい、フィノにまで愚ぐ痴ちりそうになって。はっと我に返ったラウルが頭を振った。




「……っていうか、お前、なにしに戻って来たんだよ？　バイトなんだからとっとと帰れって、さっき言っただろ？」

「あ、うん……」

　ラウルの問いになんだか困ったような顔をし、フィノが口を開く。

「……オレ様、ノートに挟はさんであったシフト表、どっかに落としちゃったんだ。それで、明日あしたは何時に来れば良いいのか分かんなくなっちゃったから、確認しに……っ!?」

　言いかけた言葉を飲み、レジカウンタの上を注視するフィノ。

　……ラウルがついさっき、封ふう筒とうと一いつ緒しよにポケットから発はつ掘くつしてカウンタへ置いた四つ折りの紙。それに気づいたとたんものすごい勢いで手を伸のばし、紙切れを胸に抱だきしめたフィノが焦あせったように声をあげた。

「って、これっ！　……み、見たっっっ!?」

「え……ああ……」

　すっかり動どう揺ようした様子のフィノに、おずおずと頷うなずくラウル。

「店長室に落ちてたんだけど、お前のだったのかよ。なんか、いろんなトコにペンで印が書いてあったけど……それ、いったいなんなんだ？」

「な、なんでもないっっっ！！！！！」

　ラウルの問いに、ふるふると首を振るフィノ。

　……なんだか必死な少女の反応に興味を惹ひかれ、ラウルが思わず目を細めた。

「……そう言われると余計に気になるじゃねえか。ほら、正直に言えよ」

「や、やだっっっ！！！！！　無理っっっ！！！！！」

「フィノ、店長代行の命令だぞ？」

「っ……！」

　冗じよう談だんめいた口調でトドメを刺さすラウル。

　その言葉にびくっとし……やがて目を逸そらしたフィノが、ぼそぼそと呟いた。

「……と……のっ……」

「はあ？」

　つい聞き返したラウルの前で、顔を真っ赤にしたフィノがもういちど繰くり返す。




「ら、ラウルと一緒の日っ……」




「えっ……」

　……フィノの口からどうして自分の名前が出たのか、一いつ瞬しゆん、分からなくて。

　きょとんとするラウルの前で顔を伏せたフィノが、おずおずと口を開いた。

「オレ様、毎朝シフト表見て、今日はラウルがいる日かどうか調べるのが日課でっ……だからっ、店長からシフト表もらったとき、最初に印、つけとくことにしたんだっ……」

「って、どうしてっ……」

「だってっ……仕事は仕事で楽しいけど、ラウルが一緒の日は、もっと好きなんだっ！」

　意を決したように、言い放って。

　これ以上ないほど頰ほおを紅潮させたフィノが、はにかみながら言葉を続ける。

「……今日はラウルが一緒の日だって分かると、それだけで、なんだかうれしいし、今日はラウルが一緒じゃないって分かると、それだけで、なんだかがっかりしちゃうし……ラウルが休憩入っちゃうだけでも寂さびしいし、仕事中もラウルを探しちゃったりするし、ラウルがいまどこでなにしてるかとか、どんな顔してるかとか、そういうの、いつでも気になっちゃって、一秒でも長く、ラウルのこと見てたくってっ……」

「フィノっ……」

「……働いてるラウル、カッコいいからっ。ここにきたときからずっと、憧あこがれだからっ。早くラウルみたいになりたいからっ……だからねっ、オレ様、ラウルと一緒に仕事出来る日が、すっごく好きなんだっ……！」

「……っ」

　……まるで、フィノにつられたみたいに赤くなる頰。

　照れを隠かくすように、ラウルがわざとぶっきらぼうに呟つぶやいた。

「……って、お前、いつも、俺じゃなく店長みたいになりたいって言ってるじゃねえか」

「それは最終目標の話だろっっっ？」

　その言葉に首を振って。ラウルをまっすぐ見上げたフィノが、力いっぱい言い募つのる。

「オレ様には店長よりラウルの方がずっと近いんだ！　オレ様の教育係は、店長じゃなくってラウルだもんっ！　だからっ、オレ様が見てたいのはっ、ラウルだけなんだぞっ？」

「……っ、ありがとな、フィノ」

　フィノに礼を言いながら、ラウルの胸がふと、温かくなる。

　こいつ、俺のこと、こんなに慕したってくれてたなんて……。




「あっ」

　……不意に、声をあげて。ラウルの指先を見やったフィノが目を丸くする。

「ラウル、指、ケガしてっ……」

「えっ……って、ああ、これ、さっき書類で切って……っ!?」




　言いかけたラウルの指先を包み込む、びっくりするくらいやわらかな感かん触しよく。

　かわいらしいくちびるでラウルの指を愛いとおしげにくわえたフィノが、ざらついた舌で傷口を舐なめ……。




「って、ふ、フィノっ、ちょっ、お、お前っ……」

「っ？」

　かあっと熱を帯びる顔。滑こつ稽けいなくらい取り乱して声をうわずらせるラウルを上目づかいに見やりつつ、いったん指から口を離はなしたフィノが、きょとんとした顔で言い募る。
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「傷口を舐めると、治りが早くなるんだぞ？　魔ま人じんは、こうやってケガを治すんだ」

「いやっ、でもっ……」

「ラウル、もうちょっと、ガマンしてね？」

　言いながらラウルの指をはむっとくわえ、ふたたび、ていねいにしゃぶり始めるフィノ。

　むずむずするような感覚をこらえつつ、ラウルは思わず、視線を泳がせ……と。




　……不意に、背後で誰だれかが息を吞のむ気配。

　はっと振り返ったラウルの視界に飛び込んでくる蜂はち蜜みつ色の髪かみ……いつの間にかバックヤード扉の前に立っていた少女が、思いきり声をうわずらせた。

「って、あ、あなたたち、なにやってるのーっっっ!?」

「『オールＡ』っっっ！！！！？」

「あっ、アイリっ！　お帰りなさいっ！」

「見み損そこなったわラウル・チェイサーっっっ！！！！！」

　なんだかいかがわしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせるふたりの姿に声を荒あらげ、足早に駆け寄ってくるアイリ。気色ばむ少女にラウルがあわてて叫さけぶ。

「って、こ、これはそのっ……ていうか、お前までこんな時間になにしに来たんだっ!?」

「なにしに、って……」

　藍あい色の目を丸くしながら、手にした包みをラウルの目の前にぽんと置くアイリ。

　……碧みどり色のチェックの布に包まれた塊かたまりを見やり、ややあって、ラウルが訊たずねた。

「……って、なんだよ、これ」

「差し入れよ、差し入れ。……給料日前だから、塩のおむすびと、お茶だけど」

「わあっ！　アイリのおむすびだっ！」

　アイリの言葉を聞いたとたん、きらきらと目を輝かがやかせて飛びつくフィノ。

　ぽかんとするラウルの前で、アイリが肩かたをすくめてみせた。

「……あとは全部ひとりでやるだなんてカッコつけちゃって、どうせ、まだ全然仕事終わってないんでしょ？　……ていうか、ちょっと！　レジ締しめも終わってないのっ？」

「そ、それは、何度やっても金額合わないから、とりあえず後回しにしようとっ……」

「……まったく」

　ラウルの答えに嘆たん息そくし、レジカウンタに入ったアイリが魔法計算器マジツクカルクを取りあげる。

「……ロクに休憩もしてないから頭が働かないのよ。レジ締めは私が代わりにやってあげるから、あなたは少し休んで、それから、べつの仕事をやりなさいよ」

「『オールＡ』っ……」

「……店長たちに続いて、あなたにまで倒たおれられたら困るの」

　思わず呟くラウルの前で、アイリがどこか不ふ機き嫌げんそうに呟いた。

「……今日のあなたの差配、かなりいい線行ってたわよ、ラウル・チェイサー？　まぐれだとは思うけど、初めてにしては上う手まく回せてたんじゃないかしら。まだ明日だってあるんだから、無理しないでよね。私も手伝うから、さっさと終わらせて帰りましょ？」

「あっ、アイリっ、オレ様も手伝うぞっ！」

　おむすびを頰ほお張ばりつつ、がばっと顔を上げるフィノ。

　そんなフィノを見やり、アイリがあきれたように目をすがめる。

「……って、まずおむすびを食べ終わってからにしなさいよ。……まったく、あなたに持ってきたんじゃないのに……ていうか、ほっぺたにご飯はん粒つぶついてるしっ！」

「アイリのおむすびすっごく美お味いしいっ……！　これで肉が入ってたら最高なのにっ」

「だから、給料日前だって言ってるでしょっ!?」

「え……でも、アイリ、給料日後でもお肉買わないだろ？」

「余計なお世話よっっっ！！！！！」

　フィノの言葉に声を荒げつつも、魔法計算器マジツクカルクを手にしたアイリが顔を上げる。

「ラウル・チェイサー、今日は１００Ｇのマイナスよ。二回チェックしたから間ま違ちがいナシ。……売上履り歴れき調べたけど、さすがに原因は分からないかも」

「あっ、それ、オレ様かもっ……！　レジチェックが終わったあと、百ゴールド硬こう貨か戻もどすとき床ゆかにバラ撒まいちゃってっ……ぜ、全部拾ったつもりだったんだけどっ……」

「って、そういうことは先に言ってよっ！　フィノさん、落とした百ゴールド見つけるまで帰っちゃダメですからねっ！」

「ふ、ふええっ……！」

「……ありがと、フィノ、『オールＡ』」




　──光、か。

　……胸に広がる、なんだかふわふわした、温かい気持ち。アイリの差し入れのおむすびを頰張りつつ、ラウルは思わず目を細めた。

　これが、店長が言ってた光なのかどうかは、分からないけど……でも。

　……もう少し、頑がん張ばってみよう。ラウルはそう、心の中で呟いた。







　第四章「俺がこの店の、責任者としてっ……」




『ラウルっ！』




　──とつぜんインカムに飛び込んでくる、なんだかあわただしいフィノの声。

『いま、レジ前でふたり、お客さんに待ってもらってるぞっ！　ええとっ、ランニングシャツでリュックのお客さんがマジカルペンタブ、あと、赤い服のお客さんが三倍速のＭＶＤレコーダー欲ほしいって！』

「『了りよう解かい！　こっちの修理受付はあともうちょっとで片付く！　『オールＡ』はっ？』」

『私はマジカルファンヒーターの接客中っ……でも、お客さん、ご家族にマジックフォンで確かく認にんしてるとこで、まだしばらく掛かかりそうな感じ』

「『っと、それなら、いったん離れてペンタブのお客さんに行ってもらえるかっ？　人手少ないから、とりあえずは五分を目安に案内してくれっ！』」

『ランニングシャツの人ね。了解っ！』

『ら、ラウルっ！　れ、レジにゴキブリアが出たあっっっ！！！！！』

「『って、あとでなんとかしてやるから、とりあえず目をつぶっとけっっっ！！！！！』」




　インカムを切りつつ、修理受付中のラウルはサポートカウンタから店内を見み渡わたした。

　……五分と指示はしたものの、ペンタブを見てるアイリのお客さんはかなり買い気で、なんだかちょっと長引きそうな空気。アイリが離れたマジカルファンヒーターのお客さんはまだご家族と通話中……表情からして、こちらは脈が薄うすいかもしれない。一方、ＭＶＤレコーダーの案内希望のお客さんは、メーカーのカタログに折り目をつけてるところを見るともう機種も絞しぼってる様子。売場に出たら、すぐに向かわないと。そのあとは、ファンヒーターのお客さんの様子見ながら、さっきからマジヴィコーナー前にいるお客さんに声掛けて……って。

　店内のお客さんやスタッフの状じよう況きよう分ぶん析せきをしつつ、ふと、ラウルは思った。……なんか、これ、クエストのときみたいだな。

　勇者予備校時代に行った模も擬ぎクエストのことを、ラウルは思い出す。

　クラスメイト四人でパーティーを組み、引率教師とともにダンジョンを攻こう略りやくする模擬クエストは、毎年怪け我が人が続出する危険な実習。リーダーを任されたラウルは、ダンジョン内で魔物の群れに遭そう遇ぐうするたび、冷静な判断と状況分析で仲間たちに的確な指示を出し、もっとも多くの魔物を倒したのみならず、全パーティー中で唯ゆい一いつメンバー全員がほぼ無傷で帰き還かんするという結果を残した。引率の教師からも高い評価を得て……。

　集中力を研とぎ澄すませて魔物を観察し、その先を予測し、対応を考え、仲間を差配してるときの血が躍おどるような感覚と、見事魔物を倒したときのえもいわれぬ達成感。あのときみたいな充実感を覚えている自分に気づき、ラウルは思わず苦く笑しようしてしまう。……って、俺、お客さんと魔物を同じ扱あつかいかよっ？

　けど、実際、思い通りに差配がハマって滞とどこおりなく店が回ってる状態は、戦闘中と同じくらい気持ちいいかもしれない。みるみる増えてく討とう伐ばつ数……もとい、売上金額を見るのも。

　──『お客さんってのは、店員が少ないときを狙ねらって来るモンだ』……バイザー副店長の格言通り、平日にも拘かかわらず、今日も朝から忙いそがしさが続いていた。けど、ラウルも少し慣れてきたせいか、今日はトラブルも少ないし、売上げも順調に積んでいる。

　この調子なら、昨日落とした売上げ分を取り戻もどせるかも。そんな期待に、ラウルはなんだかわくわくしてしまう。

　よしっ、俺も早く修理受付終わらせて売り場に出て、もっと数字を作って──！




「──あのう、書類、これでいいですか？」

「あっ、はいっ！」

　……と、修理受付中のお客さんに声を掛けられ、ラウルははっと我に返る。

　たったいま書いてもらった受付表を確認し、スマイルを浮かべたラウルが口を開いた。

「はい、これで大だい丈じよう夫ぶです。では、こちら、お預かりいたしま……」

　──『でもっ、せっかく、うちのお店に来てくれたのにっ……』

　──『お客さん、うちのお店ならなんとかしてくれると思って、来てくれたんだって』

　……控ひかえを用意しつつ、ふと、ラウルは昨日のフィノの言葉を思い出す。

　そう言えば、これまであんまり考えたことなかったけど……マジカセを修理に出しに来た目の前のお客さんを見やりつつ、ラウルは胸中で独りごちた。王都にはアマダをはじめ、他ほかのマジックショップもいっぱいあるのに、うちのお店に来るお客さんって、わざわざうちのお店を選んでくれたお客さんなんだよな。だから、フィノはあんなにお客さんを大事にして、お客さんの期待に応こたえようとして……。

　そう思ったとたん、ラウルの中に生まれる、素す直なおな感謝の気持ち。

　気づけば、ラウルは目の前のお客さんに頭を下げていた。

「その……すみません、せっかく来て戴いただいたのに、いつもよりお待たせしてしまって」

「ああ、いいですよ。べつに、急いでないんで……っくしゅっ！」

　言いながら、軽いくしゃみをするお客さん。そう言えばこのお客さん、マジカセを持ち込んだときからずっと、鼻をグズグズさせてるみたいだったっけ……。

「あ、少々お待ちくださいっ」

　お客さんに声を掛け、レジ裏の棚たなへと走るラウル。すぐにサポートカウンタに戻ってきたラウルが、お客さんの前にメーカーロゴが入った小さな包みを差し出す。

「これ、販はん促そく品のポケットティッシュなんですけど、もし良ければ使ってください」

「っ……すみません、助かります」

　ほんの一いつ瞬しゆん、戸と惑まどった顔をしたあと、やがて微笑ほほえみを浮かべるお客さん。

　思わずラウルも表情をゆるめ、改めて、お客さんに受付表の控えを差し出した。

「では、修理が終わり次し第だい、連れん絡らくいたします……本日は、ありがとうございました」




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいま……あっ、どうも、お世話になってます」

「よっ、ラウル君！」

　顔を見るなり声を掛けてきたのは、ラウルと同じ元勇者志望で勇者オタク、いまは実業家として成功し、自宅に勇者グッズを集めた私設博物館を作っている常連客。

　元々は店長の顧こ客きやくだったものの、先日とあるクレームで自宅まで謝りに行った際にラウルを気に入ったらしく、今ではすっかりラウルのお得意さん。接客態度にはやたら厳しいし、多少強引なところもあるけど、基本的には気のいいお客さんだ。

「さすが勇者予備校の首席だっただけあって、ラウル君は気配に敏びん感かんだな！」

「はは……ま、たしかに俺、予備校の先生にはよく、死角からの攻こう撃げきに強いって褒ほめられましたけど」

「結構結構！　お客さんより先に相手に気づくのは、客商売では大事なことだぞっ？」

　豪ごう快かいに笑いつつラウルを褒め、「そうそう」と声をあげたお得意さんがラウルに訊たずねた。

「今日は仕事用の魔ま法ほう金庫を買おうと思って来たんだが、一番でっかいのはこれか？」

「あ、それ、かなりオススメですよ」

　お客さんが指した20万Ｇの金庫を見やり、ラウルがすかさず説明する。

「容量が大きいのはもちろん、鍵かぎは最新型の魔法鍵使ってるし、内部がオリハルコン加工されてるんで、俺の必殺技わざでも斬きれません」

「ラウル君の必殺技でも斬れない、か。そりゃあいい！　じゃ、これを貰もらおうか！」

「ありがとうございますっ！」

　とびきりのスマイルを浮かべ頭を下げるラウル。

　と、金庫の横に回り込むお客さんの姿に、ラウルが思わず声をあげた。

「って、俺がレジまで運びますっ」

「いや、でも、これ百キロ近くあるだろ？　いくらラウル君でも、さすがに……」

「任せてください。これ、金属性なんで……《起動ブート》っ！」

　ラウルがさらりと指を走らせたとたん、金庫の表面に巡めぐらされる《魔法回路サーキツト》。

　少年の鮮やかな魔法に、お客さんがぽんと膝を打つ。

「なるほど、剣けんを軽くするときなんかに使う重力制せい御ぎよの《魔法回路サーキツト》かっ……！」

「はい。さすがに段ボールに入ってるヤツとかは無理ですけど、ガワが金属製のアイテムとかスチール棚だななんかを運ぶとき便利なんですよ。あ、お会計はあちらで」

「へえ……」

　あっけらかんと説明しつつ、重い金庫を軽々と持ちあげるラウル。そんな少年を眺ながめつつ、お客さんがなんだか感心したように独りごちた。

「なんつーか……ラウル君ほどの天才がマジックショップで働いてるなんて場違いだとは思ってたが、なかなかどうして、うまくやってるんじゃないか」

「えっ」

「……ま、でも、俺様も似たようなもんか」

　思わず目を丸くするラウルの前で笑いつつ、お客さんが言葉を続ける。

「勇者になるために勉強したことってのは、いっけん潰つぶしが効かないように思えるけど、商売やってると、意外なとこで役に立ったりするんだよなあ」

「勇者になるための勉強が、役に立ってっ……？」

「ああ」

　思わず呟つぶやくラウルの肩かたをぽんと叩たたいて、お客さんが片目をつぶってみせた。

「そんなこんなで俺様もいまじゃ億万長者だし、ラウル君もせいぜい、頑がん張ばるこったな！」




　　　　＊　＊　＊




「ラウルっ、お疲つかれさまっ！」

　どうにか、お客さんの流れも落ち着いて。レジカウンタに戻ってきたラウルを、フィノが笑顔で出で迎むかえる。

「ねえ、見てっ！」

　まるで自じ慢まんするみたいにレジ端たん末まつの画面を指し、得意げな声をあげるフィノ。

「今日の売上げ、いまんとこ、ラウルがトップだぞっ!?」

「……ま、そこそこ忙しかったし、いま、お得意さんが大きいの買ってくれたし」

「ふふっ、来月の朝礼のランキング発表、楽しみだなっ……！」

　ラウルの活かつ躍やくがうれしくてたまらないとでも言う風に、フィノが屈くつ託たくなく笑った。

　──『勇者になるために勉強したこと、意外なとこで役に立ったりするんだよなあ』

　……お得意さんの言葉を反はん芻すうしつつ、たしかに、と、ラウルは思う。

　お客さんの気配に敏感だったり、クエストの最中みたいに店とお客さんの状じよう況きようを分ぶん析せきして差配したり、魔法を使ったり……それに、売り場を駆かけまわる脚きやく力りよくや、スタミナなんかも。ここでは活いかせないと勝手に決めつけてたラウルの能力と経験は、いろんなところで役に立ってる。それに、元勇者志望だったお陰かげでお得意さんに気に入られ、たった今だって、20万ゴールドの金庫を売ることができたんだし……。

　──『だからね、フィノちゃんの方がラウルくんより有利だなんてこと、ぜんぜん、ないんですよ？』

　ラウルの中によみがえる、昨夜のセアラ店長の言葉。……魔人として生きてきたことがフィノの強みなら、勇者を目指して頑張ってきたことが、俺の強みなのかもしれないな。

　フィノは魔人のくせに……いや、魔人だからこそ、お客さんのワガママに寛かん容ようだ。お客さんの立場で考えることができるし、すぐに自分の過あやまちを認めることができる。

　……でも、俺はそうじゃない。お客さんのワガママについイラッとしちまうし、お客さんの立場になって考えるのも苦手だし、自分の過ちを認めたがらない。だから、昨日も失敗続きで……だけど、そんなの、フィノみたいなやつの方が少ないんじゃないか？

　……店長が言ってたとおりだと、ラウルは胸中で呟く。

　それは、この仕事に向いてるとか、向いてないとかじゃなく、単に、俺がまだ未熟なだけ。もっと経験を積めば、きっと、俺だって……。




『ラウル・チェイサーっ！』

　不意にインカムで呼ばれ、ラウルの思考が中断される。

『お客さんが、マジカルノイズキャンセリング機能付きヘッドフォンについて聞きたいことがあるってっ……ねえ、案内お願い！』

『了りよう解かいっ！』

「ラウル、行ってらっしゃいっ！」

　アイリのインカムに答えて飛び出すラウル。その背中に、フィノが明るい声を掛かけた。




　　　　＊　＊　＊




「こちら、１００ゴールドのお返しでーす。お箸はしはおつけしますかー？」

「あ、お願いします」

「かしこまりましたー。ありがとうございまーす！」




　──マジックショップ・レオンのはす向かいにあるコンビニエンス・ストア。

　早めの休きゆう憩けいに入って昼食を買いに来たラウルは、バイトらしき店員少女から袋ふくろを受けとるなり、カウンタの横へとまわった。

　ラウルの目当ては、『ご自由にお使い下さい』と書かれた熱湯入りの魔法ポット。……店の休憩室にもマジックケトルはあるけど、沸わかすのに少し時間が掛かる。その点、ここでお湯を入れて持ってけば、休憩室に戻もどったときにはちょうど食べ頃ごろになるという次し第だい。

　ラウルがレジ袋から取りだしたのは、昨日食べ損そこねてしまったドラゴンヌードル。周囲を覆おおうビニールをぺりぺりと剝はがしつつ、ラウルは心の中でほくそ笑んだ。……さあ、今日こそリベンジだ！

「……って、あれ？」

　……蓋ふたを開けたとたん、ラウルは目を丸くする。

　ドラゴンヌードルの具はミドリネギと、厚切りのバハムートチャーシュー……けど、麵めんの上に載のってるのは葱ねぎの袋だけで、肝かん心じん要かなめのチャーシューが、どこにも見当たらない。

　……いちおう麵の下も確かく認にんしたものの、やはり、主役たるチャーシューの姿は見つからず、ラウルは困惑してしまう。……って、こんなこともあるのかよっ!?

　このまま食べるか、それとも、店員さんに言って交こう換かんしてもらうか……具が足りないカップ麵を見下ろしつつ、ラウルは葛かつ藤とうする。……正直、せこい気もするけど、昨日からずっと楽しみにしてたんだし、俺的には、かなりいい値段のカップ麵だし……よしっ。

　やがて、覚かく悟ごを決めて。周囲に他ほかのお客さんがいないことを確認したラウルは、レジの店員少女へと声を掛けた。

「あ、あの、すみません……」

「はいー？　お湯、切れてましたかー？」

「いえ、そうじゃなくて……いま買ったカップ麵、具が入ってなくて」

「え……それ、お客さんの勘かん違ちがいじゃないですかあ？」

「いや、俺、前にも買ったことあるし……」

「そう言われても……」

　食い下がるラウルに、店員が少しめんどくさそうな顔をする。

「すいませんけど、こっちもただ並べて売ってるだけなんでー……パッケージにお客さま相談室の連れん絡らく先さきが載ってるんでー、メーカーさんに言ってもらえます？」

「でもっ、たったいま買ったばっかなのにっ……！」

「あ、いらっしゃいませ」

　と、レジに来たお客さんに向き直り、店員が声をあげる。

「はい、こちら、温めますかー？」

　ラウルの件はもうおしまいとでも言わんばかりに、べつのお客さんの会計を始める店員。

　にべもないその態度に、ラウルはつい、眉まゆをしかめてしまう。

　……なんだよ。交換できないのは仕方ないとしても、少しくらい申し訳なさそうな顔したっていいじゃないか。そりゃ、店員からしてみれば、自分がレジを通しただけの商品に責任なんてないんだろうけど……って。

──『たしかに案内したのは俺だけど、不具合が出たのは俺のせいじゃない！』

　不意に、昨日の城でのやりとりを思い出し、ラウルははっと息を吞のんだ。

　──……そうか、店員にしてみれば、悪いのはメーカーかもしれないけど、お客さんからしてみればそうじゃない。お客さんは……ユニィさんはあくまで俺から不良品を買ったんだ。そして、そのせいで、あんな目に遭あって……。

　なのに、俺ときたら、最初からずっと自分は悪くないってことばかり考えてて……くそっ、これじゃ、店員失格だって言われて当然だ！

　……謝らなきゃ、ラウルは胸中で独りごちる。

　けっきょく返すことが出来なかった、店の金庫に仕し舞まったままの８万ゴールドが入った封ふう筒とう。……城に行っても、門もん前ぜん払ばらいを食らうかもしれないけど……でも。

　思わず、ラウルはぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　──どう考えたって、このままにしておくわけにはいかない。




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいま……って、なんだ、ラウル・チェイサーじゃない」

「ラウル、お帰りなさいっ！」

　入り口の扉とびらを開けたとたんにぼやく品出し中のアイリと、レジカウンタでぴょこんと顔を上げるフィノ。

　ラウルの顔を見るなり表情を曇くもらせたフィノが、なんだか心配そうに訊たずねてくる。

「って、ラウル、なにかあったの？　なんか、元気無さそうだけど……」

「ああ、ちょっと、な……」

　コンビニ袋を手にしたまま言葉を濁にごし、店内を見み渡わたしたラウルが口を開いた。

「それよりお前ら、いま、お客さんの入りはどんな感じだ？」

「えっ……たぶん、いまは居ないぞっ？」

「さっきはあんなに入ってたけど、なんか、すっかり落ち着いちゃったって感じ」

　おずおずと答えるフィノと、売場を眺ながめて嘆たん息そくするアイリ。そんなふたりを交こう互ごに見やりつつ、ラウルが少し気まずげな顔で申し出る。

「その……悪い、フィノ、『オールＡ』……ちょうど店も余よ裕ゆうあるみたいだし、俺、今からちょっと、お客さんのとこに謝りに……いらっしゃいませっ！」

　不意にお客さんの気配を察し、言いかけた言葉を中断して振ふり返るラウル。

　……けれども。

　店に入ってきた人物を目にした瞬しゆん間かん、ラウルは思わず凍こおりついた。




「あっ、ユニィさん、いらっしゃいませっ！」

　扉の向こうから現れた胡桃くるみ色のコートと帽ぼう子しを目にしたとたん声をあげるフィノ。

　……いままさに謝りに行こうと思っていた矢先の奇き襲しゆう攻こう撃げきにすっかり固まってしまうラウルの前で、ユニィと呼ばれた少女……エヴァレッド王国の世よ継つぎの姫ひめユニーティアが、フィノに向かって頭を下げた。

「こんにちは、フィノさん。……昨日は、大変お世話になりました」

「あっ……」

　そんなユニィの言葉に表情を曇らせ、やがて、フィノがおずおずと口を開く。

「あ、あのっ……昨日買ってもらったアイテム、不良品だったって、ラウルから聞いてっ……ユニィさん、ゴメンなさいっっっ！」

「あら……フィノさんは、なにも悪くないと思いますが？」

「ううんっ！」

　きょとんとした顔で訊ねるユニィの前で、フィノがぶんぶんと首を振り、

「たしかにラウルにはいろいろ教えて貰もらったけど、ユニィさんに接客してたのはオレ様だもんっ！　だから、あのマジコムを案内したのもオレ様の責任でっ……ねえ、ケガとかなかったっ？　なにか大事な物を壊こわしちゃったりとかしなかったっ？」

「フィノさん……」

「本当に、ゴメンなさいっ……オレ様に出来ることなら、なんでもするからっ……！」

　真しん剣けんなまなざしでユニィを見上げ、必死に言い募つのるフィノ。

　そんな少女をエメラルドの瞳ひとみで見つめ、やがて、ユニィが穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「ご心配、ありがとうございます。……やはり、フィノさんはいい店員さんですね？」

　言いながら、ふと、ユニィがため息をついて、

「それに引き替かえ……」

　……ハンチング帽の陰から覗のぞく瞳でたたずむラウルを睨にらみつけ、つかつかと歩み寄ってくるユニィ。

　はっと我に返ったラウルが、おずおずと口を開いた。

「あ、あのっ、いらっしゃいませっ……」

「──店長代行さん」

　声を裏返らせるラウルを、エメラルドの瞳でじっと睨ねめつけて。

　静かに口を開いたユニィが、きっぱりと宣言した。

「昨日の件、考えさせて戴いただきましたが……わたくし、あなたを訴うつたえることにいたします」




「「「訴えるっっっ!?」」」

　ユニィの言葉に声を揃そろえるラウルたち。すっかり取り乱したようにフィノが叫ぶ。

「な、なんでっ!?　なんでラウルをっっっ」

「……ものの本によれば、こういう場合は法に訴えるのが最善だと言います」

　呆ぼう然ぜんとするラウルを見み据すえ、言い放つユニィ。

「店長代行さんにちっとも反省の色が見えないのですから、やむを得ません」

「って、ちょっと待ってくださいっ！　俺、ちょうどいまっ、謝りに行こうとっ……」

「……いまさら、言い訳でもするつもりですか？」

「いや、そうじゃなくってっ！　俺っ……」

「卑ひ怯きよう者！」

　あわてて言い募るラウルの言葉を遮さえぎって、ユニィが眉をつり上げた。

「恥はずかしくないのですか!?　あなたときたら最低限の義務すら怠おこたって、安全も確認せず、わたくしにっ……だから、このようなことになったのです！」

「義務を怠って……安全を確認せず……」

　ユニィの言葉を反はん芻すうし、ぽかんとしていたアイリがやがて、ふるふると震ふるえ出す。

「み、見み損そこなったわラウル・チェイサーっっっ！　あ、あなたっ、この人とそんなことしたのっっっ！！！！！？」

「って、『オールＡ』っ、誤解だっっっ！！！！！」

「なにが誤解なものですか！　あなたの無神経で横暴な振る舞まいに身も心も振りまわされ、わたくしがいったいどれほど傷ついたか……男ならきちんと責任を取って下さい！」

「しかもっ、責任を取らなきゃいけないようなことまでっ……！」

「だ、だから違ちがっっっ！！！！！」

「身体からだの傷は癒いえても、心の傷は癒えないのですよっ!?」

「ユニィさんなんかもうワザと言ってますよねソレっっっ！！！！！？」

　……と。

「ユニィさんっ！」

　不意に声をあげるなり、ユニィの袖そでを摑つかんだフィノが叫んだ。

「ラウルはすっごくいいやつなんだぞっ？　昨日だって、ユニィさんに売ったアイテムが不良品だって知って、ユニィさんが危ないって、すごい勢いでお店飛び出してっ……」

「……フィノさん」

　必死に言い募る少女を見やりつつ、エメラルドの目を細めたユニィが首を振る。

「──申し訳ありません。わたくし、もう、決めたのです」

　「失礼します」、と優ゆう雅がに一礼し、きびすを返して立ち去ろうとするユニィ。

　……そんな少女の後ろ姿を眺めつつ、不意に、ラウルがはっと息を吞んだ。

「まさかっ……」

　──《持たざるものリミテツド》……ユニィの秘密を思い出し、ラウルの口から言葉が漏もれる。

「ユニィさん、俺があのことを知ったから、口くち封ふうじに……」

「なっ……」

　その言葉を聞いたとたん、ぴたりと足を止め。振り返ったユニィが声を荒げた。

「それは侮ぶ辱じよくですっ！　わたくしはそんな卑怯な真ま似ねはいたしません！　あなたこそ、大人しく引き下がらなければ、わたくしの秘密を公おおやけにするとでも言うのですか!?」

「って、いやっ、そ、そういうワケじゃっ……」

　予想外の剣けん幕まくにあわてて弁解するラウルの前で、屈くつ辱じよくに頰ほおを染めたユニィが言い募る。

「ものの本によれば、信しん頼らい出来る企き業ぎようの人間は、その業務上で知り得た他人の情報をみだりに第三者へ知らせたりしないといいます。……秘密を握られたことは屈辱ですが、あなたの職業意識を信じていたのに……やはり、あなたは店員失格ですね！」

「お、俺はっ、そんなことしないっ！」

　店員失格……胸に刺ささるフレーズをぶつけられ、ラウルが思わず叫んだ。

「なにがあったって、俺は、お客さんの秘密は守るっっっ！」

「……あなたのことなど、信用できません！」

　ラウルの言葉をきっぱりと切り捨て、きびすを返すユニィ。……と。

「っ!?」「きゃっ!?」

　怒いかりにまかせて振り返った拍ひよう子しに、入り口付近にいたべつのお客さんとぶつかって。ユニィがあわてて頭を下げた。

「す、すみません……あら」

　顔を上げたとたん、怪け訝げんな表情を浮かべるユニィ。

　ユニィの前に立つフードの女……その姿に、ラウルも既き視し感かんを覚える。あれ、このお客さん、どこかで見たことが……って！

　おそらく、ラウルとほぼ同時に同じ結論に達して、ユニィがはっと息を吞のんだ。




「あなた、昨日、わたくしの名を騙かたってアイテムを持ち帰ろうとした……っっっ!?」

「ユニィさん！！？」




　不意に、言いかけたユニィの腕うでを乱暴に摑むフードの女。羽は交がい締じめにされたユニィを前に、ラウルが思わず床ゆかを蹴ける。……しかし。

「ちょっとっ！」

　ラウルより呼吸ひとつ早く、ユニィの近くにいたアイリがフードの女に摑み掛かかった。

「あなた、お客さんになにすっ……」




　──ふいに、ぷつりと途と切ぎれる言葉。

　まるで糸が切れたように、アイリの身体が蜂はち蜜みつ色の髪かみをふわりと広げて崩くずれ落ち……その背後で、円えん筒とう形のアイテムを手にしたフードの女が低く笑った。

「っ……!?」「「アイリっっっ!?」」

　思わず絶句するユニィと、声を揃えて叫ぶラウルとフィノ。

　フードの女の手の中のアイテム……たったいまアイリの意識を奪うばったショックガンに目を留め、ラウルは思わずくちびるを嚙かむ。こいつ、違い法ほうアイテムをっ……!?

「……動かないで、お姫さま？」

　羽交い締めにしたユニィの首にショックガンをつきつけ、おどけた口調で、フードの女。

「大人しくしないと、あんたにも気絶してもらうよ？　……あたしは知らないけど、これ、結構痛いらしいからさ」

「……あなた、《組織》の人間ですね？」

　……押し殺したような声で、ユニィが訊たずねた。

「あなたがたが城の周りを徘はい徊かいしたり、わたくしを付け狙ねらっていたことは知っています。　……わたくしの秘密を探さぐり、わたくしを陥おとしいれるつもりなのでしょう!?」

「……はあ？」

　しかし、ユニィの問いに、フードの女はきょとんとした顔で聞き返す。

「あんたの秘密？　なにそれ？」

「しらばっくれないで下さいっ！　あなたは、わたくしの注文品をっ……」

「ああ、あれはただ、ちょいと興味があっただけさ。マジックショップに通かよい詰つめるお姫さまがいったいなにを頼たのんでるかなんて、気になるだろ？　高い商品なら売り飛ばして、資金源にしたっていいしね？」

「で、でも、それなら、あなたがたの目的はっ……」

「確かに、あんたの周りをうろついてたのは、あたしたちだけど……残念ながら、目的はもうちょいと別」

　あっけらかんと言い放ち、ユニィを見やったフードの女が面おも白しろそうに笑って、

「そのためにも、あんたには、大人しくしてて貰わないと。……もちろん、そっちの店員さんたちにもね？」

「くそっ……」

　床に崩れ落ちたままのアイリと、お客さん……ユニィを人質にするフードの女。手も足も出ない状じよう況きように、ラウルは思わず歯ぎしりし……と。

『……ラウル！』

　不意にインカムイヤホンから聞こえてきたその声に、ラウルが息を吞んだ。




『こっち、レジカウンタの中、さっきから隠かくれててっ……』

　……どうやら、先ほどの騒さわぎの最中にさりげなく身を隠したらしい。フィノからの連れん絡らくに、ラウルは思わずフードの女の様子を窺うかがう。……幸い、女はまだ、フィノが消えたことに気づいてないようだ。

『ラウルっ、オレ様があいつの気を引くから、ラウルはユニィさんをっ……』

「っ……」

　インカム越ごしに提案してくるフィノ。その言葉に、ラウルはボタンの長押しで応こたえ……。




　──次の、瞬しゆん間かん、

　レジカウンタの陰から飛び出したフィノが、フードの女に思いきり体当たりした。




「っ!?」

　不意をつかれ、すっかり狼ろう狽ばいするフードの女。

　その隙すきに距きよ離りを詰めたラウルが、ショックガンを奪い取るなりフードの女の首に押し当て……鮮あざやかなラウルの動きに、女に飛びついたままのフィノが歓かん声せいをあげる。

「ラウルっ！　やったなっ！」

「ああっ！」

　蒼あおい目を輝かがやかせるフィノに、ラウルも頷うなずき返し……と。

「～っっっ!?」

　──不意にラウルとフィノの腕を這はい上がるのっぺりした質感のロープ。まるで生き物みたいに蠢うごめくロープが、あっという間にふたりの身体に絡からみつく。

「っ、な、なんだっ!?」

「これっ、まさかっ、マジックロープっ……!?」

　……《魔ま法ほう領域》に書き込まれた拘こう束そくの《構文塊モジユール》により、触ふれたものを問答無用で縛しばり上げるマジックロープ。

　ショックガンを押し当てられたまま、ロープを素す手でで握にぎりしめた女が平然と笑った。




「──残念だったね……あたしたちには、マジックアイテムは効かないのさ」




　マジックロープに自由を奪われ、なすすべもなく床に倒たおれるラウルたち。女の言葉に、ラウルが思わず目をすがめる。……ショックガンやマジックロープ。相手の魔力を利用するタイプのアイテムがどちらも効かないってことは、つまり、この女っ──！

「……《持たざるものリミテツド》っ!?」

「なっ……」

　ラウルの呟つぶやきにエメラルドの目を瞬またたかせるユニィ。

　……と。

　売場の奥の方が、にわかに、騒がしくなった。




　……って、ウソだろっ!?　とつぜん現れた複数の人ひと影かげに、ラウルは目を疑ってしまう。てっきり、ユニィだけかと思ってたのに、まさか、まだお客さんがっ……！

「逃にげて下さいっっっ！！！！！」

　マジックロープに縛られて床に転がったまま、ラウルは思わず叫ぶ。

「すぐ外に逃げてっ、そして、警察をっ……っ!?」

　無防備にたたずむ人影たちになおも言い募つのろうと大きく息を吸い……しかし、ラウルはそのまま、言葉を飲み込んだ。

　売場のあちこちから現れた数人の男たち。その手にはそれぞれ、まがまがしい武器が握られててっ……こいつら、お客さんじゃないっ!?

「……おあいにくさま」

　蒼ざめるラウルを見下ろし、フードの女が面白そうに肩かたをすくめてみせる。

「誰だれがいつ、あたしひとりだって言った？」

「っ……」

　……悔くやしさに、ぎりぎりと歯ぎしりするラウルの前で。

　ひときわ大きな銃じゆうを抱かかえて現れた男が、口を開いた。




「──マジックショップ・レオン王都店は、俺たち《リミテッド解放戦線》が占せん拠きよした」







　第五章「俺がこの店の責任者だっ！」




『──ハァイ！　お昼のワイドショーの時間でスー！　本日は予定を変へん更こうしましてっ、現在《リミテッド解放戦線》を名乗るグループによる立てこもり事件が起こっておりますマジックショップ・レオン王都店前からっ、中ちゆう継けいをお送りしまスーっ！』

　──『なお、本日予定されておりました「衝しよう撃げき！　輸入やくそう残留農薬の実態！」は後日改めて放送します』なんて書かれたテロップの下に映る巨きよ乳にゆう女子アナと、なんだかとても見慣れた築十数年のマジックショップ。

　こぢんまりした建物は警察や報ほう道どう陣じんや野次馬たちに遠巻きに囲まれ、周囲の空を、マスコミの空くう撮さつ用小型飛ひ竜りゆうが何匹びきも舞まっている。

『およそ一時間ほど前、マスコミ各社に掛かってきました犯行グループからのマジックフォンによれば、なんと、今回の事件の人質には、お忍しのびで来店されていた我らがエヴァレッド連合王国のユニーティア王女が含ふくまれているそうでっ……いつも静かな裏通りは、とんでもない騒ぎになっていまスーっ！』

　カメラを見つめ、興奮したように解説する女子アナ。めずらしく神しん妙みような面持ちで、女子アナが言葉を続ける。

『なおっ、《リミテッド解放戦線》に関する情報は不明ですが、その名前から《持たざるものリミテツド》のグループであることは明白です。犯人たちの要求は、まだのようですが……しかしっ、彼らはいったいどーしてっ、こんな寂さびれたお店を狙ったんでしょうかっ──!?』







「……って、寂れてて悪かったな」

　……展示のマジヴィを眺ながめつつ、女子アナの言葉に不満げな顔をするラウル。そのかたわらで、ようやくショックガンから目を覚ましたばかりのアイリが首を振ふる。

「まあ、でも、普ふ通つうはみんな、そう思うわよ」

「……ていうかこの女子アナ、テンション的に報道番組には向いてないっていうか」

「うちのお店が、マジヴィに映ってるっ……！」

「……って、フィノ、うれしそうな顔してる場合じゃないからな」

　食い入るようにマジヴィを見やるフィノに、つい、半眼になってしまうラウル。

　と、片かた隅すみですっかりふさぎ込んでいたユニィが、深々とため息をつき……マジヴィから目を逸そらしつつ、真しん剣けんな表情で独りごちる。

「わたくし、民放ではなく、ＭＨＫが観みたいんですが……」

「……すみません、今の俺たちにチャンネル権とかないんで」

　ユニィの言葉に、ラウルが思わず嘆息した。




　……ただいま各マジヴィ局で絶賛生なま中ちゆう継けい中の立てこもり事件の現場こと、マジックショップ・レオン王都店の中。

　店長代行のラウルにバイトのフィノとアイリ、そして、お客さんのユニィ……マジックロープで拘束され、売場の片隅にまとめられた四人の人質。展示マジヴィの報道特番を見やりつつ、ラウルは胸中で独りごちる。……くそっ、大変なことになっちまった……！




「……よう、人質諸君、大人しくしてるか？」

「っ……!?」

　不意にラウルたちの前に顔を出す、《リミテッド解放戦線》と名乗るグループのリーダーらしき壮そう年ねんの男。

　とたんに警けい戒かいの表情を浮うかべるラウルたちの前で、ふと、リーダーが怪け訝げんな顔をした。

「……って、おい、どうしてお姫ひめさまだけ、縛り方が違ちがうんだ？」

「ああ。お姫さまに使ったマジックロープだけ、、壊こわれてるみたいで動かなかったんだ。だから、仕方なくあたしが手で縛ったんだよ。」

「っ……」

　フードの女の言葉に目を伏ふせるユニィ。……《持たざるものリミテツド》であるユニィさん相手にマジックロープが動作しないのは当然だけど、同じく《持たざるものリミテツド》であまりマジックアイテムに慣れてないフードの女は幸いにも、故障だと勘かん違ちがいしてくれたらしい。

　女の報告に納得したように頷いて、リーダーがラウルたちを見下ろした。

「お前ら、もうちょっと待ってろよな。いま、犯行声明を流すためにマジカルウェブカメラとかいうやつと格かく闘とうしてるとこなんだが、なかなかどうして、我々《持たざるものリミテツド》にとっちゃ難なん儀ぎなもんだ。まったく、一いつ般ぱん人はよくあんなもんが使えるな？」

「ったく、ほんと、いくら説明書通りにやっても動きやしないし、お姫さまのマジックロープと言い、これだからマジックアイテムってやつは嫌きらいなんだっ……」

　リーダーの声を聞きつけ、口を尖とがらすフードの女。

　その周囲で、仲間の男たちが口々に同意する。

「そうだぜ、リーダー。大人しく全部アナログでやりゃあいいのに」

「……ていうか、マジックフォンでマスコミに連絡するどころか、ＭＩＴネットで犯行声明流すだなんて、《持たざるものリミテツド》としてはどうも、筋が通らねえような……」

「……ったく、お前ら、ほんと分かってねえな」

　そんなメンバーたちの苦言に肩をすくめて、リーダーがうそぶいた。

「逆だよ、逆。《持たざるものリミテツド》の我々があえて一般人どものマジックアイテムを活用して一ひと泡あわ吹ふかせてやるってのが、イカしてんじゃねえか。……それに、インパクトが違うしな。我々が占拠した店の内部からリアルタイムで犯行声明ぶちあげてやりゃあ、封ふう書しよより断然目立つだろ？　せっかくのお膳ぜん立だて、活用しなきゃバチが当たるぜ」

「──《持たざるものリミテツド》が、どうして、こんなことをっ……」

　リーダーを睨にらみつけ、低い声で問うユニィ。

　その言葉に、リーダーの男が面おも白しろそうに笑ってみせる。

「どうして……だって？　我々《持たざるものリミテツド》にとっちゃ、マジックアイテムを世間にバラ撒まくマジックショップは諸悪の根源。……な、恨うらまれて当然だろ？」

「って、それならこんなショボイ店じゃなく、業界最大手のアマダに行けよっ！　大した売上げもないうちなんかより、あっちの方がよっぽどアイテムバラ撒いてんだろっ!?」

　思わず声を荒あらげたラウルの言葉に顔を見合わせ、犯人グループたちが口々に呟いた。

「……いや、あっちは、警戒が厳重すぎて」

「俺たち、人数少ないしな」

「店員もお客さんも少ないから、すげえ占拠しやすかったし」

「なんていうか、立てこもり穴場スポットって感じだね」

「そんな理由でうちの店をーっっっ！！！！？」

　からからと笑いつつ、ユニィを見やるリーダーの男。

「……冗じよう談だんだ。ホントの狙ねらいは、べつにあるんだよ。なあ、お姫さま？」

「っ……」

　からかうような口調に、悔しげな顔をするユニィ。

　ラウルたちを一いち瞥べつし、リーダーが鼻を鳴らした。

「……お前ら一般人は知らねえだろうが、今日び《持たざるものリミテツド》が王都で生きてくのはちょっと大変なんだぜ？　なによりまず、ロクな仕事がねえからな」

「そうとも。店で働こうにもレジは打てないし、清せい掃そう員いんになろうにもマジックダスターは動かせないし、料理人になろうにもオーブンに火を入れられない」

「そもそも、明かりひとつつけられない我々を、いったい誰が雇やとってくれるってんだ？」

　口々に言い募る《リミテッド解放戦線》のメンバーたち。リーダーがその言葉を継つぐ。

「ほんの三十年前までは、王都はまだ、こんなじゃなかった。レジは手動だったし、掃除は箒ほうきとちりとり。オーブンは薪まきを燃やしてた。けど、そんなマジカルフリーの旧式道具はマジックアイテムに一掃されちまって、いまじゃあ逆に希少価値がつくくらいだ。世間は便利になったが、俺たち《持たざるものリミテツド》は置いてけぼり。それどころか、さっきも言ったように、もっとひどい有様ってわけ」

　茶化すような口調で言いつつ、リーダーがユニィを指さして、

「で、その発ほつ端たんになったのが、マジックアイテム技術の普ふ及きゆうを強行に推おし進めた、エヴァレッド三世……つまり、そこのお姫さまのお父上ってわけだ」

「それで、わたくしをっ……」

　整った顔を強こわ張ばらせるユニィの前で、リーダーの男が口の端はしをつり上げる。

「──我々の目的は、王国政府のマジックアイテム推進に偏かたよった政策を改めさせ、魔ま法ほう化される前の古き良き王都、マジカルフリー社会を取り戻もどすこと。その交こう渉しよう道具にするため、ここんとこずっと、お前を付け狙ってたんだ」

「大変だったんだぜ？　俺なんか、あやうく衛兵につかまりそうになって……」

「でもっ、それならなぜ、このような事件をっ……立てこもりなどせずとも、わたくしひとりを誘ゆう拐かいする方が、ラクでしょうにっ？」

「──それは、お前の行き先がマジックショップだったからだよ、お姫さま？」

　ユニィの詰きつ問もんに、肩をすくめるリーダー。

「お前の後をつけ、お前がマジックショップに足あし繁しげく通ってることを摑つかんでから、我々は考え直したんだ。ただお姫さまを誘拐するよりも、行きつけのマジックショップごとお姫さまを人質にして立てこもった方が、もっと世間に注目される、ってな」

「……あんたら一般人は《持たざるものリミテツド》に無関心すぎるんだよ。だから、あんたらが便利に暮らしてる陰かげで犠ぎ牲せいになってる我々のことを、この機会に知らしめてやるんだ！」

「だからといって、関係のないお店を巻き込むことはないではありませんかっ？」

「関係ない？　関係ないことがあるかよ。我々が憎にくむ王家の人間が、我々が憎むマジックショップにいるんだから一石二鳥だろ？　……さっきも言ったとおり、我々にとっちゃ、マジックアイテムを売って儲もうけてるやつらも同罪だからな」

「って！」

　決めつけるようなリーダーの言葉に、思わずラウルが反論する。

「俺たち、そんなに儲けてねえしっっっ！」

「噓うそをつけっ！」

「そうだっ！」

「あたしらには使えない夢みたいに便利なアイテム売ってんだっ！　こんな小さな店でも、唸うなるほど儲かってるに決まってんだろっ!?」

「ねえよっっっ！　ほら、そこのカウンタに置いてあるバインダーの資料見ろよっ!?」

「……って、これのことか？」

　ラウルの言葉に興味を惹ひかれたように、リーダーの男がバインダーへと目を落とし……ややあって、男がなんとも言えない表情を浮かべて頭を搔かいた。

「あー……なんていうか、その……悪かったな、ボウズ。……おい、お前らっ！　この店の商品には、なるべく被ひ害がい出すんじゃねえぞっ!?」

「って、同情されたーっっっ!?」

　くそっ、立てこもり犯に情けを掛かけられるだなんてっ……屈くつ辱じよくに、ラウルは思わず歯ぎしりする。ていうかこいつら、マジでアマダに行きゃあいいのにっっっ！！！！！

「──……立てこもりだなんて、本当に上う手まくいくとお思いですか？」

　犯行グループを見み据すえ、ユニィが静かに口を開く。

「我が国の兵へいはとても優ゆう秀しゆうです。いくら人質を取ろうと、あなたたちだけでは、あまりにも、勝算が少なすぎる気がするのですが？」

「……お気づかいありがとう、お姫さま？」

　そんなユニィの言葉にニヤリと笑いつつ、ふところに手を入れるリーダー。

「しかし、あいにく、俺たちには奥の手があるんだぜ？」

　言いながらリーダーが取りだした、握にぎり拳こぶしより少し大きい、ごつごつした漆しつ黒こくの塊かたまり。

　それを目にしたとたん、ラウルたちがはっと息を飲む。

「──そ、それは……っ！」

　……ややあって、フィノが、ぽつりと呟つぶやいた。

「石……？」

「石、よね……」

「……って、よかった。やっぱあれ、石だよな？」

「って、お前らの目は節穴かっっっ！！！！？」

　うんうんと頷うなずくラウルたちの前で、不満げな顔をするリーダー。

「待って下さい！」

　……と、エメラルド色の目を瞬またたかせていたユニィが不意に声をあげる。

「……わたくし、以前、ものの本で読んだことがあります。あれは、単なる石ではありません。おそらく、あれはっ……」

「あれは……」

　ごくりと唾つばを飲むラウルの前で、ユニィが真しん剣けんな面持ちで口を開き、

「漬つけ物石、かと……」

「こんなごっつい漬け物石があるかっっっ！！！！！」

　……ぜえはあと息を切らせて叫さけぶなり、大事そうに石を掲かかげたリーダーが、仕切り直すように声をあげた。

「ったく、これだから一般人は困るぜっ……こうしてみると、なんかの形に見えねえか？　ほら、『ド』で始まる四文字のアレだよ、アレ！」

「『ド』で始まる四文字？」

　男にうながされ、思わず石へと注視し……まるで翼つばさを畳たたんでうずくまるドラゴンみたいなその形に気づいたとたん、ラウルは全身の血を凍こおらせた。




「って、それっ、ダークドラゴンの《無代謝状態クリプトビオシス》じゃねえかっっっ!?」




　──『たった一いつ匹ぴきで、国を滅ほろぼすに充じゆう分ぶん』と恐おそれられる神話級の魔物、ダークドラゴン。

　どういう仕組みかはよく分かっていないものの、彼らは希まれに《無代謝状態クリプトビオシス》と呼ばれる数千年単位の休きゆう眠みん状態に入る。《無代謝状態クリプトビオシス》のダークドラゴンは《魔法領域》に質量を移して握り拳大の塊となるが、その外がい殻かくが破られたとたん、《魔法領域》に保存していた質量を《実在領域》へと転化し、僅わずかな時間で本来の姿を取り戻すのだ。

「最近、腹回りが気になってジョギングを始めてな！　いつものコースを走ってたら、たまたま拾ったんだ」

「って、なんてもん拾ってんだよっっっ！！！！！」

「これを見つけたからこそ、我々はこのカンペキな計画を思いつき、ほとんど勢いだけで《リミテッド解放戦線》を結成したんだぜっ!?」

「どこがカンペキなんだよっ！　ざっと聞いただけでも二転三転してんじゃねえか！」

「……まったく、これだから一いつ般ぱん人は。カンペキな計画っていうのはな、状じよう況きように合わせて変化するフレキシブルさを持ってるものなんだぞ、ボウズ？」

「それは行き当たりばったりって言うんだよっっっ！！！！！」

「と、言うわけで……」

　ラウルのツッコミをものともせず、リーダーがニヤリと笑って、

「王国政府が要求に応じなきゃ、我々はこのダークドラゴンの外殻を割ることにする。そうなりゃ、お姫ひめさまやこの店だけじゃなく、この王都も丸ごと道連れだ。……まあ、それがイヤなら、大人しくしてるこったな」

「っ……」

　思わず視線を鋭するどくするラウルの前できびすを返し、リーダーが仲間に指示を出す。

「さ、お前ら、ウェブカメラの設定に戻るぞ」

「……ったく、こんなの、こいつら一般人にやらせりゃいいのに」

「変な仕掛けをされたらやっかいだし、お前、さっきこのボウズにやられただろうが？　うかつにロープを解ほどくのは危険だろ？」

「はいはい、分かりました、って」

　リーダーの言葉に、やれやれと肩かたをすくめるフードの女。

　ラウルたち人質を見下ろし、リーダーが仲間の一人に命じた。

「おい、お前、こいつらを見張ってろ──」







『──事件の発生から、早くも二時間が経過しましたーっ！　依い然ぜんとして状況に動きはありませんがっ、周囲の人だかりは、どんどん大きくなっているようでスー！』

　マジヴィの中で実況する巨きよ乳にゆう女子アナの声。……沈しずみ込んだようにうつむくユニィの様子を見やり、ラウルは目をすがめてしまう。今回の事件が自分と同じ《持たざるものリミテツド》の犯行っていうのは、ユニィさんとしては複雑な気持ちだろう。正義感が強そうな王女様だし、きっと、相当ショックを受けてるに違ちがいない。

　マジックロープで縛しばられたまま、ラウルは店内へ目を走らせる。

《リミテッド解放戦線》のメンバーは、リーダーとフードの女を含ふくめたたったの五人。しかも、彼らがこれ見よがしに身につけている武器がフェイクであることにラウルは気づいていた。おそらくは、ネットで犯行声明を行うことを睨にらんだハッタリで……実質的な武装は数台のショックガンとマジックロープだけと考えて、間違いなさそうだ。

　予算の関係か、それとも、最初から人質に危害をくわえるつもりはないのか……けど、彼らはダークドラゴンの《無代謝状態クリプトビオシス》という切り札を持ってる。状況次し第だいではなにをしでかすか分からない。……俺たちスタッフももちろんだけど、お客さんであるユニィさんは最優先で、絶対に、守らないと！




　とにかく、犯行グループの武装が大したことない以上、マジックロープから逃のがれることさえ出来ればなんとかなる。必死に頭を働かせつつ、ラウルは周囲へ目をこらした。

　相手の身体からだにランダムに巻き付くマジックロープは、どうしても密度にムラができる。幸運にも、ラウルの右手は、手首ごと動かせる状態。金属を媒ばい介かいとした魔法を使うことが出来るラウルにとって、これはかなり有利な条件だ。ネジ一本……いや、クリップひとつ、画が鋲びようひとつでも構わない。とにかく、この右手でなにか金属製のモノを手にすることが出来れば、こんなロープくらい、簡単に切ることが出来るっ……！

　しかし、いくら視線をめぐらしても使えそうなものは見当たらず。クリップどころか塵ちりひとつないぴかぴかの床ゆかを眺ながめつつ、ラウルの脳のう裏りにふと、今朝がたの場面が過よぎった。

『ラウルっ、モップ掛け終わったぞーっ！　ふははははっ、マジヴィコーナー前にある塵じん芥かいどもは大小の別なくすべてこのオレ様が殲せん滅めつしてくれたわっっっ！！！！！』

　……自信たっぷりに報告してくるフィノの笑え顔がおを思い出し、ラウルは頭を抱かかえたくなってしまう。……くそっ、どうしてこういう時に限ってっっっ！！！！！　……と。悔くやしげに歯ぎしりするラウルの肩に、不意にぶつかってくる感かん触しよく。同時に、柑かん橘きつ系のシャンプーの香かおりが、ふわりと鼻び腔こうをくすぐった。

　思わずラウルが視線を向けると、かたわらにぺたんと座る蜂はち蜜みつ色の髪かみをした少女が、なんだか物言いたげな顔で顔を近づけて、

「……ラウル・チェイサー」

「っ!?」

　ラウルの耳元にくちびるを寄せ、ほとんど吐と息いきのような声で囁ささやくアイリ。

「……スカートのポケットに、さっきまで使ってたカッターが入ってる」

　そう伝えるなり顔を離はなし、ラウルに背を向けるアイリ。そのとたん、ラウルの右手のひらに少女のスカートの端はしが触ふれる。……なるほど、俺に取り出してくれってことか！

　見張りの様子を窺うかがいつつ、さりげなくアイリに身体を寄せ、プリーツスカートのどこかにあるポケットへの入り口を探さぐろうとするラウル。指先に触れるさらりとした布地の奥に、なんだかやわらかな感触が……って。

「っ!?」

　触れた瞬しゆん間かんびくりと跳はねた少女の腰こしに、ラウルもつい、どきりとし……しかし、ラウルはきっとくちびるを嚙かんだ。お客さんのためにも、ここで引くわけにはっ……！

「っ、やっ……」

　スカート越ごしに太ももの裏の辺りをさぐられ、くすぐったげに身を捩よじらせるアイリ。

「ちょ、ど、どこ触さわってっ……」

「いや、だってっ……」

「っ、わ、わざとやってるでしょっ!?」

　肩かた越ごしにラウルを見やり、涙なみだ目めで抗こう議ぎするアイリ。

　密着した少女の体温と、いい匂においと、えもいわれぬ肌はだの弾だん力りよくにどぎまぎしながら、ラウルは心の中で叫ぶ。く、くそっ、ポケットはどこなんだっっっ！！？

「あっ」

　……と、不意に声をあげたフィノが、ラウルの肩にぽんと頭をぶつけてきた。

「っっっ!?　ど、どうしたっ、フィノっ!?」

「ラウルっ、あれっ……」

　アイリから身体を離し、思わず声をうわずらせるラウル。そんなラウルの目の前で、フィノがすぐ側そばの展示台の下へと視線を飛ばす。

　フィノが示した先、展示台の下に転がる一枚の百ゴールド硬こう貨か……魔ま法ほうの媒ばい体たいに使用可能な金属のコインに、ラウルは思わず息を吞のんだ。

「たぶん、昨日、オレ様が落としたやつだっ……！」

　ラウルのかたわらで、感かん慨がい深ぶかげに独りごちるフィノ。

「道理で、いくら探しても見つからなかったハズだなっ……まさか、レジからこんなとこまで、転がってたなんてっ……」

「……お手て柄がらだぞ、フィノっ！」

　フィノを褒ほめるように軽くおでこをぶつけ、後ろ手で硬貨を拾うラウル。

　ほとんど手探りで組み上げた《魔法回路サーキツト》を「《起動ブート》」させ……次の瞬間、魔法を帯びたコインを押し当てられ、ラウルを縛っていたマジックロープが焼き切れる。……っと。

　マジックロープの切れ目を摑つかみ、まだ縛られてるかのように偽ぎ装そうしつつ。フィノへと向き直ったラウルが、そっと少女に耳打ちした。

「フィノ、今から、ユニィさんのロープ切るから……お前に見張りの気、引いといてもらいたいんだけど……」

「き、気を引く？」

「え、ええと……そうだな、トイレに行きたいって言うとか」

「っ！」

　そのとたん、顔を赤くしたフィノがふるふると首を振ふる。

「そ、そんなことっ、人前で言えないっっっ！」

「って、ラウル・チェイサーっ！　あなた、女のコになんてこと命令してるのっ!?」

「ご、ゴメンっ！　じ、じゃあほらっ、魔王の物もの真ま似ねとかっ！　お前、得意だろっ!?」

「まあ、得意っていうか、プロだからな」

「……よし、まかせろ！」と、ラウルの提案に頷うなずくなり、顔を伏ふせ。うつむいたフィノが不意に、低い声で笑い始めた。

「──ふははははははは……」

「って、おいっ、静かにしろっ！」

　それまで大人しくしていた少女のとつぜんの変へん貌ぼうに、思わず声を荒あらげる見張りの男。

　にやりとまがまがしい笑みを浮うかべたフィノが、低い声で持ちかける。

「──そこのお前、我と取引をしないか？」

「へっ？」




「──この縄なわを解いてくれるなら、この世の半分をくれてやろう！」




　見張りの男を鷹おう揚ように睨ねめ上げ、威い厳げんに満ちた声を張りあげるフィノ。

　……ややあって、男が首を捻ひねった。

「はぁ？」

「……くくっ、我が申し出を断るとは、なんと愚おろかな人間よ。いいだろう。特別に、我が秘められし力、見せてくれるっ……！」

　含み笑いとともに、目をすがめるフィノ。

　ただならぬその様子に、見張りの男がさすがに不安な顔をする。

「お前、いったい、なにを……っ！！？」

　……次の瞬間、銀色の髪から覗のぞく耳をぴくぴくと動かすフィノ。

　ぽかんとする見張りの前で、フィノが縛られたまま得意げに胸を張った。

「ふはは、恐おそれ入ったかっ！　オレ様、耳を動かすことができるんだぞっっっ!?」

「……いいから、静かにしてろ」

　あきれたように額を押さえ、嘆たん息そくする見張りの男……。




「──ユニィさん」

　……ロープの切れ目を摑んだまま、さりげなく、ユニィの側ににじり寄って。

　ラウルが耳打ちしたとたん、うなだれていた少女がはっと顔をあげる。

「……なんですか、店長代行さん」

　エメラルドの目でラウルを睨み、固い声を出すユニィ。

「わたくし、あなたとは話したくないとっ……」

「しっ、動かないで」

「《起動ブート》」と囁いたとたん、ラウルの右手で光る百ゴールド硬貨。魔力を帯びた硬貨が彼女の肌に触れぬよう細心の注意を払はらいつつ、ラウルはユニィのロープを切った。

　拘こう束そくを解かれた瞬間、エメラルドの目を丸くする少女。声を潜ひそめたラウルが告げる。

「……あいつらの武装はハッタリです。俺たちがあいつらの気を引くんで、ユニィさんはその隙すきに逃にげてください」

「しかし、それでは、あなたたちがっ……」

「俺たちより、お客さんの安全が最優先です」

　そんなユニィの言葉をきっぱりと遮さえぎって。ちらりと見張りの様子をうかがったラウルがやがて、ユニィに耳打ちした。

「……ユニィさん、本当に、すみませんでした」

「っ」

　……先ほど言えなかった、けど、どうしても、伝えなきゃいけない言葉。

　とつぜんの謝罪に息を吞む少女の耳元で、ラウルが言葉を続ける。

「俺、自分のことばっか考えてて、店員失格って言われるのも当然で。ユニィさんのお陰かげでそれに気づいて……ありがとうございます」

「…………」

「……マジコムのご返金分の８万Ｇ、ほんとはすぐにでもお返ししなきゃいけないんですけど、こんな状じよう況きようで……この事件が終わったら、改めて、お詫わびに伺うかがいます。ですから……ユニィさんは俺たちにかまわず、逃げてください」

「…………」

　桜色のくちびるをぎゅっと結んだまま。ユニィが、エメラルドの目をすがめ──。




「──やれやれ、ようやく繫つながったよ」




　不意に、売場から上がるフードの女の満足げな声。ほぼ同時に、ラウルたちの目の前の展示マジヴィが騒さわがしくなる。

『た、たったいま入った情報ですっ！　立てこもり事件が発生しているマジックショップ・レオン王都店ですが、犯行グループが自ら、ＭＩＴネット上に店内の中継動画を公開した模様でっ……こちらが、その映像になりますっっっ！』

　うわずった声で女子アナがまくしたてるとほぼ同時に、マジヴィの画面に浮かぶ青みがかった映像。そこには《リミテッド解放戦線》のメンバーと、その後ろに座るラウルたちの姿が映し出されている。

「ほう、マジックアイテムってのも、なかなかすごいモンじゃねえか」

　マジカルウェブカメラを一いち瞥べつし、満足げに呟つぶやくリーダー。

「さあて、これでようやく、交こう渉しようができ……っ」

　不意に言葉を切り、動きを止めるリーダー。

　その視線が、展示マジヴィに映し出された映像の一角を凝ぎよう視しする。




　──ラウルたち四人の人質が映し出されたマジヴィの画面。アイリの奥に座るユニィの足元には、解ほどけたロープの端が映っていて……っ！




「お前っ、いつの間にロープをっ……!?」

「ユニィさん、逃げてくださいっ！」

　とっさに叫ぶラウル。犯行グループは五人。ほんとはフィノとアイリのロープも切ってから動くつもりだったけど、こうなったら、俺一人でなんとかするしかないっ……！

　ユニィに合図を出しつつ立ち上がったラウルは、姫を捕つかまえようと真っ先に動いた男のみぞおちに拳こぶしを打ち込み、同じ流れでふたりめの男に足あし払ばらいを掛かけて転ばせたあと、リーダーに体当たりしてその身体を引ひき倒たおし……しかし。

「きゃっ!?」

「おっと、逃がさないよ。お姫ひめさま？」

　……間かん一いつ髪ぱつでラウルの攻こう撃げきを免まぬがれ、あっという間にユニィに追いついて。彼女の腕うでを摑んだフードの女が酷こく薄はくな笑みを浮かべつつ、片手で懐ふところを探った。

「──あんたには、ちょっと、大人しくしててもらおうか？」

　うそぶきながら、女が取りだしたショックガン……それを目にした瞬しゆん間かん、ラウルははっと息を吞む。

　ついさっきフードの女に通じなかったように、《持たざるものリミテツド》にはショックガンは通じない。……いま、店内の映像は、マジヴィを通して全国に中継されている。つまり、ユニィさんがショックガンを受けたら《持たざるものリミテツド》だってことが国中にっ……！

　──『なにがあったって、ユニィさんの秘密は守る』。先ほどのそんな誓ちかいを思い出す前に、ラウルの身体からだが動いて。

　いまにもユニィに押し当てられようとするショックガンの前に、ラウルが無理やり割り込んだ。




「～くっっっ！！！！！」

「ラウルっ！」「ラウル・チェイサーっっっ！！！！！」

　ショックガンのスイッチに触ふれたとたん、身体中に走る痺しびれるような衝しよう撃げき。

　手足が脱だつ力りよくし、遠のきかけた意識の中、フィノとアイリの声が聞こえ……

　……ラウルの視界に、やがて、エメラルドのような瞳ひとみが映り込む。




「店長代行さんっっっ！！！！！」




　崩くずれ落ちかけたラウルの身体を支えて叫さけぶユニィ。……残された力を振り絞しぼって、ラウルが口くちの端はしを持ちあげた。

「ユニィさんっ……俺っ……秘密っ…やくそくっ…まもっ……」

　そんなラウルの前で、静かに首を振り、ラウルを床ゆかに横たえたユニィが口を開く。

「……申し訳ありません。わたくしが間ま違ちがっていました。身を投げ打ってまで約束を守ろうとしてくださって……店長代行さんは、立派な店員さんです」

「っ……」

　思わず目を見開くラウルにそっと微笑ほほえみかけ、ユニィが言葉を続けた。

「あなたは、店員としての義務を立派に果たしました。ですから……わたくしも、わたくしの義務を……王女としての義務を、果たそうと思います」

「ユニィ……さんっ……？」

　思わず呟くラウルの前で、不意に立ち上がり。

　エメラルドの瞳で《リミテッド解放戦線》のメンバーを見み据すえたユニィが、声をあげた。

「……もう、ここまでにしましょう。あなたがたの気持ちはよく分かりますが、こんなことをしても、《持たざるものリミテツド》の立場がさらに悪くなるだけです」

「知ったような口をっ！」

　声を荒あらげるフードの女。ラウルの攻撃から立ち直ったリーダーが、口を開く。

「お姫さまに、我々のなにが分かるっていうんだ？」

「いいえ、分かります」

「こいつっ！」

　苛立たしげに怒鳴りつつ、フードの女がユニィに突つき出したショックガン。

　その先せん端たんのスイッチに手のひらを押し当ててたまま、ユニィが言い放った。




「──わたしも、《持たざるものリミテツド》なのですから」




　一いつ般ぱん人が触れればたちまち魔力を奪うばわれ、気絶するはずのショックガン。

　そのスイッチに触れたユニィが平然と言い放った瞬間、周囲を沈ちん黙もくが包み込む。




　誰だれも、なにも、ひとことも言わず。……やがて。
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　マジヴィの中の人混みから、いっせいに、どよめきがあがった。

『み、皆みなさまっ……ただいまの映像、ご覧になったでしょうかっ!?』

　マジヴィの画面で、巨きよ乳にゆう女子アナが興奮したように叫ぶ。




『ユニーティア王女が《持たざるものリミテツド》だと……とつぜんのカミングアウトに、大変な騒ぎが起こっていますっ！！！！！』




「──わたくしは、これまで、《持たざるものリミテツド》であることを隠かくしてきました」

　全国ネットに繫がるウェブカメラを見据え、ユニィが、静かに口を開く。

「しかし、それは間違いでした。《持たざるものリミテツド》として王家に生まれたわたくしには、同じ境きよう遇ぐうの方々が直面している状況を改善する義務があったというのに、これまで、目を逸そらし続けてきたのです」

　エメラルドの瞳に強い光を浮うかべ、ユニィが宣言する。

「しかし、わたくしはもう、自分を恥はじたり隠したりいたしません。これからは、わたくしの義務を果たし……《持たざるものリミテツド》の方々のために尽じん力りよくすることを、誓います」

　カメラの前で、毅き然ぜんとした口調で言い放つユニィ。

　……そのかたわらで、フードの女が叫んだ。

「そんなこと、信用できるかっっっ！」「そうだっ！」

　あっという間にユニィを取り囲む犯行グループ。彼らを見据え、ユニィが首を振ふる。

「《リミテッド解放戦線》さん。このような大事になってしまった以上、今回の事件を不問にすることは難しいとは、思いますが……しかし、現状で《持たざるものリミテツド》が置かれている状況を考えれば、恩おん赦しやを受ける余地はあります」

「でもっ……」

「わたくしも、できる限りのことはいたします」

　息を飲むフードの女の前で、ユニィが目を細め、

「あなたがたの目的はもう、達成されたと思います。ですから……投降してください」

「…………」

　ユニィの言葉にくちびるを嚙かみ、やがて、リーダーを見やるメンバーたち。

　すっかり押し黙だまっていたリーダーが、やがて、静かに口を開いた。

「分かっ……っ!?」

「いたぞ、あいつだっっっ！！！！！」




　──《リミテッド解放戦線》のリーダーがまさに投降しようとしたその瞬間、店の裏口と正面入り口からどっとなだれ込んでくる人ひと影かげ……王女救出のタイミングを窺うかがっていた兵士たちが、犯行グループとユニィを見つけたとたん、口々に声をあげる。

「おいっ、取り押さえろっ！」「こいつめっ！」「姫をお守りするんだっっっ！」




「なっ……」

　とつぜんのことにぽかんとするユニィやラウルたちの前でもみくちゃにされ、あっという間に取り押さえられる《リミテッド解放戦線》のメンバーたち。

　と、兵士たちの中から不意に、怪け訝げんそうな声があがった。

「……って、なんだ、この黒い靄もやは……？」




　……取り押さえられた拍ひよう子しに、リーダーの懐から落ちる黒い塊かたまり。塊が床へ落ちたその瞬間、なにか黒い靄のようなものがぶわっと膨ふくらみ、天てん井じようへ舞まい上がる……って！

「あれっ、ダークドラゴンの《無代謝状態クリプトビオシス》っ……！」

　渾こん身しんの力を奮い起こして立ち上がり、塊へと駆かけ寄るラウル。しかし、ラウルが拾い上げた《無代謝状態クリプトビオシス》の外がい殻かくはすでにひび割れ、《魔ま法ほう領域》から《実在領域》へのエネルギーの転移が始まっていて……くそっ！

　──このまま店内で還かえられたらマズイっ！　とっさに判断し、ラウルは塊を手にしたまま店の入り口ドアへとダッシュする。疾しつ走そうするラウルの手の中で次し第だいに軽くなっていく塊と、それと比例するかのように濃こくなる靄が、ラウルの視界を黒く染め……。

　勢いよくドアを開けたラウルが店から駐ちゆう竜りゆう場じように飛び出した、その瞬間。ラウルの手の漆しつ黒こくの塊が、不意に消失し……

　限界まで膨れあがった靄がふっと消えたその後に、漆黒のドラゴンが出現した。







　マジックショップ・レオン王都店の駐竜場に突とつ如じよとして現れた黒い竜りゆう。漆黒の鱗うろこに覆おおわれたおぞましい怪物は、主に都市間の輸送に使われる数メートル級の大型ドラゴンが玩がん具ぐかなにかに見えるほど巨きよ大だいで、まさに神話級の大きさだ。

　悲鳴をあげて逃にげ惑まどうマスコミや野次馬たちを背景に、まるで世界がそこだけ闇やみに覆われたかのような闇色の化け物が、二十メートルはあろうかという首をもたげ……思わず、ラウルは立ちつくした。

　……まさに、ドラゴンに睨にらまれたスライム。人間とは明らかに格が違う存在に圧あつ倒とうされ、少年の身体は震ふるえることも忘れて硬こう直ちよくする。

　──『たった一いつ匹ぴきで、国を滅ほろぼすに充じゆう分ぶん』……ラウルの脳のう裏りに『魔物事典』の記述が甦よみがえった。こんな怪物、とても人の手で倒せるわけがっ……！




『ラウルっ！』

『ラウル・チェイサーっ！』

　──不意にインカムイヤホンの向こうから聞こえてくる、少女たちの声。

『ラウルっ、駐竜場にダークドラゴン一匹っ！　討とう伐ばつを待ってもらってるぞっ!?』

『ラウル・チェイサー、私、いま、手が空いてるんだけどっ？』

　まるで仕事中になぞらえたみたいに、冗じよう談だんめかした口調で。

　思わず顔をあげたラウルに、少女たちが重ねて言葉を送る。

『もう、ぼーっとしてないでっ！　お客さんダークドラゴンが待ってるでしょっ!?　ほら、早く私たちに指示を頂ちよう戴だいっ！』

『ラウルが指示してくれればなにがあっても大だい丈じよう夫ぶっ！　……任せたぞ、店長代行っ！』

　……まるで、怖おじ気づく少年を鼓こ舞ぶしようとするように、明るい声で言い募つのる後こう輩はいバイトたち。そんな少女たちの声に、ラウルの表情がゆるんだ。

「……ったく、あいつら、緊きん急きゆう事態だってのに」

　どこかあきれたように呟つぶやきながら、眼前のドラゴンを、今度は物怖じせず睨みつけて。

　インカムマイクに手を伸のばしたラウルが、自信に満ちた声で叫んだ。

「『──了りよう解かいっ！』」




　さて、どう動く……？　まるで店内のお客さんの動きを観察するようにダークドラゴンを見据え、ラウルは思考をめぐらせる。

　さいわい、《無代謝状態クリプトビオシス》から目覚めたばかりの竜の動きはまだ鈍にぶい。本格的に動き出す前なら、勝機はあるハズだ。……とはいえ、正面からマトモに行っても《闇の息ダークブレス》でやられちまうのが関の山だし、弱点である頭部は長い首の先、レオン王都店の屋上よりも高い位置にある。いったいどうすれば、あいつを……っ!?




　不意に浮かんだ考えに、思わず笑みを浮かべ……インカムスイッチを押したラウルが、後輩バイトたちへ矢や継つぎ早に指示を飛ばした。

「『よし、『オールＡ』は休きゆう憩けい室しつに直行っ！　ロッカーに置いてある俺の剣けんを窓から投げてくれ！　フィノは店長室の入り口に積んである箱を持って駐竜場だっ！』」

『店長室の入り口に積んである箱だな、了解っ！』

「──そう言うだろうと思って、もう、来てるわっ！」

　不意に頭上から降り注ぐアイリの声。思わず振り返って仰あおぎ見れば、休憩室の窓から身を乗りだした少女が蜂はち蜜みつ色の髪かみをなびかせ、握りしめたラウルの剣を掲げている。

「ラウル・チェイサー、投げるわよっ！」「ああ、頼たのむっ！」

　少女の声とともに宙を舞う剣。器用にそれを空中でキャッチし、ラウルが笑った。

「サンキュ、『オールＡ』っ！　お前も武器を見つけ次第、加勢してくれっ！」

「了解っ！」

「ラウルっっっ！！！！！」

　……と、抜ぬき身の剣を握りしめるラウルの耳に、インカム越ごしじゃないフィノの声。ラウルの視界に、小さな箱を抱かかえた小こ柄がらな少女がぱたぱたと走ってくるのが見える。

「言われたやつ、持ってきたぞっ！　ねえ、これ、いったいなんなんだっ？」

「ああ、開けてみろよ、フィノ！」

「えっ、う、うんっ……てっ！」

　怪訝そうな顔で箱を開けた瞬しゆん間かん、フィノが驚おどろいたように声をあげた。

「これっ、ラウルがユニィさんに売ってたっ……！」

　──フィノの手の中でぴかぴか光るのは、レオンのＰＢ商品であるタブレット型マジコム。昨日ギル氏の連れん絡らく直後に売場から撤てつ去きよし、店長室に下げておいたやつだ。

「フィノ、手伝ってくれ！　そいつの画面をドラゴンに向けて、こうやって両手でしっかり構えてスイッチを入れるんだ！　ただし、絶対に手を離はなすなよっ？」

「うんっ！」

「……っと、その前に」

　……言いながら、フィノの目の前に左の手のひらを差し出すラウル。

　その瞬間、うれしそうな顔をしたフィノが両手を伸ばし、ラウルの手のひらをぎゅうっと握ってくる。

　やわらかな手のひら越しに。ユニィをかばって受けたショックガンに魔力を奪われ、カラカラに飢うえていた身体からだに染しみこんでいくフィノの魔力。身体中を駆け巡めぐる力に、ラウルの気持ちが奮い立つ。今なら何だって出来る。たとえどんな相手でも、負ける気がしない！

「サンキュっ、フィノ！」

　言い放つなり手を伸ばし、フィノが両手で構えたマジコムの上部を摑つかむラウル。

　同じ一台のマジコムを、フィノが両手で、ラウルが片手で握りしめる格好で。

　驚いたように目を瞬しばたたかせるフィノへと、ラウルが声を掛かけた。

「フィノ、頼むっ！」

「っ……うんっ！」

　ラウルの言葉にぴょこんと頷うなずくなり、タブレット型マジコムを起動させるフィノ。

　刹せつ那な、すさまじい光が駐竜場を包み込んだ。

「「っっっ!?」」

　ふたりで手にしたマジコムから噴ふき上がる天をも焦こがさんばかりの業火。予想を超こえる火力にラウルは胸中で呟く。……さすがは魔王の血を引くフィノの力だ！

　魔力の炎ほのおをまともに食らい、長い首を振りつつ咆ほう哮こうするドラゴン。言われたとおり両手でマジコムを構えつつ、フィノが歓かん声せいをあげた。……と、

「……なっ!?」

　不意にマジコムの画面からあふれ出す、炎とは違う黒い影かげ。はっと息を吞のむ少女の前で、黒い影はみるみる枝分かれし、広がって……




　たちまちラウルたちの前に展開される、マジコムの構文エラーとフィノの魔力から生みだされた十数枚にも及およぶ《魔女の羽》。
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　その羽が、にわかに、大きくはためいたかと思うと、

　羽の生えたマジコムを摑むフィノとラウルの身体が、一気に宙へと舞い上がった。




「と、飛んでるっっっ!?」

　炎を吐はきつつ《魔女の羽》をはためかせるマジコムに摑まったまま、動どう揺ようしたように叫さけぶフィノ。同じマジコムにこちらは片手で摑まりつつ、ラウルが声をあげる。

「フィノ、手を離すなよっ！」

「う、うんっ！」

　あわてたように頷きつつ、フィノがマジコムを握る両手に力を込こめた。

　──ラウルが思ったとおり、《魔女の羽》を生やしたマジコムの進行方向は、画面の角度を調節することでコントロール出来る。地上十数メートルの位置にあるダークドラゴンの頭部へ次第に近づきつつ、ラウルが片手で剣を抜き放った。

「フィノ、ドラゴンに近づくから、気をつけろっ！」

「うんっ！」

「──《起動ブート》っ！」

　ラウルが意識の腕うでを差し伸べたとたん、剣の表面を覆いつくす《魔法回路サーキツト》。

　眼前に迫せまるダークドラゴンの喉のど首くびを見み据すえ、ラウルが剣を構える。……頭さえ切り落とせば、それで終わりだ！

　しかし、ラウルが斬きりかかったその瞬間、不意にマジコムから噴き上がったひときわ高い炎に、ドラゴンが頭を引いた。

「っ!?」

　ドラゴンの喉のどにめり込むラウルの剣。……しかし、一刀両断を狙った攻こう撃げきは竜の喉肉を半分ほど切り裂さくに留とどまり。傷を負ったドラゴンが半狂乱で首を振ふりまわす。

「ら、ラウルっ！」

「くそっ、いったん離れるぞっっっ!?」

　あわてたようにマジコムの角度を変え、ドラゴンから距きよ離りをとろうとするラウル。

　しかし、不意に空中の少年たちを見据えた竜が、まるで報復でもするかのようにそのあぎとを大きく開いた。

　視界の中で不気味に膨らむ竜器官。

　ぱっくりと開かれたドラゴンの喉の奥に闇色をした粒りゆう子しが集まり、全すべてを蝕むしばむダークドラゴンの《闇の息ダークブレス》が、避よける術もないラウルたち目掛けて──！

「──っ！」




「──《魔力弾バイル・シヨツト》っっっ！」

　不意に、ラウルたちの視界をよぎる光の矢。アイリがレオン王都店の屋上から投げた店の備品の長フックが魔力を帯びて輝かがやきつつ、ドラゴンの目元に突つき刺ささる。

　たまらず頭を仰のけ反ぞらせ、ブレスを外すドラゴン。《闇の息ダークブレス》はラウルたちの頭上をかすめ、空に溶けるように霧む散さんした。

「っ……ぶねえっ！」

　アイリのお陰かげでブレスの直撃を免まぬがれ、マジコムに摑まったまま洩らすラウル。と、かたわらのフィノが、あわてたように声をあげる。

「ラウルっ！　ま、マジコムがっっっ！」

「えっ……っっっ！！！！？」

　フィノの指し摘てきにマジコムを見やり、ラウルは思わず息を吞んだ。

　いつの間にか真っ黒に変色したマジコム。おそらく先ほど《闇の息ダークブレス》がかすめた上半分が、まるで、闇に溶とけるようにぱらぱらと崩くずれ落ち……。

　本体の破損で《魔法構文マジツクプログラム》が壊こわれ、目の前からふっと消え去る《魔女の羽》。

　刹那、羽を失ったラウルたちの身体が、地上十数メートルの位置から落下し始めた。




「～っっっ！！！！？」

　まるで腹の底が抜け落ちるような感覚。反射的に抱だきついてくるフィノの身体をぎゅっと抱き返し、覚かく悟ごを決めたラウルが目を閉じる。くそっ、この高さじゃっ……！




　──不意に、ラウルたちの身体をふんわりと抱きとめる、やわらかな感かん触しよく。

　はっと目を開けたラウルの視界に、風をはらんで膨らむ豊かな栗くり色の髪が映って……。

　思わず言葉を失うラウルの腕の中で、フィノがうれしげに叫んだ。

「店長っっっ！！！！！」




　兄の形見の《飛とび靴ぐつ》の力で重力を相そう殺さいし、ラウルたちを抱えたまま、軽い音を立てて着地するセアラ店長。

　そっと腕を解いた店長が穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべ、ラウルたちを見やる。

「ラウルくん、フィノちゃん、留守中、ご苦労さまでした」

　言いながら、眼前のダークドラゴンを見上げ……セアラ店長が、目を細めた。

「……さあ、あと、もう少しですよ？」




　──ラウルたちの攻撃で目と喉にダメージを受け、長い首をのたうちまわらせるドラゴン。

　いつの間にか地面近くに降りてきたその頭を見やり、ラウルが剣を握りしめる。

「はいっ！」

　店長の言葉に頷くなり、剣を片手にふたたびダークドラゴンへ向かうラウル。




　ダークドラゴンの漆しつ黒こくの頭へと、ラウルが渾こん身しんの剣を叩たたき込んだ、その瞬間。

　生命を失ったダークドラゴンの身体が、《魔法領域》の彼方かなたへ霧散した。







　「エピローグ」




「失礼しまーす」

　コンコンとドアをノックするなり扉とびらを押し開けて。そのとたん、ベッドに寝ねていた赤毛の男が目を丸くする。

「おっ、みんな、お疲つかれさまー……」

「副店長っっっ！」

　バイザー副店長の言葉をさえぎって、紙かみ袋ぶくろを抱かかえて駆け寄ったフィノが声をあげた。

「ねえっ、具合はどうっ？　熱は下がったっ？　差し入れ、持ってきたぞっ？」

「ううっ、フィノ君っ、ありがとうっ……」

　健けな気げなフィノの言葉にじーんとしつつ、副店長は感動したように肩かたを震ふるわせて、

「フィノ君みたいな部下を持って、おれ、ほんと、しあわせも……って、なに、これ？」

　……言いかけた言葉を飲み込み、フィノが差し出した容器を見つめる副店長。

　そんな上司の前で、フィノが自信たっぷりに胸を張った。

「ドラゴンの生き血とマンドラゴラの煎せんじ汁じるを悪あく魔ま精せい霊れいの干ひ物ものの出だ汁しで割った魔法薬だっ！　ひとくち飲めば百年寿じゆ命みようが延びる、魔界で人気のレシピなんだぞっ!?」

　言いながら副店長の枕まくら元もとに身を乗り出し、フィノがにこにこしながら口を開く。

「さあっ、一気に飲んでっ？」

「え、ええと、そ、その……おれ、そこまで長生きするつもりはーっ……」

　冷ひや汗あせをかきつつ辞退する副店長。その言葉に、フィノがしゅんと視線を落とし、

「そっか……頑がん張ばって、造ったんだけど……」

「い、いただきますーっ！」

　あわてたように容器を受け取り、一息に飲み干す副店長。

　次の瞬しゆん間かん、顔色失う副店長の前で、フィノがうれしそうに笑った。

「ふふっ、これで、明日あしたにはもう退院だなっ！」

「ソ、ソウダナー……」

　……ひくひくと痙けい攣れんしながら機械的な声を出す上司の姿に、ラウルは心の中で密ひそかに誓ちかう。……俺、風か邪ぜ引いても、ぜったいフィノには内ない緒しよにしとこ。

「……っていうか、副店長、まさか入院してただなんて」

「いやあ、熱がちっとも引かねーんで薬貰もらいに来たら、即そく入院させられちまって……」

「……魔物インフルがそこまで危き篤とく化するの、かなりのレアケースですよ？」

　驚いたように呟つぶやくアイリの言葉を受け、セアラ店長がかわいらしく嘆たん息そくする。

「バイザーくん、いつも不ふ摂せつ生せいしてるから、そういうことになるんですよー……？」

「んなこと言ったって、男の独り暮らしはどーしても……ラウル君も、気をつけろよー？」

「いや、俺はちゃんと、鍛きたえてますから」

　副店長の言葉にしれっと返すラウル。かたわらでアイリが肩をすくめ、

「それに、なんとかは風邪引かないって言うしね？」

「……って、『オールＡ』、どういう意味だよ、それ」

　……と。

「あら、みなさん、お見み舞まいの方？」

　不意に病室に入ってきた若いナースが、ラウルたちへ微笑みかける。

「バイザーさん、お薬ここに置いときます。お見舞いが来てくれて良かったわね」

　サイドテーブルに薬を置き、きびすを返すナース。……その後ろ姿を眺ながめつつ、鼻の下を伸のばした副店長が独りごちた。

「白衣って、いいよな……」

「……バイザーくん？」

「は、はいっ！」

　セアラ店長の固い声にびくっと背筋を伸ばす副店長。

「いつまでも入院されていると、困ります。……早く、治してくださいね？」

「あ、ああっ……」

　甘えるような店長の声に顔を赤くし、副店長が話題を変えるみたいに声をあげた。

「そ、そのっ、それにしてもっ、ラウル君たち、立てこもり事件とか大変だったなー……おれもマジヴィで見てたけど、すげー騒さわぎだったみたいじゃねーか」

「……って、他ひ人と事ごとみたいに言わないでくださいよ。あのあと大変だったんですから」

「ていうか、王室御ご用よう達たしってことで、ちったあうちの店にも箔はくがつくんじゃね？」

「……問い合わせや野次馬は多くても、肝かん心じんの売上げはほとんど増えてませんけどね」

　のんきな副店長の言葉にラウルは嘆息し……不意にかたわらのフィーが声をあげた。

「あっ、ユニィさんが出てるっ！」

　少女の指の先、副店長がつけっぱなしにしていた病室のマジヴィに、エメラルド・グリーンの瞳ひとみを持つ美しい少女が映っていて。

『──お父上は反対されていたそうですが……ユニーティア王女はどうして、《持たざるものリミテツド》であることをカミングアウトする決意をなされたのですか？』

『はい、それは、ある殿との方がたの行動に、感かん銘めいを受けたからです』

　──『ユニーティア王女　衝しよう撃げき告白の舞ぶ台たい裏うら』……画面右上に表示されたテロップの下、司会者の質問に毅き然ぜんとした口調で応こたえるユニィ。

『その方は、わたくしとの約束を守るため、暴漢の攻こう撃げきに自ら身をさらして……並なみ大たい抵ていの責任感や勇気なくしては、決して出来ない行動です。ですから、わたくしも負けぬよう、勇気を出すことにしたのです』

「ねえ、これって、ラウルのことだろっ？」

「っ……」

　はしゃいだ声をあげるフィノの指摘に、思わず赤面するラウル。

　……と、マジヴィの中のユニィが、ふと、目を伏ふせた。

『その……不思議なことに、あのことを思い出すたび、胸がどきどきして……ものの本によれば、こういうのを、ときめきとでも言うのでしょうか……』

　はにかむように頰ほおを染め、胸に手を押し当てるユニィ。その手には、なんだか見覚えのあるレオンのロゴ入り封ふう筒とうが、大事そうに握にぎられていて。

『──店長代行さん、本当に、ありがとうございました』

「け、けどっっっ！」

　……これ以上ないほど声をうわずらせユニィの言葉を誤ご魔ま化かすように、ラウルがあわてて話を変えた。

「ユニィさんが店長を通して、ノンマジカルアイテム開発を支し援えんしてたなんてっ……」

「《乾式人造魔力筒ドライ・セル》を造ってるの、わたしのお得意さんなんです。そこのメーカーの社長さんの奥さんと娘むすめさんも《持たざるものリミテツド》でね。ユニィさんのリクエストに応じて、これまでいろんなノンマジカルアイテムを造って貰ってたの」

「そう言えば、前に王女がライトを使ってるところをマジヴィで見たことがあって……あれも、店長が取り寄せた、特別製のものだったんですね」

「ええ。ユニィさんは依い頼らい主ぬしであり、新商品のモニターってところかしら」

　アイリの言葉に、にっこりしながら頷うなずくセアラ店長。

　……と、話を聞いていたフィノが、不意に口を開いた。

「──でも、オレ様も、そのうち覚かく醒せいして魔力圧が変わっちゃったら、マジックアイテム、使えなくなっちゃうんだよな……」

　覚醒前のまだ蒼あおい目を伏せ、しょんぼりしたように呟くフィノ。

「マジックアイテムが使えないと、やっぱり、店長にもなれなくなっちゃうのかな……」

「フィノ……」

「……フィノちゃん」

　思わず目をすがめたラウルの隣となりで、店長がやさしく微笑んだ。

「今回のユニィさんのカミングアウトのお陰かげで、これからは普ふ通つうの人でも《持たざるものリミテツド》でも使えるマジカルフリーアイテムやノンマジカルアイテムが再評価されると思うわ。研究が進めば、フィノちゃんが大人になった頃ころには《生体魔力》を上回るような《人造魔力》ができて、魔力線でみんなのおうちに配られたりするようになるかも？」

「それに、今は大きな魔力圧変えるアイテムも、小型化されるかもしれないしな」

「っ……」

　店長の言葉を補足するラウルを見上げ、安心したように笑うフィノ。

「よかったっ……これなら、ラウルとの店長勝負、棄き権けんしなくて済むな！」

「っ……！」

　屈くつ託たくのないフィノの笑え顔がおに、ふと、どきりとする心臓。

　すっかり忘れてたけど、俺、店長にっ……。

「あら、そう言えば……」

　と、ちょうど同じことを思い出したように、セアラ店長がふと、口を開いた。

「ラウルくん、この間、辞やめたいって言ってた話ですけど……」

「「「っっっ！！！！？」」」

　そのとたん、いっせいに目を丸くする王都店のスタッフたち。

　両側からラウルを挟はさみつつ、フィノとアイリのふたりが同時に声をあげる。

「ラウル・チェイサー、ちょっと、なによ、それっ！　聞いてないわよっ!?」

「ラウル、辞めちゃうのっっっ！！！！？」

「いや、そのっ……」

　後こう輩はいたちの剣けん幕まくに押されつつ、ラウルはあらためて、自分に問いかける。

　来たくて来たんじゃない場所。なりたくてなったわけじゃない仕事。

　……他に選択肢がなかったからしぶしぶ就いた職業。

　俺、このまま、この場所でやっていっていいんだろうか。それとも、他ほかの場所を探すべきなんだろうか。どうする？　……いや、俺は、どうしたいんだ？

　……ややあって。

「……店長」

　店長に向き直ったラウルが、意を決したように、口を開いた。

「俺、まだまだ、お客さんや、店長や、フィノや、みんなの言葉に気づかされることばっかりで、学ばなきゃいけないことがいっぱいあるみたいで、だから、この店に……まだ、もう少し、店長の下に、いさせてください」

「ラウルっっっ！！！！！」

　とたんに安あん堵どの表情を浮うかべ、ラウルに飛びついてくるフィノ。

　甘えるように頰ずりしてくる少女を見下ろしつつ、ラウルが小さく首を振ふった。

「辞めようと思ってたの、黙だまっててごめんな……でも、俺、お前には負けないから」

「へへっ」

　そんなラウルを見上げて、腕うでの中のフィノが明るく笑う。

「オレ様こそっ、ぜったい、ラウルを追い抜ぬいてみせるぞっ!?」

「あらあら」

　そんなふたりを見やりつつ、セアラ店長が琥こ珀はく色いろの目を細めて、




「……ラウルくん、ラウルくんの《光》を、見つけることができたみたいですね？」




　そう独りごち、にっこりと微笑ほほえむセアラ店長。

「分かりました。……ラウルくん、これからも、よろしくお願いしますね？」

「はいっ！」

　うれしそうに抱だきついてくるフィノの頭を撫なで、今度こそ、ラウルは大きく頷いた。







　あとがき




　どうもこんにちはってえええええ「勇しぶ」アニメ化決定っっっ！！！!?

　というわけで皆みなさまさぞかし驚おどろきのことかと思いますが大だい丈じよう夫ぶご安心くださいたぶんおそらく確定的に明らかにこの世で一番驚いてるのは作者です。ありがたすぎて感謝の戦士サンクスマンの能力に覚かく醒せいするレベルでありがとうございますありがとうございます！

　しかし、こうして改めて見ると『勇者になれなかった俺はしぶしぶ就職を決意しました。』ってタイトルはいくらなんでもちょっとどうかと。いやまあつけたの自分なんですが。ちなみに一番最初の案は『二年前まで勇者を目指してた俺はいま何の因いん果がかレジを打ってます』こと通つう称しよう『俺レジ』だったんですけど、「はあ、そうですか」「なぜ見ず知らずの私にそんな話を」「しかも具体的な数字まで添そえて」「そんなことより早く会計してください」的空気が滲にじみまくってたので変へん更こう。『勇者になるはずだった俺がレジを打ってる件』や『魔ま王おうの子供「バイトの面接に来た」店員「帰れ」』などいくつかの候補を経て現状に落ち着いたわけです。いったいなんでこうなったかまったく覚えてないんですけど、長い割には無む駄だに語ご呂ろが良いいのと「しぶしぶ」の語感がかわいくて気に入ってます。

　まあ、そんな感じで適当につけたタイトルなんですが、これがけっこう応用効くんです。『桃ももから生まれた俺はしぶしぶ鬼おに退たい治じを決意しました。』とか『とつぜん呼び出された僕はしぶしぶ汎はん用よう人型決戦兵器に乗る決意をしました。』とか『ドラ猫ねこに魚を奪うばわれたわたしはしぶしぶ裸足はだしで追いかける決意をしました。』とか割となんでもいけるので皆さまぜひご活用ください。って、おいやめろ！『締しめ切きりが守れそうになかった作者はしぶしぶ担当さんに土下座する決意をしました。』とかまじ洒落しやれにならないからやめるんだ！！！

　……え、ええと、なんの話でしたっけ？　ああ、そうそう六巻のあとがきです。けどまあ例によって言いたいことはだいたい作中で言ってるっていうか今回はもうほんとそのまんまですねすみません。ちなみに作中に出てくるクレームは半フィクションであり実際の人物団体と関係がなくもない作者の実体験からほぼ来ております。店員さんすごく頑がん張ばってるんで、皆さまもお客さんの立場になったときはどうかやさしくしてあげてください。

　さて、ドラゴンコミックスエイジ『勇者になれなかった俺はしぶしぶ就職を決意しました。』１巻がついに２０１３年6月8日発売！　戌いぬ角ずみ先生デザインのちょうかわいい女のコたちが森先生の手でぴょんこぴょんこ跳はね回るよ！　ヤングガンガンでも柚ゆず木き先生によるめっちゃステキなコミカライズが連れん載さい中ですので、併あわせてよろしくお願いします！

　次巻はいよいよ、長らく影かげを潜ひそめていたアイツが登場っ？　ご期待くださいっ！










勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。６








左さ京きよう　潤じゆん
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